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サスペンション

準備品

エ 具 コイルスプリングコンブレッサ ダンパストラットの分解.組立て |

計 器

キャンバ、キャスタゲージ キャンバ、キャスタ測定 |

サイドスリップテスタ サイドスリップ測定 |

ターニングラジアスゲージ 転舵角測定

卜ーインゲージ I—イン測定 |

1油脂，その他
グリース: 3丑八乙11；5 3 4

0リング用グリース |



サスペンシヨン

I構成部品



サスペンション

リヤサスペンション

"7 ノヽー-ンート
丁 6 土 1は -111

アジヤステイング 
ボルト

アウタフツシユ

丁 8+1^-111

「ぼ. 3 5 4-166
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サスペンション

国車上点検

-------- フロントトーインの点検.調整-------------

く点検〉

トーインゲージを用いて，トーを点検する。

[トー 1011丁 24 "1(法定空車時)

く調整〉

(1) タイロッドのロックナットを她める。

(2) タイロッドを回して，トーが基準値となる様に調 

整する。

(3) タイロッドのロックナットを締付ける。

丁] 7 ± 1-111

注意

#左右輪は均一に調整すること。

#調整後，左右のホイール操蛇角が規格内にあるか点 

検すること。

マーク（タイヤ後側）

巧. 4 5 4-233

く測定のやり方〉

(1)タイヤの空気圧を点検する。

⑵車体をゆすりブッシュのたわみを取り除く。

⑶車体を前進方向に約1111動かす。

⑷ホイール軸の中心高さで，タイヤ中央部にチョー 

クでマークを付ける。

(印ほタイヤ後側に付けること）

(5) 卜ーゲージをマークに合せる。

(6) 車体を前進させてタイヤを180°まわす。

必ず前進方向でタイヤをまわす。

(7) トーゲージをマークに合せて，トーを測定する。

—リアトーインの点検.調整-----------------------

く点検〉

トーインゲージを用いて点検する。
トー I 011丁 2〜IX 4〕(法定空車時）

く調整〉

⑴トレーリングアーム，インナ側の取付け部（カムワ 

ッシャ部）のナットを弛める。

⑵反対側からボルトの頭を回して，卜一が基準値に 

なる様に調整する。

ド1も5 5 4-157

？王

鲁カムワッシャの目盛に向って，左輪では，目盛り 

が左回りでインとなり，右輪では右回りでインと 

なる。（図は左輪を示す。）

-1目盛りの調整量は1〜210111である。

^両輪共，目盛りの位置は，なるべく同じ所にする。

⑶セルフロックナットを締付ける。

『I 6 土 1は-111

6



サスペンシヨン

ホイール切れ角の点検，調整

く点検〉

⑴ターニングラジアスゲージに車を載せる。

⑵ブレーキペダルを踏込んだ状態で，ハンドルを左右 

いっぱいまで操舵した時の数値を測定する。

ホイール 
切れ角

内輪 〇^；〇91^^4-1〇〇，
〇〇 ^ 2 〇307

外輪 0001〇，十1〇30，
00川一 2 〇30，

く調整〉

⑴タイロッドのロックナットを弛める

⑵タイロッドを回して調整する

^1^11

〇

〇

ホイール切れ角調整後，トーインの点検及び調整を

行うこと。
タイロツ

「‘6

ロックナット

5 3-120

(3)ロックナットを締付ける。

T 7 ± 1味-111

—サイドスリップの点検----------------------

1111前進した時のサイドスリップ量を測定する。

サイドスリップ基準値（咖）

011丁

フロント 3 3

リァ 5 5

サイドスリップが基準値内に入っていない場合は， 

トーインを測定，調整する。

サイドスリップテスタ
厂1る7 5 4-158



サスペンション

——キヤンバ，キヤスタの点検-------------------------

⑴車両を垂平な場所に置く。

⑵ハンドルを直進状態にする。

⑶ キャンバゲーアダプタをホイールに

取付けてから，キャンバゲージをセットし，キャン 

ノ《角，キャスタ角を点検する0

922640000キャンバゲージアダプタ

フロント リヤ

キャンバ角 1*^47 0。50，土45，

キャスタ角 , 3。50，±1。

⑷キャンバ角，キャスタ角が基準値を外れている場 

合には，ボデーのサスペンション取付け部，クロス 

メンノく，トランスノくースリンク，トレーリングアー

ムその他関連部品を点検し，変形や損傷の有る場合 

は該当部品の修正，又は交換をする。

8



サスペンシヨン

国整備要領⑴フロントストラット

——取外し-------------------------------------------------------

(1)ハンドブレーキを引く。 -

⑵ホイールナットを弛め，車体をリストアップさせて 

から，ホイールを取外す。

⑶ストフットからフレーキホースを外す。

「啥. 9 5 4-161

⑷ハウジングのストラット取付けボルトを外す。

⑸ハウジングを押下げて，ストラットを引抜く。

⑹室内から，ストラットマウントをフレームに取付け

ているボルトを外して，徐々にストラット八53歹を取 

外す。

—分解-----------------------------------------------------------

⑴コイルスプリングコンブレッサを使用して，コイル

スプリングを圧縮する。

スプリングアッパーシートとスプリングが分離する 

まで圧縮する。

F\^A2 5 4-164

⑵ストラットのロッドをヘキサゴンレンチで固定して， 

メガネレンチでセルフロックナットを外す。

ド12.13 5 4-165

(3)マウント部の部品を取外す。

⑷コンプレッサの圧力を徐々に弛め，コイルスプリン

ダを取外す。

⑹アッパースプリングシート，ダストカバー等を取外 

す。



サスペンション

点検

次の項目について点検し，異常の有るものについて 

は交換する。

(1) ストラットマウントの変形，損傷の有無。及びラ 

バーの劣イ匕損傷の有無。

(2) アッパー公ロアべアリングスペーサとスラストべ

アリングの摩耗，損傷の有無。

⑶オイルシールの摩耗，損傷，の有無。

⑷ブッシュの摩耗，損傷，変形の有無。

⑸ヘルパのへたり，亀裂の有無。

「は.14 5 4-167

⑹ダストカノく一の損傷，亀裂の有無。

⑺コイルスプリングのへたり，折損の有無。

へ たりは，自由長その他を仕様表によって点検する

(8)ダンパストラットの点検項目 

-オイル漏れが有る。

^ピストンロッドを上下に作動させた時に引掛りがあ 

る。

-ピストンロッドの摩耗

仕様限度 (1=419,92111111

ピストンロッド
N1

6

マイクロメータ

「略15 54-168

ビストンロッドのがた

注意

アウタシヱルを固定し，ロッドをいっぱいまで引伸 

した状態で，ロッドのねじ部にばね秤などで土 2は 

の荷重を掛けた時の振幅をダイヤルゲージで計測す

る0

ダイヤルゲージ

2咭！

甘

砂
10⑺⑺

アウタシIル固定
F\^ 5 4-169

がた限度 0.8111111

10



サスペンシヨン

組立て

コイルスプリングコンブレッサを用いて，逆手順で、

組立てる

注意

〇

#セルフロックナットは新品と交換すること。

鲁ピストンロッド部に傷をつけないこと。

-ダンパーストラツトのコイルスプリングのペイント 

マーク，ダストカバーの凸マーク，アッノ、0スフ。リン 

グシートの凹みを1直線上に合わせること。（合わせ 

マーク有り）

凹み

「1.8.17 5 4-170

セルフロックナッ
締付トルク 6,5 土 〇及呂 -111

セルフロックナッ

取付け

取付けは取外しの逆手順で行う

巧.19 5 4-163

「12.20 5 4-162

1 0,0± 1は-111

組付後，セルフロックナット上部にシール剤を塗布 

すること。

11



サスペンション

(2)トランスバースリンク

取外し

⑴
フロントアクスルシャフトを取外す。

(3-4ドライブシステム公アクスル、、〔2〕フロ 

ントアンスル（4^0)、'を参照）

⑵トランスバースリンクから，スタビライザリンク 

を外し，トランスバースリンクのボールジョイント 

部をハウジングから抜出す。

スタビライザリ

厂12.22
トランスバースリンク 53-119

(3)トランスバースリンクのフロントブッシュ部の取

付けボルトを外す。

トランスバースリンク

F\^22 5 4-172

⑷トランスノマースリンクのリアブッシュ部取付けブ 

ラケットのボルトを外し，トランスバースリンクを 

取外す。

円も24 5 4-173

12

分解，点検.組付け

く分解〉
コッタピン，キャッスルナットを外して，トランス 

バースリンクから，ボールジョイントを取外す。

-コッタピンは再使用不可である。

翁フロント，及びリアブッシュの分解はしない。

〈点検〉

次の項目について点検し，異常の有る場合は交換す

⑴フロント，及びリアブッシュの摩耗，損傷，亀裂の

有無。

注意

フロント又はリアブッシュに異常が有る場合は，卜 

ランスバースリンクの八337交換とする。

⑵ボールジョイントブーツ部の亀裂，損傷の有無。 

⑶ボールジョイントスタッド部の損傷，変形の有無。 

⑷ボールジョイントソケット部の変形，損傷の有無。 

⑸ボールジョイントの作動不円滑，及びリフト量の異

常。

F^§.25

ソケットを万力等で布を介し 
て輊く固定し、ねじ部にナツ 
卜等を取付けてがた量計測

限度値 ±0.401111

く組付け〉

ボールジョイントをトランスバースリンクに取付ける。

#コッタピンは新品を使用すること。

-キャッスルナットは規定トルクで締付けた後，60。 

以内の増締めでコッタピンの穴合わせを行う。

1 4,01^2-111



サスペンシヨン

取付け

⑴トランスバースリンクのリアブッシュ取付けボルト 

を仮締めしておく。

⑵フロントブッシュ部取付けボルトを仮締めしておく。

「12.26 5 4-175

⑶ボールジョイント部をハウジングに組み込み取付け 

ボルトを締付ける。

丁 — 4.3土 1

呵27 34-176

⑷スタビライザリンクをトランスバースリンクに取付

ける
スタビライザ

スタビライザ 
リンク

「1&28 5 3-130

了 3.0 土 0.51^-!XI

⑸リアブッシュ部取付けボルトを締付ける

T 12,0 土 1.51^-111

(6)フロントブッシュ部取付けボルトを締付ける。

印0

「丁| 10.5 + 1,5^-111

⑺I 4彻車

フロントアクスルシャフトを取付ける。 

(3-4ドライブシステム公アクスルを参照）

13



サスペンシヨン

(3)フロントスタビライザ

一脱着參点検------------------------------------------------

く取外し〉

(1)車体をリフトアップさせる。

⑵アンダーガード，及びアンダーカバー付車において 

はこれを取外す。

⑶スタビライザリンクをトランスバースリンクから外

す。

⑷スタビライザクランプの取付けボルトを外して，ス 

タビライザ八8ザを取外'す。

「[§.31 5 4-177

く点検〉

次の項目について点検し，損傷のある場合は交換す 

る。

⑴スタビライザクランプのラバーブッシュの亀裂，損 

傷，へたりの有無。

⑵スタビライザリンクの損傷，変形，亀裂，及びラバ 

ーブッシュの抜出しの有無。

く取付け〉

⑴スタビライザクランプをブラケットにはめて，ボル 

卜を締付ける。

3.0 土 0.51111

(2) スタビライザリンクをトランスバースリンクに取付 

る。

X 3,0±0,5は -111

(3) アンダカハ，一，及びアンダガードを取付ける。

24



サスペンション

(4)フロントクロスメンバ

⑴アンダーガード付車においてはこれを取外す。

アンダカバー

アンダカバー

^2.32 5 4 -098

⑵トランスバースリンクを取外す。 

广トランスバースリンク"を参照)

F\^2 54-175

⑶ステアリングのセンタレバー夯フロントクロスメン

ゞに取付けているナットを外してボルト夯抜く

注意

〇

コッタピンは再使用不可である

厂12.34 54-131

⑷フロントデフアレンシャルをミッシヨンジャッキで

ささえる。

⑸フロントデフアレンシャル取付けブラケットを，フ 

ロントクロスメンバに取付けているボルトを外す。

「ぼ.35 5 4-180

⑹フロントクロスメンバに取付けているラジェータの

ブラヶットを取外す。

⑺クロスメンバをフレームから取外す。
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サスペンシヨン

—点検.取付け---------------------------------------------

〈点検〉

クロスメンバーの主にブラケット部を点検し，損傷， 

変形，亀裂などの有る場合は必ず交換する。

く取付け〉

⑴クロスメンバをフレームに取付ける。

1112.0 士丄，5^莒一 111

⑵フロントデフアレンシャル取付けブラケットをクロ 

スメンバに取付ける。（ 4评0車のみ）

⑶センタレバーをクロスメンバに取付ける。

コッタピンは新品を使用すること。

F\^3^ 54~176

丁 4.5 土 1.01^ -111

⑷ラジェータブラケットをクロスメンバに取付ける。

(5)トランスノマースリンクを取付ける。

('、トランスバ、ースリンク"を参照）

ド12.36 5 4-180

1 ^ 0,9± 1

「略38
5 4-175

⑹アンダカバー，及びアンダガートを取付ける。
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サスペンシヨン

(5)リアシヨックアブソーバ

脱着#点検

く取外し〉

(1)リアアクスルシャフトをリアデファレンシャルから

外す

リヤアクスルシャフト

トランスミッション

ド12.40 3 4-183

⑵タイヤをジャッキなどでささえ上げて，ショックア 

フソーバの取付けボルトを外す。

#ジャッキはタイヤから外さないこと。

，やむをえず外す場合には，ダイヤゴナルメンバを 

先に取外すこと。

^8.41 名4-184

く点検〉

次の項目について損傷の有るものは交換する。

⑴ラバーブッシュの変形，損傷。

(2)ショックアブソーバの作動不円滑。

⑶ショックアブソーバの最大長，最小限の不良。

⑷ショックアブソーバの損傷，オイル漏れ。

オイル漏れの判定基準は，下図において，ぶ<173の 

時にオイル漏れと判断する。

し

欠

「心42 

く取付け〉

取付けは取外しの逆手順で行う

5 4-185

ド12.43 5 4-184

—6 ± 1ゎ&一111

114 土8：れ8-111

リアアクスルシャフト取付けスプリングピンは新品

を使用すること 〇
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サスペンション

⑹コイルスプリング八55ソ

——脱着.点検-------------------------------------------------

く取外し〉

(1) ダイヤゴナルメンバを取外す。

(2) アクスルシャフトをリアデファレンシャルから外す。

(3) ジャッキでタイヤをささえ上げて，ショ.ックアブソ 

ーバを取外す。

(4) トレーリングアームのブレーキパイプをブラケット 

ごと取外す。

く取付け〉

⑴ヘルパを取付ける。

⑵コイルスプリング及びラバーシートを取付ける。

合いマークに注意しながら取付けること。

⑶タイヤをジャッキでささえ上げて，ショックアブソ 

ーバを取付ける。

(5)ジャッキでささえているタイヤを下げることによっ 

て，トレーリングアームを最下端まで下げ，コイル 

スプリングをラバーシートと共に取外す。

⑹ヘルパを取外す。

く点検〉

(1)コイルスプリングの損傷，及びへたりを仕様表にて 

点検する。

⑵ラバーシートの損傷，亀裂の有無。

⑶ヘルパの亀裂，及びへたりの有無。

⑷アクスルシャフトをリアデファレンシャルに取付け 

る。

スプリングピンは新品を使用すること。

⑸ダイヤゴナルメンバを取付ける。

⑹ブレーキパイプとパーキングブレーキケーブルをブ 

ラケットでトレーリングアームに取付ける。

たり限度 N = 55111111 丁 3.0 + 0.5^-111

ドセ.4 4

6.0 + 1.0^-111

+ 0.8 
丁 | 4 — 0.5^-111

5 4-186
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サスペンシヨン

(7)トレーリングアーム

脱着

〈取外し〉

(1)リァブレーキ八33丫を取外す。

(4 - 3ブレーキ'' リアブレーキ〃を参照）

⑵トレーリングアームのブレーキパイプとハ。ーキング 

ブレーキケーブルをブラケットごと取外す。

⑶車体をリフトアップさせて，ダイャゴナルメンバを 

取外す。

⑷リアアクスルシャフトを，リアデファレンシャルか

ら外す。

⑸トレーリングアームをジャッキでささえ上げて，シ 

ョックアブソーバを取外す。

(6)トレーリングアームの取付けボルトを外して，ジャ 

ッキを少しづつ下げながらトレーリングアームを取

外す。

注意

この時コイルスプリングとラバ'ーシートも同時に外 

れるので落としたり，傷つけたりしない様に注意す 

ること。

く点検〉

次の項目について点検し，異常の有る場合は必ず交 

換する。

⑴クロスメンバ取付部ブッシュの摩耗，損傷の有無。 

⑵ショックアブソーバ取付部の損傷，変形の有無。

⑶コイルスプリング接合面の摩耗，損傷の有無。

⑷トレーリングアーム全体の亀裂，損傷の有無。

く分解〉

分解作業はトレーリングアームやアクスルのベアリ 

ングを交換する場合以外には行わなぃこと。

トレーリングアームのハウジング部を固定して， 
3トアクスルシャフトプーラを使って，アクスルシ

ャフトを取外す 〇

1 6.0^1.0^-111

X 0+1^-111

「も45

+ 0.8
X 4 — 0.51^-111

丁 8 + 11^2^111

54-187
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サスペンション

脱着

く組立て〉

5丁，アクスルシャフトインストーラを使ってアクス 

ルシャフトを取付ける。

⑴トレーリングアームにコイルスプリング，及びラバ 

ーシートをセットしながら，クロスメンバ、に取付け 

る。

サイドスリップ調整ボルトを“ 0”に合わせておく 〇

⑵トレーリングアームをジャッキでささえ上げて，シ 

ョックアブソーノくを取付ける。

⑶リアアクスルシャフトをデファレンシャルに取付け， 

スプリングピンを抜込む。

⑷ダイヤゴナルメンバを取付ける。

⑸リアブレーキ八337を取付ける。

(4 - 3ブレーキ%'リアブレーキ"を参照）

⑹ブレーキホースとパーキングブレーキケーブルをブ 

ラケットでトレーリングアームに取付ける。

注意

取付け終了後，ブレーキのエア抜きを行うこと。

( 4 - 3ブレーキ、'車上点検〃を参照）

サイドスリップを点検し，トーの調整を行うこと。 

(''車上点検"を参照） ^

スプリングピンは新品を使用すること
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ステアリング

ホイール

外径(刪)

最大回転数

4370

3.8

舵 角
内輪（づ68) 〇,〇 十1。30，

36 25 一 2。孙

外輪（づ68) 〇〇〇1 ^ +1。30’
ご リ-2° 30^

車両最小回転半径（⑺） 3.9

形 式 ラック&ピニオン

総 合 ギア 比 19.8

使用 グリ ース 協同油脂ワンルーバ30 
昭 石バリアント!VI 2

転舵角
外輪 内輪

「も2 5 4 -075

^ 4—2 ^ステアリング

国主要諸元

システ
ム 
ギア
ボッ
クス
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ステアリング

国トラブルシューティング

現象及び推定原因 処 置
1,ステアリングホイールの操作が重い

ジャッキアップし，左右のフロントホイールを地上より浮かせた状態でタイロッドエンドを切り離し，ス
テアリングホイールを操作してみる。

㈧軽い場合タイヤ空気圧，サスペンション関係
①タイヤ空気压低過ぎ 適正圧力に調整
②フロントホイールアライメント不正 調整（卜ーイン）
③タイヤの摩耗 交換

⑻重い場合ステアリングシステム
①センタレバーブッシュの損傷 交換
②ステアリングギアボックスの損傷 交換
③各部給油不足 各部給油
④ギアボックスハへソクラッシュ調整不良 調整
⑤タイロッドエンドの固着 交換

2.ステアリングホイールが振れる

①タイャ空気圧不適正 適正圧力に調整
②フロントホイールアライメント不正 調整（トーイン）
③ホイールナットのゆるみ 正規トルクで締付け
④ホイールの変形 修理，または交換
⑤ホイールべアリングの破損，摩耗 交換
⑥サスペンションアームの摩耗，ゆるみ 調整，または交換
⑦フロントホイールのアンバランス 調整

3.ステアリングホイールが取られる

①タイャ空気圧不均衡 適正圧力に調整
②フロントホイールアライメント不正 調整
③ホイールべアリングの調整不良，摩耗 調整，または交換
④ショックアブソーバ作動不良 交換
⑤サスペンションアームの変彩，破損 修理，または交換
⑥ドラッグリンクブッシュ締付不良 直進状態にて再締付け
⑦ギアボックスバックラッシュ調整不良 調整
⑧タイロッドエンド及びドラグリンクボールジョ

イントの固着 父挟

4.ステアリングホイールに衝擊を感じる

①タイヤ空気压高過ぎ 調整

5.ステアリングホイールの遊びが25㈣以上

①ラック，ピニオンの摩耗. 交換
②ステアリングシャフト，トルクロッドのセレー

シヨン損傷，摩耗
父挟

③ステアリングホイール締付ナットのゆるみ 正規トルクで締付け
④ジョイント締付ボルトのゆるみ 正規トルクで締付け
⑤フロントホイールべアリングの摩耗 調整，または交換
⑥各部総合部のゆるみ，締付け不良 正規トルク締付け，または交換
⑦センタレハ^-ブッシュの摩耗 交換
⑧ギアボックスハへソクラッシュ調整不良 調整
⑨ドラッグリンクブッシュの摩耗 交換 ^ ^
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ステアリング トラブルシューティング，整備要領

現象及び推定原因 処 置
6.直進走行時，ステアリングホイールが回転方向にずれている

① フロントホイールアライメント不良
② トルクロッドの捩れ変形

③ ステアリングホイールセレーションのずれ

調整（トーイン）及び点検(舵角）

交換
調整

国準備品

灯
926230000 ギアボックススパナ ハへソクラッシュ調整

927590000 レンチ ブーッ固定ワイヤ締付け

工具

— スナップリングプライヤ スナップリング取付け，取外し

ステアリングプーラ ステアリングホイール取外し

計器

— ばね秤 センタレバー操作力の測定

— ダイヤルゲージ ギアボックスのピニオン軸方向すき間の測定

油脂

その他

—

協同油脂ワンルーハキ80

昭 石バリアント!VI2
ギアボックス内

—

昭 石サンライト2号

出 光オートレックス八
各摺動部

— スリーボンド#1102 ラック，ピニオンのアジャストスクリュ及びラックストッハ。
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ステアリング

国構成部品

II



ステアリング

ギアボックス

丁 1.7 土 0.31

了]乙.3〜3.01一 111

，⑩

丁 2.5-3.0^-111
丁 11.5 土 1.01^ -111

T 5.3 土 1.01

3.0土 1.01^5—111

5.0±1.0^-111

X 7 ±1.01^-111

1. フロアカバー

2. トルクロッド

3. ラバーカップリング

4. エアベントチューブ

5. クリップ

6. ブーツカバー

7. クレビスピン

8.キャッスルナ ，ソ

，㉑

7 ±1農§-111

9. ラバーキャップ

10. センタレハ#一

11. スリーブ
12. キャップ

13. ダストシール

14. ワッシャ

15. ドラッグリンク

16. スぺーサ

17. ステアリンギアボックス八55丨
18. ダストシール

19. タイロッドエンド（アウタ）

20. タイロッド

21. タイロッドエンド（インナ〉

「セ. 4 5 4 —081
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ステアリング

整備要領⑴ステアリングシャフ

取外し

(1)ハヘンテリのマイナス㊀端子を外す。

⑵ステアリングホイールのセンタパッドを取外す,
111/

^8.5

ド

54 -082

⑶ホイール中央のナットを外し，市販工具ステアリン 

グプーラを使ってステアリングホイールをシャフト 

から引抜く。

引抜く前にシャフトとステアリングホイールに合せ

マークをつけておく 〇

円8-

⑷ステアリングコラムカバーを取外す

54 -083

〇

「16. 7 5 4 -084

⑸コンビネーシヨンスイッチのコネクタを外す。

キーインターロックソレノイドのハーネスコネクタ

を外す。

以. 8 5 4 -085

(7)コンビネーシヨンスイッチをコラムか

ら取外す。

「セ, 9

⑻ユニパ:ーサルジョイントカバーを取外す。

5 4-086

^&10 3 4-087
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ステアリング

取外し

⑼ユニバーサルジョイント八33丫下側の取付けボルト

を外す。

「15.11 5 4-088

⑽車体側ブラケットに取付けてあるコラム八33丫の取 

付けボルトを外す。

「12.12 5 4 -089

分解，点検

く分解〉

⑴ユニバーサルジョイント八53丫をシャフトから取外

す。

I

「1^13

〆

5 4-091

(2)スナップリングを外してステアリングシャフトをコ

ラム入53丫より引抜く 〇

印4

く点検〉

スナップリング

24 -092

次の項目について点検し，異常の有るものは交換す 

る。

⑴シャフトの曲がり，損傷の有無。

⑵ベアリング，ウェーブワッシャの摩耗，異音，回転 

不具合の有無。

⑶アースブラシの摩耗，変形の有無。

⑷スナップリングの変形の有無。

⑸ユニバーサルジョイント八33ァの損傷，摩耗，がたの

有無。

がた標準値 0腿

揺動トルク
最大値 3は-。㈤

〇 通 〇 0 〇

08.15 3 4-093
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ステアリング

——組立て----- --------------------------------------------

く組立て〉

組立ては分解の逆手順で行う。

，組立てる前に，摺動部を清掃し，新しいグリー 

スを塗布する。

昭石サンライト2
使用グリース----------------------------------

出光オートレックス八

ド12.16 5 4-091

1112.41:1 は-111 +

取付け

取付けは取外しの逆手順で行う

鲁 コラム八357取付ボルトは必ず専用部品を使用の

こと 0

「屯.17 5 4-095

28
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ステアリング

(4)ステアリングギアボックス

取外し

⑴フロアカバーを外す。

「は.18 5 4 -036

⑵ラバーカップリングのナットを取外す。

ド12.19 5 4 -097

⑶車体をリフトアップさせる。

⑷アンダガード，及びアンダカバーを取外す。

ド 12.20 5 4-098

⑸ドラッグリンクをヨークから取外す。

⑹エアベントチューブをギアボックスのニップルから

外す。

⑺ギアボックス八337取付けボルトを外して，ギアボ 

ックス八35丫を下側へ取外す。

エアベントチューブ
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ステアリング

分解—1 '-. ------------------------------------------------------------------- --------------------- ----------------------------

分解前に，ピニオンを直進状態にしておいて，合わ 

せマークをペイントしておく。

⑴ギアボックスのヨークを万力に固定し，ヨークを取 

外す。

(4)ハへソクラシュ調整部のロックナット，及びアジャス 

トスクリュを外し，スプリング，スリーブを抜取る

⑸ピニオン八33丫のオイルシールを浮かせる。

(6)スナップリングを外す。

「12.23 3 4-102

⑵ブーツをギアボックス八55アから取外す。

⑶ギアボックス八85丫を万力に固定し，ラック後端を 

スパナ等でおさえながら，ラック先端のストッパを

取外す。

「12.24 5 4-103

^8-26 5 4-105

⑺ピニオン八33丫を引抜く。

⑻ラックをギアボックスから引抜く。

ピニオン丫

円も27 5 4-106
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ステアリング

分解

⑼ピニオン八33丫のギア側のスナップリングを外す。

スナップリング

闩る28 54-107

⑽プレスを使って，ピニオン八33からボールべアリ 

，ングを抜取る。

ベアリングの内輪で荷重を受けること。

プレス

ドは.23 54-108

(11)ピニオン八33丫から，スナップリング，オイルシール

を取外す 〇

点検

，分解して部品は洗浄した後に，次の項目について点 

検し，異常の有るものは交換する。

參オイルシールは分解ごとに新品と交換する。

⑴ラバーカップリングの摩耗，亀裂の有無。

⑵ピニオンギア歯面の压痕，偏摩耗，割れ等の有無。 

⑶ボールベアリングのがた，回転不具合の有無。

(4)スナップリングの変形の有無。

⑸ラックギア歯面の圧痕，偏摩耗，割れ等の有無。

⑹ギアボックスの亀裂の有無。

⑺ブッシュ八の摩耗，損傷の有無。

⑻ブーツの亀裂，損傷，劣化の有無。

⑼スリーブの損傷，変形の有無。

⑽ストッパの変形，亀裂の有無。

着ピニオン，又はラックを交換する場合は，それぞれ 

同時に交換すること。

-ブッシュ八を交換する時にはギアボックスごと交換 

すること。
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ステアリング

組立て

(1)オイルシールとスナップリングをピニオンにセッ

する。

注意

オイルシールにはあらかじめグリースを塗布してお

⑵ボールべアリングをピニオンに压入する

⑶ギア側のスナップリングを付ける 〇

スナップリング

闩る30 5 4-107

⑷ギアボックスユニット内のブッシュ八，及びピニオ
齡

ン部のブッシュにグリースを塗布する

使用グリース 協同湖旨ワンルーバ50 
昭和石バリアント]2

⑸ラック摺動部及び歯谷部にグリースを塗布し，ラッ 

クをギアボックスに挿入する。

⑹ピニオン八53丫の歯谷部，及びスリーブ合せ面，ベア 

リングにグリースを塗布する。

使用グリース 協同油脂ワンルーバ56 
昭和石バリアントN2

ベアリング

オイルシール

ド略31 54-113

⑺直進状態の合せマークに注意しながら，ピニオン 

八33 Vをギアボックスに取付ける。-

注意

直進状態におけるピニオンフランジの位置がスリー 

ブ穴中心線より右回り方向に25.6° 土 6°になる様

にする

25.6°土 6

F\^32 34-114
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ステアリング

組立て

⑻オイルシール側のスナップリングを取付ける。

スナップリングが確実に装着されている場合にはス 

ナップリングがスムーズに回転するので点検するこ

と0

オイルシール

⑼オイルシールを压入する。

⑽ダイヤルゲージを用いて，ピニオン軸方向のすき間 

を測定する。

すき間限度 0.301111

闩も34 54-116

⑼ギアボックスにスリーブ，スプリングを組込んだ後， 

アジャスタスクリュにシール剤を塗布して締込み， 
ハへソクラッシュを調整する。

シール剤 スリーボンド#1102

バックラッシュ調整要領

アジャストスクリュをいっぱいにねじ込み（トルク 

が急に立ち上がる位置まで）その位置から20°戻し， 

ロックナツトでロックにする。（このときのスクリュ 

とスリーブのすき間は0.083111111)となる。

ロックナツト締付トルク丁 3.0〜5.01^-!XI

〇 〇 926230000ギアボックススハ。ナ

，ロックナット締付け時，アジャストスクリュが回転 

しないようスパナ等で固定する。

^6.35 54勺04

⑽ラック端のねじ部にシール剤を塗布しロックナット 

を締付ける。

シール剤 スリーボンド#1102

丁]—7.5 土 2.〇竑-㈤
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ステアリング

——組立て---- --------------------------------------------------

⑽ラックの歯谷部，摺動部にグリースを塗布する。

傲田グ丨丨—ズ協同油脂ワンルーバ3(}
1史^1/ ノ ス1こ昭石バリアント]\^2—.

(14)ブーツ大端部にワイヤ（からげ線）を組み付け，特殊 

工具レンチのフックにワイヤの端部を引っ掛けて， 

上方に約4 土1岵の力で引っ張りながら，よって結 

ぶ。その後，ワイヤの端部をブーツに沿って折り曲 

げる。

927590000レンチ

ワイヤに緩みがあってはいけない。

ド12.36 54-121

⑽ヨークを万力に固定し，セルフロックナットでラッ 

クに取付ける。

-ヨークの長穴とラックの二面巾をに合わせること。

-セルフロックナットは新品を使用すること。

⑽ピニオンを回転させ，作動トルクを点検する0

作動点 作動トルク

直進付近（ラック中央より±60° ) 0.11以下

全作動範囲中の最大トルク 〇.脚111以下

取付け

⑴ギアボックス八85丫を，フレームの取付けブラケッ 

卜にボルトで取付ける。

⑵エアベントチューブをギアボックス八35丫のニップ 

ルに取付ける。

注意

チューブとフレームとが干渉していないことを確認 

すること。

左右転舵時にブーツにへこみやふくらみが発生して

いないことを確認すること 〇

エアベントチューフ

「セ.38 ギアボックス八33丫

阻5.0土 1.01^-㈤

(3)ドラッグリンクとヨークをセルフロックナットで取

付ける 〇

ブーツカバ-て

^2.39

丁 0.0 + 1.0^-111

-直進状態にしてナットを締付けること。

，セルフロックナットは新品を使用すること。
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ステアリング

取付け
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ステアリング

(5)センタレバー段ドラッグリンク

取外し

(1)車体をリフトアップさせる。

⑵ステアリングギアボックス八35丫のブーツカノく一を

取外す。

(3)ヨークからドラッグリンクを取外す。

フーツカバー

厂12.43 5 4 -099

⑷センタレバーのインナ側タイロッドエンド及びドラ 

ッグリンク取付けキャッスルナットを外し，プーラ 

を使ってタイロッドエンドを取外す。

^2.44

タイロッドエン

54-130

⑸センタレバーをフロントクロスメンバから取外す。

ド18.45 54-131

分解，点検

く分解〉

ドラッグリンクの取付けボルトを外し，プーラを使 

つて，センタレバーからドラッグリンクを取外す。

く点検〉

次の項目について点検し，異常の有るものは交換す 

る。

⑴センタレバーの損傷，変形の有無。

⑵ブッシュの摩耗，損傷の有無。

⑶ドラッグリンクブッシュの損傷，変形の有無。

⑷ドラッグリンクボールジョイント部の損傷，変形の

有無〇

⑸センタレバーの操作力異常の有無。

〈注記〉

センタレバーの操作力は，ブッシュ部を万力などに 

固定して，ばね秤でタイロッド取付部を引いた時の 

作動時点の力を読みとる 〇

2咕以下

センタレバー

万力

汗12.46 54—133
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ステアリング

組立て.取付け

く組立て〉

ドラッグリンクとセンタレバーを組付ける 〇

丁 ~ 2.5〜3.01^ -111

，規定トルクで締付け後，60°以内の増締めで，コッ

タピンの取付け穴を合わせる 〇

-コッタピンは新品を使用する。

く取付け〉

⑴センタレバー八35 丫をフロントクロスメンバに取付

ける 〇

コッタピンは新品を使用すること 〇

闩2.47 5 4-131

丁 一 11.5+1.0^-111

⑵インナ側タイロッドエンドを取付ける。

注意
9 規定トルクで締付け後，60°以内の増締めで，コッ 

タピンの取付け穴を合わせる。

コッタピンは新品を使用する。

ドは.48
タイロッドエンド

54,130

X 2.5—3.0^-111

⑶ドラッグリンクとヨークを組付けてボルトを締付け 

る。

注意

セルフロックナツトは新品を使用のこと

直進状態にて締付けること 〇

ド12.49 5 4 -033

丁 5.0 + 1,
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ステアリング

(6)タイロッド

取外し

⑴フロントホイールのホイールナットを驰める。

⑵車体をリフトアップさせて，フロントホイールを取

外す。

⑶アンダガード，及びアンダカバーを取外す。
アンダカバー

アンダガード 54 -098

⑷インナ側タイロッドエンドのキャッスルナットを外 

し，プーラを使用してセンタレバーからタイロッド 

エンドを取外す。

コッタピンは再使用不可
17

ド12.51---------、\1 ！ しタイロッドエンド’ 54-130

⑸アウタ側タイロッドエンドのキャッスルナットを外 

し，プーラを使用して，ナックルアームからタイロ 

ッドエンドを取外す。

注意

コッタピン再使用不可

巧.52 5 3-141

分解，点検.組立て

く分解〉

タイロッドエンドのロックナットを弛めて，タイロ

ッドエンドを取外す

注意

〇

タイロッドエンドはインナ側が左ねじ，アウタ側が

右ねじなので，注意する。

く点検〉

次の項目について点検し，異常の有るものは交換す 

る0

(1)タイロッドエンド，ダストシールの損傷，摩耗の有 

姐ハ、、〇

⑵タイロッドエンド，ボールスタッドのがたの有無。

(3) タイロッドエンドのグリース漏れの有無。

(4) タイロッドヱンドの損傷，変形の有無。

タイロッドエンドは非分解なので，交換する場合は

八33孓で交換すること 〇

く組立て〉

(1)タイロッドにタイロッドエンドのロックナットをは

める 〇

⑵タイロッドエンドのインナ側，アウタ側を間違えな 

い様にして，タイロッドエンドを組付け，ロックナ

ットで仮止めしておく

注意

〇

タイロッドはスパナ掛けの有る方がアウタ側である, 

それぞれのタイロッドエンドロックナットの後端面

の距離が389.6画!になる様にしておく。

ん：6はそれぞれ均一になる様にする。

「15.53 5 4-141
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ステアリング

取付け

⑴アウタ側タイロッドエンドをナックルアームに取付 

ける。

-コッタピンは新品を使用すること。

，キャッスルナットは規定トルクで締付後，60°以内の 

増締めで，コッタピンの取付け穴を合わせる。

丁 2.5—3.0^-111

ド12.54 5 3-120

⑵インナ側タイロッドエンドをセンタレバーに取付け 

る。

-コッタピンは新品を使用する。

キャッスルナットは，規定トルクで締付け後，60°以 

内の増締めで，コッタピンの取付け穴を合わせる。 

1X1 2.5-3.0^-111

「12.55 タイロッドエンド
5 4-130

⑶タイロッドのロックナットを締付ける。

丁 7.0 土

注意

ロックナットを締付ける時には，タイロッドエンド 

の2面巾をスパナでおさえて行うこと。

⑷フロントホイールを取付ける。

⑸車両をリフトダウンして，ホイールナットを締付け 

た後，トーイン，及びサイドスリップを点検.調整 

する。

く注記〉

“4 — 1ザスペンシヨン〔 2〕車上点検(1)ホイールア 

ライメント”を参照。

くフロントトートン調整〉

「丨8,56 5 4-156

くサイドスリップ点検〉

サイドスリツフテスタ

^2.57 5 4,158
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4—3 ブレーキ

國仕様 
---------主要諸元

フ

ン
卜

ブ
レ
I

キ

型式 サポートレス，ベンチレーテツドデイスクブレーキ

ディスク有効径 （丽） 184

ディスク厚さX夕^# (瓜〇1) 18X221

ホイールシリンダ内径 （丽） 51

パッド材質 ド11250 (非アスベスト）

パッド寸法
長さ父幅父厚さ （丽） 92X36X9

ブレーキ調整法 自動調整

ア
ブ
レ
I

キ
镰

型式 リーデイング，トレーリング，ドラムブレーキ

ドラム内径 （腦） 180

ホイールシリンダ内径 （臓） 15.87(19.05”

ライニング材質 FN25(非アスベスト）

ライニング寸法
長さ乂幅〆厚さ （腿） 172.7X30X4.4

ブレーキ調整法 自動調整

パーキング
ブレーキ

型式 機械式後二輪制動

マスター
シリンダ

型式 ファーストフイル付タンデム

、11、小径室 （丽）
、ノリノダ離大撼 一）

19.05
23.81、

リザーバタンク型式 フルモイスチャーシール付
リザーバタンク容量 …幻

ブレーキ
ブースタ

型式 真空倍力式

倍率(踏力221^時） 2.9

有効径 （腿） 152.4

後輪液庄制御装置 イナーシャプロポーショニングバルブ本

ブレーキ液(標準仕様） スバルブレーキフルード8(00丁3 )

氺：サンサンルーフ付車（除フルタイム4界0)
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ブレーキ

トラブルシューテイング

現象及び推定原因 処 置

,制動力不足

①油圧機構の油漏れ

② 油圧機構への空気侵入

③ オートアジャスタの作動不良

④ ライニング摩耗及び表面の変質，水，油の付着

⑤ マスタシリンダ，ホイールシリンダ，ディスクキャリ 
パ及びバキュームブースター，チヱックバルブの作動 

不良

修理，交換（カップ，ピストン，シリンダパイ
，り、—/0

エア抜き

修理，または交換 

交換，または研磨，清掃 

修理，または交換

^制動力不安定^片効き

① ライニング，ドラム，ロータに油付着

② ドラム偏心，ロータ漏れ

③ ブレーキドラムの摩耗，または土砂などによる損傷

④ ライニングの当り不良，表面の変質，材質の違い 
及び摩耗

⑤ バックプレート変形 ，

⑥ タイヤ空気压不均衡

⑦ ホイールアライメントの不良

⑧ バックプレート取付ボルトのゆるみ

⑨ リヤホイールべアリングのゆるみ

⑩ 油圧系の不具合

⑪ハンドブレーキの片効き

油漏れ修理，清掃，または交換 

修理，または交換 

研磨，修理，または交換 

研磨，修理，または交換

修理，または交換 

空気压調整

アライメント調整 

増し締め

正規締付け，または交換 

シリンダ交換，パイプ，ホースの交換 

リヤブレーキ，ケーブル系の点検
調整，交換

ペタルストローク過大

① 油压機構への空気侵入

② マスタシリンダプッシュロッドの遊び大

③ 油圧機構の油漏れ

④ オートアジャスタの作動不良

⑤ ライニングの当り不良，摩耗

エア抜き 

調整

修理，交換（カップ，ピストン，シリンダパイ
プ，ホース）

修理，または交換

修理，または交換



ブレーキ

現象及び推定原因 処 置

4.ブレーキの戻り不良，引きずり

①ペダルの遊び不十分 遊び調整

②マスタシリンダの戻り不良 洗浄，交換

③油圧配管系のつまり 交換

④ハンドブレーキの戻り不良，または調整不良 修理，または調整

⑤リターンスプリングのへたり，または折損 交換

⑥シュークリアランズの過少 オートアジャスタの再調整

⑦ホイールシリンダの作動不良 修理，または交換

5.ブレーキ騷音（キー，グー音）

①ライニングの硬化，劣化 シュー，またはパッド交換’

②ライニングの摩耗 シュー，またはパッド交換

③バックプレート取付ボルトのゆるみ 締付け

④リヤホイールべアリングのゆるみ 正規に締付け

⑤ドラム，ロータの異物付着 ドラム，ロータ清掃，ブレーキ八337 

清掃，又は交換

6.ブレーキ騒音（シュー，シャー音）

①ライニング摩耗 シュー，またはパッドの交換

②シュー，パッドの取付け不良 シュー，パッドの取付け修正，又は交換

③ドラム，ロータのゆるみ，振れ 締付け修正，又は交換

7.ブレーキ騒音（カチッ音）

①シューレッジ面の摩耗大 パ、ックプレートの交換

②ホイールシリンダピストンの摩耗大 ホイールシリンダ八33丫の交換

③シューレッジ面，アンカの油ぎれ クリース補允
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ブレーキ

I車上点検

---------- ブレーキペダルの点検.調整

くブレーキペダル高さの点検.調整〉

⑴エンジン停止状態で，間ぼは.1より）の寸法を測 

定する。

標準値 200111111

「ぼ.1 5 4-013

⑵ストップランプスイッチのコネクターを外し，ロッ 

クナットをゆるめて，ランプスイッチがブレーキぺ 

ダルのストッパーと接触しないようにする。

⑶オペレーティングロッドのロックナットをゆるめて， 

ロッドを回転させることによってペダルの高さを調 

整する。

⑷ストップランプスイッチがブレーキペダルのストッ 

パーに接触した処から，さらに1/2回転締込む。

⑸ストップランプスイッチのロックナットを締め，コ 

ネクターを接続させる。

くブレーキペダルの遊びの点検.調整〉

⑴エンジン停止状態でブレーキペダルを2〜3回踏み 

込み，ブレーキブースターの負圧をなくした後，ぺ 

ダルを指で押し，重く感じられるまでの寸法を確認 

する。

標準値 1~ 3 11110

⑵オペレーティングロッドのロックナットをゆるめ， 

ロッドを回転させることによって遊びを調整する。

⑶ブレーキペダルの高さ及びストップランプの点灯を 

確認のうえ，ロックナットを締めつける。

くペダルの踏みのこりしろの点検，整備〉

⑴エンジン始動後，ペダルを踏力301^で踏み込んだ時 

の，間ぼは. 2より）の寸法を測定する。

標準値 1"110111111以上

^12, 2 5 4-014

⑵踏みのこり代が基準値以下の場合，次の個所を点検 

する。

-ブレーキ系統へのエア混入 

-ブレーキのオートアジャスタ機構の作動

くブレーキフルードレべルの点検〉

⑴メータパネル右側のカバーを取って，リザーバタン 

クのブレーキフルード上面がレベルから 

「1^八又」レベルの間にあるか点検する。

円氐3 5 4-015

⑵ブレーキフルード上面が「1^11^」レベル以下の時に 

はブレーキフルードを補給する。
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ブレーキ

エア抜き

くエア抜き作業〉

注意

リアブレーキのエア抜きを行う際，0、ヮレブ装着車 

については，作業前にバイパスボルト@を1回転ほ 

ど弛めておくこと。

「12.4 34-016

⑴作業は二人一組で行い，一方の作業者がブレーキべ 

ダルを数回，ゆっくり踏込み，踏込んだまま保持す 

る。

⑵もう一方の作業者は，ブレーキキヤリパのブリーダ 

ースクリユを弛めてブレーキフルードを抜く。そし 

てフルードの流れが止まる直前にブリーダースクリ

ユ を締める。

フロント リヤ

F\^ 5 4-017

(3)1), 2)の作業を数回くり返し，フルード内の気泡が

なくなるまで行う 0

く順序〉 ① ④

円6. ③ ②

——パーキングブレーキ---------------------------------------

ぐ隹検〉

1)パーキングレバーを操作力20竑で2〜3回操作した 

時の引き代を点検する。

1(操作力20は）

く調整〉

1) パーキングブレーキレバーを元にもどす。

2) リアコンソールボックスのブーツの切れ目からドラ 

イバーをさし込んで，アジャステイングスクリュー 

を回転させて標準値に合わせる。

，パ—キングブレーキレバーを調整した後，ブレーキ

レバーを元にもどして後輸を回転させ，引きずりが 

ないかを確認する。
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フレーキ

ブレーキブースターの点検



ブレーキ

疆準備品

エ 具 スナップリングプライヤ スナップリング取付け，取外し

計 器

ダイヤルゲージ ディスクロータ振れ測定

マイクロメータ ディスクロータ厚さ測定

ノギス ブレーキパッド，ブレーキシューのライニング厚さ測定

油脂，その他 ニグルーブ1^X2 各摺動部潤滑

II整備要領（1)マスタシリンダ 

-------- 構成部品-------------------------

プライマリピストン〇？

闩を10 5 4 -022
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取外し，分解

ブレーキ

く取外し〉

⑴フロント及びリアブレーキ八33 丫のブリーダースク 

リューよりブレーキフルードを抜き取る。

注記

，エア抜きの作業手順で，ビニールホース内のフルー

ドがなくなるまで，ペダルを踏み続ける。

⑵ステアリングコラム八887とシャフトを取外す。 

(4 一 2ステアリング、'ステアリングシャフトッを参 

照）

⑶マスターシリンダからブレーキパイプ及びホースを

取外す。

く分解〉

注意

分解前にボデーに付着している油脂類や泥汚れなど

を取除く 〇

(1)ピストンを押しながら，セカンダリーストッパを取

出す 0

〇.

梟
「略13 54 -025

V

34 -023^8-11

⑷ブレーキブースタよりマスターシリンダを取外す。

(2)シリンダボデー内よりプライマリ及びセカンダリー 

ピストン〇0皿？しを取外す。

⑶フイラユニオン00を取外す。

1

，ノ) スナップリング

印4 5 4 —026

「1112 54 -024 鉍@參

づ
〇 〇 ,0. 〇

「も15 54 -027
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点検.組立て，取付け

ブレーキ

〈点検〉

)王

#点検を行う則に各部品をブレーキフルードで洗浄す 

る。

⑴シリンダー及びピストン摺動面の損傷，偏摩耗，锖 

などの有無。

⑵リターンスプリングのへたり，変形の有無。

⑶プライマリ及びセカンダリカップ，リテーナ部の力 

ップの損傷，摩耗，へたりの有無。
難^^^

，プライマリ及びセカンダリとも，ピストン001 

の分解はしないこと。

，カップに損傷の有る場合は，ピストン〇も交 

換すること。

く組立て〉

-ガスケット及び〇—リングは新品に交換すること。

參シリンダ内に泥やゴミが入らないようにすること。

(1) 各部品にブレーキフルードを塗布する。

(2) シリンダーボディーにセカンダリ及びプライマリピ

ストン〇〇]を組込む

⑶フイラユニオン001を組込んで，ストッププレ 

ートで止める。

(4)プライマリピストン〇〇にカップ，カップリテ 

ーナ，ストッププレートの順に組込む。

，カップ及びリテーナは方向と順序を間違えないで組 

込むこと。

⑸プライマリピストンを押して，セカンダリピストン 

が充分に押込まれた状態でビストンストッパーを締

付ける。

丁| 0.15〜0.31^-111

「必17 5 4-025

く取付け〉

(1)取外しの逆手順で行う

取付け部
締付けトルク 

(故 -111)

，ブレーキブースター取

付け
，ブレーキパイプ取付け 
，ホース締付けバンド

1.0〜1.6

1.5〜2.0

0.2〜0.3

⑵リザーバータンクにブレーキフルードを入れてから 

エア抜きを行う。

，エア抜きを行った後，フルードの漏れがないことを 

確認する。
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ブレーキ

⑵ブレーキブースター
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ブレーキ

脱着

く取外し〉

⑴リザーバタンク内のブレーキフルードを抜取って， 

ブレーキブースター液漏れ警報装置のハーネスコネ 

クターを分離する。

⑵ブレーキパイプをマスターシリンダから取外す。

⑶ペダル厶337を取外す 0

(ペダル公：ケーブルシステムを参照）

⑷オペレーテイングロッドとブレーキペダルの連結部 

のスナッピンを抜き，クレビスピンを取ってから， 

連結を外す。

ド12.19 ^ 4 -030

⑸ペダルブラケット〇〇皿卩しから真空式倍力装置を取 

外す。

^2.20 5 4 -031

ブレーキブースターの分解点検は行わないこと。

く取付け〉

⑴取付けは，取外しの逆順序で行う 〇

⑵ペダルをストッパに当たるようにヨークで調整する。

ド12.21

，ペダルは必ずストッパに当てること。又，オペレー 

テイングロッドは押込まないようにすること。

⑶取付け後に，エア抜きを行う 〇
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ブレーキ

(3)フロントディスクブレーキ
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ブレーキ

—取外し.分解一一:- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

く取外し〉

⑴ユニオンボルトを外し，ブレーキホースをキヤリパ

001より取外す。

⑵ロックピンボルトを取外す0

「丨も23 5 4 -035

⑶キャリパを取外す0

くパッドの分解〉

(1)ノヽ。ッドカバーを外す。

⑵キープスプリングを引き抜いてから，キーを抜き取 

る0

(3)ノ、。ッドを取外す0

キースプリング

ド 12.24 5 4-036

注記

，パッドの交換は八33ァに装着状態でも，上記の方法 

で行える。

くキャリハで〇闓卩しの分解〉

(1) ハ。ッドを取外した後，キャリパ001の泥や汚れ 

を取除く。

，インレット部にゴミが入らない様に注意すること。

(2) —端ピストンを押し込み，ドライバー等で，その円 

周上のブーツヒングを取外す。

(3) ピストン先端からピストンブーツを取外す。

⑷キャリノ、。〇〇1^？乙のブレーキホース取付け穴から圧

縮空気を送り込み，徐々にピストンを抜き出す。

「1も25 5 4-037

〉王

，キヤリパ001\1？しに木片をはさみ，ピストンの飛び 

出しによる損傷を防ぐ。

⑸キヤリパ〇のシリンダー内よりピストンシー 

ルを取り出す。

(6)キヤリパ001よりロックピンブーツ，ロックピ 

ンスリーブ，〇-リングを取外す。

⑺エアーブリーダースクリュを取外す。

が

5 4-038
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ブレーキ

点検

くキヤリパ001\^しの点検〉

⑴キヤリパーボディー及び，シリンダー内面の損傷， 

鏡の有無。

⑵ピストンの損傷，偏摩耗，锖の有無。

注意
會 不良部品は交換又は修正する。

くブレーキパッドの点検〉

⑴ブレーキパッドの取付け部品（ハ。ッドカノく一，キー) 

の損傷，鍺の有無。

(2)ノ、。ッドの厚さの点検。

ド12.27 5 4-039

ノヽ。ッドの厚さ
標準値 15111111

限度値 8 111111

⑶損傷のある場合は，交換する

注意

パッドを交換する際は，左右輪，同時に交換するこ 

と。

パッド表面の油脂類の付着に気を着け，付着のあっ 

た場合には，よくふきとること。

くディスクロータの点検〉

⑴ディスクロータにダイヤルゲージをセットし,デイ 

スクロータを回して振れを点検する。

，ダイヤルゲージセット位置はロータ外周から5 111111の 

位置で行う。 ^

ダイヤルゲージ

5 4-040

ディスクロータ振れ限度(匪) 0.1

(2)デイスクロータの厚さを測定する。

注意

マイクロメータの測定位置はロータ外周より5111111の

位置で行う 〇

闩も23

測定位置

5 4 -041

デイスクローターの厚さ

標準値 18.00101

使用限度 16.0111111

(3)デイスクロータとハブの接合面の锖や異物を除去す 

る〇
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組立て

ブレーキ

くキヤリパー〇卩の組立て〉

注意

.0-リング，ピストンシール，ピストンブーツ，ブー

ツリングは新品と交換すること。

(1)キャリパボデー内部をブレーキフルードで洗浄する。 

⑵ピストンシールにブレーキフルードを塗布し，ビス 

トンシールをキャリパボデーの溝に取付ける。

(3)シリンダ内面全周およびピストン外周にブレーキフ 

ルードを塗布する。

⑷ピストンをシリンダに挿入する。

&1181

無理に押込まないこと。

⑸ブーツに指定グリースを塗布し，シリンダ先端の溝 

およびピストン先端の溝にブーツを組付ける。

使用グリースニグルーブ尺XI

⑺ロックピン穴内面及びスリーブ外面に指定グリース 

を塗布する。

使用グリースニグルーブ尺乂. 2

⑻ロックピン穴内に〇-リングをはめ込んでからロッ 

クピンスリーブを組付ける。

く参考〉 ，
ブーツはピストン先端から組付けると作業性がよい。

ピストン

/ ピストンブーツ
ピストンシール

ド12.30 5 4 -043

⑹ブーツに傷をつけないように注意しながらブーツリ

ド12.32 54 -044

⑼アウターブーツ，インナーブーツを組付ける。 

⑽キャリパにブレーキパッドを組付ける。

注意

，パッド外面にグリースを塗布しておく。

⑽キーをさし込み，キースプリングで止めた後，カバ

一を組付ける。

ングを組付ける0
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取付け

くキヤリパ00171卩しの取り付け〉

注意

-ブレーキハ。ッド内側及びブレーキディスクのハ。ッド 

当たり面に油脂類の付着がないこと。

⑴左右のブレーキパッドの空き幅をディスクロータの 

厚さより広げておく。

「1^.34 5 4 -047

(2)キヤリパ001をブレーキ八33丫に取り付け，口 

ックピンを締め付ける。

1 丄〇一丄1ヒ舁 一！]!

⑶ブレーキホースを接続する。 

は|一1.8 土 0.21

ドは.35

⑷エア抜きを行う。

5 4 -035



ブレーキ

(4)リアドラムブレーキ 

---------構成部品--------------

1.ホールドダウン 10.リーデイング
ピン シュー

2 ,バックプレート 11.アツノ、。ー シュ

3 ,パッキン
4 ,ホイールシリンダ

5 -才一トアジヤスタ

八33了
6 ,アジヤスティング

レノく一

7. レバースプリング
8. スプリング 

ヮッシャ
9. レバースプリング

スプリング
12. ロアシュー 

-スプリング

13. ホ'ールドダウン
スプリング

14. トレーリング
シュー

15. パーキングレバー

ド 13.38 54 -049
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ブレーキ

取外し

⑴キャッスルナットを弛めてから車体をリフトアップ 

し，ホイールを取外す。

⑵キャッスルナットを外して，ブレーキドラムを取外

す0

キヤッスルナット

「12.37 5 3 -163

コッタピンは再使用不可

ドラムが外れない場合は，ストッパボルトを外して， 

シューを戻してから取外す。

シユ—

ノ、。ーキングレバー

バックプレート
ストッパボルト

^^38 5 4-052

⑶パーキングブレーキレバーを元にもどして，アジャ

ステイングスクリュでワイヤを弛める 〇

くーキングブレーキレバー

「ぼ.33〆 /
5 4-012

⑷ロアシューリターンスプリングを外す。

(5) シューダウンホールドスプリング，及びピンを外す。

(6) シューをアンカー側から取外し，次にホイールシリ 

ンダー側を取外す0

⑺トレーリングシューのハ。ーキングレバーからパーキ

ングブレーキケーブルを外す。

「も4 0 5 4 -050

⑻ホイールシリンダからブレーキパイプを取外す。

注意

ブレーキパイプのナツトはフレアナットレンチを使 

つて弛めること。

闩 §.41 5 4 -054

(9) ノぐソクフ。レートを取外す。
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ブレーキ

分解，点検，組立て

くホイールシリンダの分解，点検.組立て〉

(1)ノぐソクプレートからホイールシリンダを取外す。

⑵シリンダボデーからシリンダブーツを外す。

(3)ピストン，ピストンカップをシリンダボデー内から 

取出す。

⑷ェアブリーダスクリュを取外す。

ェアブリーダスクリユ

ピストンブーツ

くブレーキドラムの点検〉

次の項目について点検し，異常の有るものについて 

はその程度により修正又は交換する。

⑴ドラム内面の段付摩耗，条痕，锖などの有無。

⑵ドラム内径の測定。

円を42 ぐ; 5 4 -055

%

⑸次の項目について点検し，異常の有るものは交換す 

る。

，シリンダボデー内面の傷，摩耗の有無0 

，ピストンヘッド，ピストン，ピストンカップの損傷， 

摩耗，変形の有無。

泰シリンダブーツの劣化，亀裂，損傷の有無。

⑹シリンダボデーにピストンカップ，ピストン，ビス 

トンへッドを組込む。

⑺シリンダボデーにシリンダブーツを組付ける。
⑻ェアブリーダスクリュを取付ける。

II 0,8±0,2故-111

(9)ホイールシリンダをバックプレートに取付ける。

T 1.0±0.21^-111

「12.43

標準値 18011110

使用限度 18210111

注意

ドラム内面に油脂類の付着がある場合にはこれを完 

全にふきとる。
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ブレーキ

分解，点検.組立て

くブレーキシューの点検〉

次の項目について点検し，異常の有るものについて

は交換すること 〇

⑴ライニングの偏摩耗，条痕などの有無。 

⑵ライニング面への油脂類の付着。

⑶ライニング厚さの測定 〇

ド12.44 54 -058

標準値 4,40101

使用限度 丄"瓜瓜

交換する際には，リーデイング，トレーリング共， 

更に左右輪共，同時に交換すること。
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ブレーキ

——取付け

(1)ノ、。ーキング7レーキケーブルをノくックプレートにセ 

ットしてから，パ'ックプレートをハウジングに取付 

ける

パーキングフレーキケーフル

尸12.45 5 4-061

113.2±0.81^ -111

⑵パーキングブレーキケーブルをトレーリング側のブ 

レーキシューに掛ける。

⑶‘リーデイング側のシューにアジャスタ八％Vを組付 

けた状態でトレーリングシュー及びアッパーシュー 

リターンスプリングを組付ける。

アジャスタは短縮方向にスクリユを回して， 

最短より1回転程，伸長方向に回す。

⑷リーディング，トレーリングシューをホイールシリ 

ンダ側から取付け，次ぎにアンカ側を取付ける。

⑸シューホールドダウンスプリングを取付ける。

(6)ロアシューリターンスプリングを付ける。

⑺ブレーキドラムを取付ける。

⑻ホイールを取付けた後，キャッスルナットを締め付

ける。

規定トルクで締付けた後，40°以内の増締めでコッ 

タピンの穴合わせをする。

丨丁丨18土 21^-111

⑼作業終了後，パーキングブレーキレバーの調整を行

う0
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フレーキ

⑸パーキングブレーキ 

-------- 構成部品--------------

ド1も48

グリップ

アジャステイングスクリュ 

クレビンピン

レハ，一0？
パーキングブレーキ 

ワッシャ 

スプリング 

クレビスピン 

イコライザ
パーキングブレーキケーブル尺只 

パーキングブレーキケーブル1^11

1 1.8土(). 51^-111 54-065

パーキングブレーキケー^ルの交換

⑴リアコンソールボックスを取外す。

05-3，ボデー内装〃を参照）

⑵アジャステイングスクリユーをいっぱいまで弛めて， 

イコライザからケーブルを外す。

巧.49

イコライザ

54 一 066

⑶ホイールナットを弛めて，車体をリフトアップし， 

ホイールを取外す。

⑷キャッスルナットを外して，ブレーキドラムを取外

す。

⑸ブレーキシューを取外す 〇

⑹パーキングレバーからケーブルを外し，バックプレ

ートの外側へ引抜く
パーキングレバー

ド12.50

⑺車体下回りのクリップからケーブルを取外す。

(8)取付けは，取外し手順の逆である。

84 -050

籲 取付け時には，ケーブルの取回しに気を付け，曲げ 

過ぎたり，張り過ぎたりしないこと。

取付け後には，パーキングブレーキレバーの引き代 

調整を行うこと。
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ブレーキ

——パーキングブレーキレバーの脱羞.点検 

く取外し〉

⑴リアコンソールボックスを取外す。

(3-3,ボデー内装〃を参照）

⑵アジャスティングスクリューをいっぱいまで弛める。 

⑶イコライザからケーブルを外す。

⑷パーキングレバー八33丫の取付けボルトを外して，

ごと取外す。

(6)イナーシャプロポーシヨニングバルブ(6バルブ)

く点検〉
⑴各部品の変形，損傷，及び锖の有無。.

⑵ラチヱット及びラチヱットフックの嚙み合い部の摩 

耗の有無。

⑶クレビスピンの偏摩耗の有無。

損傷のあるものは，交換する。

く取付け〉

取付けは取外しの逆手順で行う。

締付トルク

レバー众55ゞ取付けボルト 1.8 土 0.51^-111

-レバー八53丫取付け後，引き代調整を行うこと

6バルブの脱着.点検
く点検〉
⑴〇バルブのブレーキパイプ結合部，及びバイパスボ 

ルト部などからブレーキフルードの漏れが生じてい

る場合には，増締めを行う。
⑵それでも漏れが生じる場合は，0バルブを交換する。

0バルブの分解は行わない。

く取外し〉
(1) 0バルブからブレーキパイプを外す。

(2) 0バルブ取付けボルトを外す0

^8-52 34 -073

く取付け〉

取付けは取外しの逆手順で行う 〇

-ブレーキパイプを折曲げない。 

，取付け後，エア抜きを行う。
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ブレーキ

⑺ブレーキホース6パイプ

脱着

く取付け後の点検〉

-ブレーキホースに異常なねじれ及び張過ぎが 

ないか。

馨ハンドルを左右いっぱいに切った際，ホース 

がボデー，サスペンション又はタイヤやホイ 

ールに接触していないか。

「！氐53 5 4 -074
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4—4 タイヤ8¢ホイール

〔1〕タイヤ汝ディスクホイール 圓仕様

——タイヤとホイールの組合わせ---------------------------------------------------------

\ 車種

タイヤ \ディスクホイーノ

トラック ノく ン トライ

350罐車 350岐積車 200罐車

キャブレータ(狐消
車 キャブレータ(馳)車 30車

尺I
^ユ4觀 
サンサンルーフ車 

〔除く

左記以外
営農4糊 左記以外

5.00-12~4？见)1ス(前輪) 
6？狐丁 (後輪)

12X 4.008スチール 籲 0

145尺12-6？尺し丁 12X 4.008スチール 參 籲

14581^12 12X 4.008スチール 籲

1553尺12 12X 4.008スチール 0

国整備要領⑴ホイール八55 丫 

---------脱着点検參修正-------------------------- --------------

く取外い

(1) フルホイールキャップ装着の場合は，ホイール 

キャップを取外す。（ホイールキャップの整備要領 

参照）

(2) ホイールナットをゆるめる（外さず）

⑶車両をリフトアップする。

:(4)ホイールナットを外してホイール八33丫取外す。

く取付け〉

ホイールのナット座面，ホイールナット，ハブボル 

卜に油脂などの付着がないこと。

(1)ハブボルトにホイールのボルト穴を合せる。

‘（2)ハブボルトにナットを仮組みする。

(3) ハブのガイド部にホイールのハブ穴を確実に合せ， 

手でナットを締付けられるところまで締込む。

(4) タイヤを回転させ位置を変えながら工具を用いて 

締め込む。（ホイールにがたがない程度に規定トルク 

以下のトルクで締め付ける。）

(5) タイヤを接地させ規定トルクで締め付ける。 

(ホイールをひずませないように対角線の順序に

2〜3回に分けて締め付ける。）

^ 9.0土 1.01^-111

(6)ホイールキャップを取付ける（外した場合)。

⑺ホイール交換およびパンク修理でホイールを脱着 

したときは，10001^走行時点で再度，規定トルクで 

増締めすること。

蠊

くスチールホイールおよびタイヤの点検，修正〉

⑴リムの変形，損傷の大きいもの，は空気漏れの原因 

となるので，リムフランジ部の変形，亀裂，損傷を 

点検し，修正，または交換する。

(2) タイヤトレッド部に食い込んだ石，ガラス，釘， 

金属片などほ取除く。

(3) タイヤサイドウォール部の著しいクラックおよ 

びトレッド部の亀裂，損傷およびスリップサイン 

(トレッドウェアインジケータ）の露出したものは 

交換する。
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タイャ6デイスクホイール ホイールバランス，タイヤ，空気圧

(2)ホイールバランス

調整

ホイールノくランスはストレートコーン式アタッチ 

メントを使用してホイールバランサで調整をする。

注意

ゞランスウェイト外しは必ずスバル純正部品を使

用する 〇

バランスウェイトは再使用しない0 

ベランスウェイトの打ち込みは，必ず樹脂ハンマー

を使用する。

許容残留
アンバランス量 動的(耳部にて）（片側)102以下

重量(6) バランスウェスト純正部品番号

，5 723141290

10 723141300

15 723141310

20 723141320

25 723141330

30 723141340

35 723141350

40 723141360

45 723141370

50 723141380

(3)タイヤ

ローテーション

タイヤの偏摩耗を防ぐため，またタイヤの寿命を延 

ばすため，一定の走行距離ごと（5000趾）に図のよう 

にタイヤの位置交換を行う。

くバイアスタイヤ〉

くラジアルタイヤ〉

5 4-199

〔 2〕空気圧

空気压を軽積載と定積載の2通りに分けて設定した
(^/〇〇2)

車 種 タイヤサイズ
軽積載 定積載

前輪 後輪 前輪 後輪

トラック 350は積車 2界0及び 
4，

5.00-12-4 ？尺 2.0 2.2 2.2 3.0

1451112- 6 2.0 2.2 2.2 3.0

ノぐ ン 350は積車
2界〇及び 
4葡

5.00-12-4？尺，6？尺 2.0 2.4 2.2 3.0

145尺12- 6 2.0 2.2. 2.2 3.0

トライ 200吆積車 2界〇及び 
4彻

1453尺12 2.0 2.0 2.2 2.2

15551112 1.8 2.0 2.0 2.2

〈注記〉軽積載とは2名十100踗以下の時である。
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タイヤ8¢ディスクホイール-------タイヤチェーン，ホイールキャップ

〔 3〕タイヤチェーン

標準装着タイヤにスバル純正タイヤチヱーンを設定したので純正タイヤチューンを使用する。 

了 13チエーンを使用する場合は下記型番が表示されているチェーンを装着する。

タイヤサイズ
スバル品番

型番
ス^—ルチヱーン サイルチェーン

5.00一 12-4？只/6即

004501308
831760八005

451611555^12
鬌

83176(^004

1451112-6？！？ 
14531112 004501311 831760八003

く注記〉

傷タイヤにチヱーンを装着後，余ったチヱーンは針金で固定し，走行中ボデーに当たらないよ 

うにすること0

，上記の純正タイヤチヱーン及び:[13チヱーン以外のチヱーンはタイヤ周辺部材に当り，損傷を 

きたすため使用しないこと。

〔4〕ホイールキャップ国仕様

ホイールキャップはセンタキャップ及びフルホイールキャップの2種類がある。

フルホイールキャップは脱着が容易で，かつスチールホイールの塗膜を傷付けない方式である。

(

^6-3
センターキャップ フルホイールキヤツフ

5 4-201
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國整備要領

タイヤ8^ァイスクホイール------- ホイールキャッフ，スペアタイヤ

フルホイールキャップ，

く取外し〉

ホイールキャップ切欠部に㊀ドライバー等を差込み

く取付け〉

ホイールキャップのVマークのあるバルブ位置を合 

せて，外周部を手のひらで押してはめ込む。

ド1を5
マーク

54 -203

〔5〕スペアタイヤ

全車種に標準装着タイヤと同サイズのスペアタイヤが装着されている。
なお、5,00-12タイヤ装着者は6 ？尺がスペアタイヤとして装着されている。

く仕様及び空気圧〉
1 トラック パ、ン トライ
1 350は積車

350は積車 2001^積車
1キャブレー 夕⑼八)車

30車
キヤフレー- 夕⑼八)車

80車
キヤブレータ

50車
営農 左記以外 ハイカスタム 左記以外 (關車

145尺12- 6 ？尺

(3 , 〇^/〇〇!2)

5.00-12-61^
#

(3.0^8/

歷12- 6服 
し丁

(3.01^/03^)

145尺12- 6

(3.01^6/

5.00161^

(3,0^6/

145趾6 ？尺

(3 - 0^8/〇^)

1453尺12
(2,21^7〇！11！)

1553尺12 
(2,21^7〇〇3)
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〔1〕ペダル1整備要領⑴ブレーキ8？クラッチケーブル

取外し

⑴クラッチケーブルのトランスミッション側の調整 

ねじをゆねめる。（皿丁車のみ）

F\ 5 4 -206

⑵クラッチケーブルのペダル側取付部のクリップを 

引抜き，ケーブルをペダルブラケットより取外す。 

(…丁車のみ）

F\§. 2 I I I へ ノ八\ \ 5 4 -207

⑶クラッチケーブルをペダルから取外す。〇\^了車の 

み）

以3 5 4 -208

ーネスコネクタを

取外す。

(5)ヒューズボックスを外す。

⑹バザードリレーのコネクタ，間欠ワイパーユニッ

卜のコネクターを取外す 〇

(7)ステアリングコラム取付ボルトを外し，車体より

ステアリングを分離する 0

「セ, 4 3 5 ：276

⑺ブレーキ液リザーブタンクからブレーキ液を抜く 〇

⑻マスターシリンダからブレーキパイプを外す。

5 4—210「は. 5

(9)マス,ターシリンダ取付ナットをゆるめてマスタ

シリンダをフレーキフースターから分離する 0

「セ. 6

⑽バキュームホースとパイプとを分離する。

5 4—211
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ペダルみケーブルシステム-------ブレーキふクラッチペダル

分解

ペダル八33丫を分解後，グリースを除去し，シャフ 

卜，ブッシュに異常な摩耗や傷がないか点検する。

ペダルシャフト

[出光オートレックス八]

クラッチペダル

[出光才一トレックス八1

ブレーキペダル

化. 8 5 4-214
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ぺダル段ケーブルシ又テム ブレーキみクラッチペダル

姐立て，取付け，調整

組立て，取付けは取外し，分解の逆手順で行うが， 

次の項目に注意する。

⑴ペダルブラケットにペダルシャフトを組付後，下 

図に示すように正しく組付けられていることを確認

する 0

円6. 9 ’ ノ ノ 丨丨 5 4-215

⑵ブレーキペダルの遊び及び高さを点検する。

ぐ参考ン
点検要領および調整方法は4 ~ 3章ブレーキ⑴車上

点検ブレーキペダルの点検.調整を参照のこと 〇

⑶クラッチペダルの遊びおよび位置を点検する 〇

①パッドを指で軽く押してクラッチペダルの遊びを 

点検する。

調整基準遊び量

ペダルパッド部遊び量 

10〜25111111

基準値を外れている場合はトランスミッシヨン側の

調整ねじにより行う 〇

②クラッチペダルストロークを点検する。

クラッチストローク 

(パッド中心上面にて)
30車：130〜1350110 
NA車：115〜120111111 支点

1 ^ 1.8 土 0.51^ 一 111

闩运.10

54-216

1.8 土 0.5ヒ2—111

了 1.8土(). 51^-111
3 4-217
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ペダル汝ケーブルシステム------ アクセルペダル

⑵アクセルペダル

一一取外し------------------------------------------------------

⑴アクセルペダルカバーを外す。

(2)アクセルケーブルのアウタエンドをナットをゆる 

めてペダルブラケットから外す。そしてアクセルケ 

ーブルのインナエンドをペダルレバーから外す。

ネスコネクタを外す。（60又丁車のみ)

⑷アクセルブラケット取付ボルトをゆるめて取出す。

円も13 5 4-219

一分解.点検-----------------------------------------------

ペダルを分解後グリースを除去し，シャフト，ブッ 

シュに異常な摩耗や傷がないか点検する。

—組立て.調整--------------------------------------------

組立ては分解の逆順序で行うが，次の項目に注意す 

る。

⑴アクセルペダル001\^卩乙をアクセルブラケットに 

組付ける際，アクセルスプリングがブッシュとブラ 

ケットにはさまれていないことを確認後，クリップ 

を取付けること。

⑵五〇又了車のアクセルスイッチ，アクセル開度スイ 

ッチをブラケットに取付ける際，次の点に注意する。

①スイッチハーネスがブラケットの溝に納まる 

ようにカバーでクランプする。

②スイッチをタツビングスクリュにてブラケッ 

卜に取付後，ブラケットネジ部に接着剤を塗 

布する。

スイッチの接点内に入るほど多量に使用しないこと
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ぺダルみケーブルシステム------ アクセルペダル

組立て，調整

接着剤塗布
[スリーボンド~0.1402；！、

--- 1^1
—国—-

！し --…-抑
一一 门卜: '"二こ::：二!"]

V \
ド-^ \

一、、、、

—

-1~ -4—

------------- 1

タツピングスクリユ

丁| 5 - 6政

スイッチ

「12.17 54 -223

③アクセルスイッチ，アクセル開度スイッチの 

作動点が基準調整範囲内に納まるようにカム 

位置を調整する。両スイッチはいづれも踏込

みで01^から〇ド卩になる 〇

カム

闩る18

4 ±2刪
16.6 ±211110

アクセル開度スイッチ調整範囲 5 4 -224

スイッチ作動時，スイッチのレバーがスイッチ本体 

と接触しないこと。

測定はパッド中央にて行うこと。

④カムとスイッチのローラがローラ全幅で接触 

しているかどうか確認する。

个口丁 不可
厂18.13 54 -225

取付け

取付けは取外しの逆順序で行うが，次の項目に注意

する 〇

(1)アクセルブーブル取付け後，スロットルレバーと 

アウタエンドケーブル間のたわみ量を点検する。

く參考〉
点検部位，調整方法は本章〔 2〕一⑴アクセルケープ 

ル点検の項參照。

(2)アクセルぺダルカバーの矢印部をアクセルブラヶ 

ットの切押部に確実に差し込む。

丁一〇，17〜〇,271^-111

切押部

丁 0.55〜0.95は-111

厂12.20 54 -226
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ぺダル8¢ケーブルシステム------ アクセルケーブル

2〕ケーブル鼸整備要領⑴アクセルケーブル

一脱着-----------------------------------------------------------------------

く取外し〉

(1)トラップドアを取外し，スロットルレバーからケーブルを外す。 

⑵アクセルペダルからケーブルを外し，床下に抜出す。

(3)車体をリフトアップし，クリップを外す。

⑷車体からケーブルを取り出す。

く取付け〉

取外しの逆手順で行なう。 アクセルケーブル⑺八車)
アクセルケーブル（30車)

闩る21 儀酵^クリップで確実に固定すること
54 —228

点検

(1)インナエンド部のワイヤに曲がり，つぶれがない 

か点検し，不良のものは交換する。

く參考〉
曲がりやつぶれがあると，その部分から切損する場 

合がある。

⑵ケーブル取付け状態の曲げ尺が小さすぎないか点検 

する。

く参考〉
曲げおが小さすぎると（10011以下)操作効率を悪く 

する。

⑶ケーブル取付け後，右図インナーケーブルのたわみ 

量を右記寸法に調整する。

アウタケーブルエンド

ス〇ットルレバ-

インナケーブルたわみ置

たわみ量（咖) 10 — 20 
(峻櫟後〉 インナケーブル

エンド

「12.22 54 -229

く參考〉 丨
アウタケーブルエンド取付け位置をずらして調整する。
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ペダル段ケーブルシステム------ スピードメータケーブル

⑵スピードメータケーブル

——脱着.点検----------------

く取外し〉 く取付け〉

⑴トランスミッシヨン側のソケット部をゆるめて取 取外しの逆手順で行なう。

外す。

⑵メータ側のケーブルをメータより引き抜き，床下 

に抜出す。

⑶車体をリフトアップし，クリップを外す。

⑷車体からケーブルを取り出す。

メータ側のケーブル脱着要領は7-2章ボデーエレクトリカルを參照。

スピードメータケーブル（已(:ソ丁車)

「12.23 スピードメータケーブル（闓丁車)
5 4-230

ケーフル

-メータケーブルインナの切損防止のため，ケーブルアウタに曲げぐせをつけなし

ようにする 0

ケーブル取り付け時は全長にわたって，戻らないように自然の状態で行なう 0
、 ッシヨン結合個】のソケットの締付けは，手で止まるまで回してからスパナで約

45〜90°増締めする。

#ソケットをねじ込み後，ブーツも完全にはめ込むこと 〇 「12.24

ソケット
(45〜90°増締)

トフンスミツシヨン 
〆"ケ—ス

2 4-231
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マウンテイング 
ブラケットし㈠

クッシヨン 
ラバーし㈠

七0.2

3.8 土 ,V
プロテクタ

X 3,3土1

了 5.5土 1

クロスメンバ0？

6.5 土 1X

クロスメンバ 
プレート

エンジンマウント 

く 2動

フロント 
エンジンマウント

く 4…0〉
ピッチングストッノく 
八53 丫

^4—6」エンジンマウンテイングシステム 

⑴从丁車

下

—

レ̂

円8,1 5 4-193



エンジンマウンティングシステム

〔2〕E¢VT車

早位：咕-⑴

+ 0.9 
6.3一0.6

+ 0.9 
6.3一0.6

ブラケットマウン
T 5.5土 1

スプラッシュガード

クロスメンバ 
プレート

+0.9 
XI 6.3-0,6

クッシヨンラバー

丁 5.5土 1

6.5 土 1

了 0.75土().2

6.5土().5

クツンヨ 
ラノゞ一尺卜！

く 2%0〉

ブロテクタ

T 0.75土().2

丁 3.8 土 1
丁 3.8土 1

^ 6.3土0.5
9.0土 1

く 4動

ノロ/トノッン T 3.3土 1

ピッチング 
ストツパ八55 丫

クッション 
ラバー外！

丁 9.0 土 1

巧. 54 -194
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〔1〕ボデーマウントII整備要領⑴トラック

② ③
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ボデ----------- ボデーマウント

(2) ノくン，トライ

① マウンティング

②
ワツンヤ

※デッキ取 

付前に 

締め付る。

I，6±0,5吆-⑺

^ ボルト〔デッキ共締〕

④
マウンティング 

ラバーアセンブリ

マウンティング 
ラバーロア 

ワッシャ

スプリング
ワツシヤ

クッシヨンラハー

ボルト
3.6土丨，0は-⑺

⑥
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ドア——準備品、構成部品

〔2〕 ドア国準備品

灯 925580000 プーラ（クリップ）
トリムハ0ネル取付クリップ 
の取外しに使用する。

画構成部品

1------- キャブドア--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 1
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ドア——構成部品

キャブドア

ランチヤンネル

ドアシヨルダモール インナウェザストリツプ

リヤサッシュ

ギャブドアガラス

トライ

，セフテイノブ 

セフテイノブカバー

ドアラッチみ 
スイッチ六55 丫

アウタハンドル

フロントサッシュ

レギュレータハンドル

エスカツチヨ

リテーナスプリング キーシリンダ 
クリップ

リモートワイヤパツド

スクリュグロメット

リモート六55丫

シー リングカバー（トラック）

アウタハンドル 
プロテクタ

シーリングクリッフ

シーリングカバー

リテーナスプリング
インナハンドル

巧. 4 5 5-083
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ドア——構成部品

スライドドア

\へ

ストッパラバー

スライドドア 
ストライカ

センタアーム

サスペンダ

ストッパ

ドアシヨルダモ^ —ル

インナウ：!：ザストリッフ

ロアサッシユ

レギュレー^夕

グロ メットシー

オーナメント

ベ

チェッカ

スライドドア 
ガラス

ブフケット 
(固定ガラス用）

レギュレータハンドル

リテーナスプリング
円2- 3 5 -085
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ドア——構成部品

スライドドア

アウタハンドルプロテクタ

アウタハンドル リモートワイヤパッド

リンク八33丫

リモート八35丫

アクチユエータ八53 丫

ストライカ

シ^リングクリツ

シーリングカバ|

インナハンドル

エスカツチョン

リテーナピン

闩已6 5 5 -086



ドア ドア

整備要領（1)ドア

脱着

キャブドア
(1)ドアを全開にし，車体側に取付いているピンを上 

方へ打ち抜く。

ドアの艤装品を取外さず，ドア本体を車体から取外 

す場合は，チェッカスプリングがドア内へ落ちない 

ようスプリングの頭部に針金を結んでおくと良い。

ピン

闩る7

チェッカスプリング

55 -087

(チェッカスプリングはドアパネルを取外した後，チ 

ヱッカスプリングの頭を軽くたたいてドア内へ移動 

し，ドアの作業孔から手を入れると取り出せる。）

(3)アッパおよびロアヒンジのドア側取付けボルトを 

外してヒンジからドアを取外す。

闩2 .8 111 I 3 5 -088

⑷取付けは取外しの逆順序で行なう

注意

取付けるときは図のように支えると容易に行なえる。

ウェス

闩2. -089

く建付け調整〉

(1) 前後および上下方向の調整は，アッパ，ロアヒン 

ジのボデー側取付ボルトをゆるめて行なう。

(2) ドアの開閉方向の調整は，ドアストライカをゆる 

めて行なう。

ヒンジ締付トルク（ボデー側） 3.0土().51^-111

ヒンジ締付トルク（ドア側） 2,5 士 0,51^-111

くドアヒンジ調整〉

⑴調整はドアを開け，メガネレンチを使用して行な 

う。又，フロントバンハ。，グリル及びフロントサイ 

ドパネルを取外すと，普通工具で容易に調整できる。

をゆるめて行なう。

塗装が取れるので，再度塗装を行なう。)

レ

キャブドア ヒン

「16.11 5 5-091

(3)ドア左右方向の段差，上下方向の調整は微少の場 

合，ドア側ヒンジボルトをゆるめて行なう。

キャブドア

「13.12 5 5 -092
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ドア——ドア

脱着

⑷これでも調整できない時は，ピラー側ヒンジ取付 

面へシムをかい調整を行なう。

くドアストライカ調整〉

(1)ストライカ取付位置をラッチに合せ，上下，左右 

に移動して，ドアが軽く閉り，且つ戸当りウェザス

ップが全周当るように調整する 〇

ドも13

ストライカ取付用ボルトは，強く締付けてある：ので， 

普通ドライバでは取外し難い場合がある。大型ドラ 

イバをし字型に折曲げて使用すると容易に取外し及 

び取付けができる。

ストライカ謝トルク 1，2±0,2は -111

⑵ドアがねじれていたり，上下し過ぎたりしている 

と(1)の調整だけでは直らない場合，ド了パネル本体 

の姿勢を直す。

脱着

スライドドア

必ず2人作業で実施すること。

(1)リヤコンビネーシヨンランプ及びオーナメントを 

取外す。

印5

⑶チヱッカをロアレール部から取外す。 

(1^ 6ボルト1本）

5 5 -095

取付ボル

チェッカ

^6.16 5 5 -096

⑷ドアを半開にしてアッパアーム取付ボルトを外し， 

アッパアームをドアから取外す。

アッパアーム

呵17 5 5 -097
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ドア——ドア

脱着

⑸ロアレール切欠部よりロアアームを手前に引いて

抜き出す。

ド12.18
ロアアーム

5 5 -098

(6)リヤコンビネーシヨンランプ及びオーナメント 

(スライドドアストツメ、。）を取外してから，センタレ

ール後端よりセンタアームスライダを抜き出す 〇

センタアームスライダ 55 -099「丨る19

^ローラ及びセンタアームスライダでボデー表面に傷 

を付けないこと。

，外したドアは塗面の傷防止のため，ウレタンフォー 

ム，古タイヤ等の上に置くこと。

⑺取付けは取外しの逆順序で行なう 〇

締付け
トルク

チェッカ締付ボノレト 
⑽6) 0.75 土 0.21^-111

—調整---------------------------------------- ’

く建付け調整〉
⑴建付調整基準 1

下記基準を満足するように調整する。…
I

ビード合うこと ビード合うこと

円^20
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ドア——ドア

—調整---------------------------------------------------

⑵上下方向の調整 

1)前 側

①スライドドアパネル外板ビードとボデーサイ 

ド外板ビードとの高さが合うようにロアアーム 

取付部で高さ方向を調整する。

62.21

ロアアーム調整前にボデー側サスペンダを仮締め状 

態にしておく。

②調整後，ロアアームを本締めし，ドアを閉め 

てサスペンダの位置を決め，締付ける。

締付トルク
ロアアーム 
取付ボルト（肘8) 1,80 ± 0,50^-111

サスペンダ 
取付ボルト（厘6 ) 0.75 ±0.201^8 -111

2)後 側

①ストライカ取付部で高さ方向を調整する。

ストライカ

户12.23

注意

0
6)

-103

ストライカ調整前にセンタアームを仮締め状態にし 

ておく 0

締付トルク
ストライカ 
取付スクリユ（厘8) 1.20 土 0.20吆-111

センタアーム 
取付ボルト（皿8 ) 1.80 ±0.501^-111

(3)スライドドアとボデー外板との段差調整 

1)前 側

①上側はアッパアーム取付部で調整する。

5 5-104

アツパアーム調整前にボデー側サスペンダを仮締め 

状態にしておく。
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ドア——ドア

脱着

②調整後，アッパアームを本締めし，ドアを閉

めてサスペンダの位置を決め，締付ける 0

締付
トルク

アッパアーム取付 
ボルト（肘8 ) 1.80 土 0.501^ - 1X1

サスペンダ取付 
ボルト（皿6 ) 0.75 ±0.201^-111

③ロアアーム調整用ボルトをゆるめ調整する

「12.25

注意

調整前にボデー側サスペンダを仮締め状態にしてお

④調整後，ロアアームを本締めし，ドアを閉め

てサスペンダの位置を決めてから締付ける 〇

締付
トルク

ロアアーム取付ボルト 
(則） 1.80 ±0.501^-111

サスペンダ取付ボルト
(N6) 0.75 土 0.201^ -111

2)後 側

①ストライカ取付部で矢印方向に調整する。

ストライカ

厂12.28 5 5-106

②調整後，ストライカを本締めする。

ストライカ取付 
スクリュ（皿8 )
締付トルク

1.20 土 0.20は-111

⑷前後方向の調整

スライドドア前後方向の調整は，センタアームを 

仮締め状態にし，前後の分割スキマが均一になるよ 

うにドアを閉め，センタアームを本締めする。

センタアーム

闩§.27
センタアーム取付ボル

5 5-107

センタアーム 
取付ボルト（1^ 8 ) 
締付トルク

1.80 ±0.501^-111
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ドア トリ厶パネル

⑵トリムパネル

脱着

くキャブドアトリム〉

⑴レギュレータハンドルをリテーナスプリングを抜 

きとり，取外す。

スプリングは太目の針金の先端を折曲げ，リテー 

ナスプリングに引掛け，軽く引張ると外れる。（右記

参照)

1

エスカツチョン

レギュレータ
ハンドル

「セ.28

⑵エスカッチョンを取外す。

(3)インナハンドル及びエスカツチョンを取外す。

インナハンドル

エスカツチヨン

テーナスプリング

^2.29 5 5-109

⑷セフテイノブ及びセフテイノブカバーを取外す。 

⑸トリムパネル取外し用の31プーラを使用し，取

外す。（右記参照）

⑹取付けは取外しの逆順序で行なう。

注意

參インナハンドルは上向又は少々前傾で取付けること。 

籲レギュレータハンドルはガラス全閉で45°前方上 

位置に組付ける。
參 エスカッチョンは裏側に位置決め用凸があるので， 

裏表に注意し取付けること。

脱着

くスライドドアトリム〉

(1)インナハンドル，レギュレータハンドル，リテー

ナスプリング及びエスカッチョンを取外す。

ワイヤ先端を〃形に曲げた簡易工具を用いると 

リテーナスプリング取外しは簡単にできる。

また，リテーナスプリング頭部をマイナスドラ 

イノく等で押し，スプリングが広がった状態にして

ハンドルを外してもよい 〇

(2) セフテイノブ及びセフテイノブカバーを取外す。

(3) トリムパネル取付クリップを3丁，プーラを使用し 

て外し，トリムハ。ネルを取外す0

注意

クリップは無理に力を入れると破損するので注意す 

ること。
13 0 925580000クリッププーラ

ウェス

トリムパネル

F\^2\ 5 5-111

ドアパネル塗面の傷付き防止のため，ウェス等を当 

てて取外す。

90



ドア--------トリ厶パネル，ドアガラスみレギュレータ（キャブドア)

脱着

0⑷取付けは取外しの逆順序で行な7

インナハンドルの取付け

ハンドル切り欠き穴にリテーナスプリングを取 

付け，リテーナスプリングが確実にインナリモー 

トシャフトに入るまでハンドルを押し込む。

30°以内に取付ける

「12.32 55—112

(3)ドアガラス8¢レギュレータ

脱着

〇

キャブドア 
く取外し〉

(1) トリムハ0ネルを取外す

(2) シーリングカバーを取外す。

(トライはシーリングカバーを外すまえに，アーム 

レストブラケットを外す。）

シーリングカバー

アー厶レストブラケット

55-113闩2.33

(3)インナウェザストリップを取外す。

⑷ドアショルダモールを室内側から外す。

塗装面に傷を付けないようにウェス等を当てて作業 

する。

55-114

(5)ガラスを上げ，リヤサッシュを取外す。

リヤサッシュ

^2.35 55-115
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ドア--------ドアガラスふレギュレータ（キャブドア)

脱着

(6)ガラスを下げ，ガラスを前方にスライドさせガラ 

スホルダからレギュレータのローラを外す。

ド12.36

ガラスホルダ

’ク-------

V

闩2.37 5 5-117

⑺ガラスの前方を下へ傾斜させ，上方へ取外す。

⑻レギュレータ取付ボルトを取外し，作業孔よりレ 

ギュレータ本体を取り出す。

「12.38 55-118

く取付け〉

取外しの逆順序で行なう

締付け
トルク

ガイドチャンネル結合 
ボルト 0.75 ±0.201  ̂-111

レギュレータ取付ボルト 0.75+0.201^-111

調整

ガラスのサッシュに対しての姿勢調整は，ガイドチ 

ヤンネル取付けボルトによって行なう。

ガラス移動置

ガイドチヤンネル
1=12.33

注意

55-119

ギヤの摩耗状態，各摺動部の給油状態，その他構成 

部品の損傷，偏摩耗，及びガラスのガラスホルダへ 

の圧入(抜けはないか)状態を点検すること。

ラバーの圧入状態

闩8.40

ガラスホルダ

〇部はグリース塗布箇所を示す。

5 5-120
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ドア--------ドアガラスゐレギュレータ（スライドドア)

脱着

スライドドア 

く取外し〉

(1)トリムパネルを取外す。

⑵シーリングカバーを取外す。

円2.41

⑶ロアサッシュを取外す。

.121

ロアサッシ

5 5-122「ぬ42

⑷ガラスを下端まで下げランチャンネルをドアパネ

ルより引き抜く 〇

⑸ガラスをレギュレータのガラスホルダが作業孔(: 

くるまで上げ，ワイヤブラケットと分離する。

ランチヤンネル

ボルト

ワイヤ 
ブラケツ

闩も43
ワイヤ

-123

⑹ガラスの後方を上へ傾斜させ，上方へ取外す。

~71丨

い

/
ノ

ドセ.44 -124

⑺レギュレータ取付ボルト5本を取外し，作業孔よ 

りレギュレータ公ワイヤ八55丫を取り出す。

取付ボルト

「丨る45

く取付け〉

取外しの逆順序で行なう

5 5-125

締付け
トルク

ガラス結合ボルト 0.75 土 0.201^ -111

レギュレータ取付ボルト 0.75 ±0.201^-111
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ドア--------ドアガラスふレギュレータ（スライドドア)

く取付け〉

(1)作業孔よりレギユレータ灸ワイヤー八33丫を挿入 

し，レギュレータ取付ボルト（5本）で固定する。

取付ポルト

丨1广「

(2)ランチャンネルを.サッシの上辺と後辺に取付け 

る。（八の範囲のみランチヤンネルに取付ける〉。

(3)ガラスの前方を下に傾斜させパネルに組込む。

(4)ガラスをレギユレータのガラスホルダが作業孔 

くるまで下げ，ワイヤブラケットと結合する。

(5) レギユレータを操作し，ガラスを上限まであげる。

(6) ロアーサツシユを取付ける。

ロアサッシュ

(7)レギュレータを操作しガラスを下限まで下げる

(8)ランチヤンネルをサツシュの前辺に取付ける。 

(：8の範囲をランチヤンネルに取付ける）

(8)ランチヤンネル

フロント

⑽トリムパネルを取付ける

締付け
トルク

ガラス結合ボルト 0.75 + 0.20^-111

レギュレータ取付ボルト 0.75 土 0.2011.111
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ドア インナリモートふスライドドアアウタハンドル， 
ドアラッチみキャブドアアウタハンドル

⑷インナリモート&:スライドドアアウタハンドル（5)ドアラッチ役キャブドアアウタハンドル

脱着

く取外し〉

(トリムパネル，シーリングカバーなどを外した状態 

から） ‘

^キャブドア

(1)ラッチとの結合ロッドをラッチ側ホルダから外す。

⑵インナリモート取付スクリュ2本を外し，インナ 

リモートを取出す。

囉スライドドア
(1) ラッチとの結合ロッドをリモート側で外す

(2) セフティノブをセフティロッドから外す。

ロッド

〇

闩8.47

(3)リンクア入3丫丫との結合ロッドをリモート側で

外す 〇

⑷インナリモート取付スクリュ2本を外し，インナ 

リモートを取出す。

⑸さらに，リンク八55丫とアウタハンドルの結合口 

ノンドを外し，アウタハンドル取付ナットを外してア

ウタハンドルを取外す 〇

く取付け〉（キャブドア，スライドドア共通) 

取外しの逆順序で行なう。

締付 
トルク

インナリモート 
取付スクリュ 0.75 士 0.201^ -111

脱着

く取外し〉

(トリムパネル，シーリングカバーなどを外した状態 

から）

-キャブドア

(1) インナリモートとの結合ロッドを外す0

(2) リャサッシュを取外す。

⑶アウタハンドルとの結合ロッドをハンドル側より

取外す。

(4) セフテイノブをセフテイロッドより取外す。

(5) 取付スクリュ3本を外し，ラッチを取外す。

ド 12.48

(6)取付ナットを外し，アウタハンドルを取外す。

5 5-128

取付ナツ

55-129

スライドドア

(1) インナリモートとの結合ロッドをラッチ側で取外

す。

(2) ラッチ取付けスクリュ3本を外し，ラッチを取出 

す0

闩る50
く取付け〉（キャブドア，スライドドア共通) 

取外しの逆順序で行なう。

5 5-130

締付
トルク

ラッチ取付スクリュ 0.75 ±0.201^-111

アウタハンドル取付ナット 0.75 ±0.201^-111
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ドア センタアーム，センタレール

、V

(6)センタアーム

脱着

く取外し〉

(1) インナハンドル，レギュレータハンドルを外す。

(2) トリムパネルを外す。

(3) 取付ボルト3本を外し，センタアームを取外す。

「セ51 5 5-131

く取付け〉

取外しの逆順序で行なう。

鲁調整は，スライドドア建付調整の項参照。

參センタアームスライダ擢動部にグリースを塗ること

センタアーム取付ボルト 
締付トルク

1.80 ±0.501^-111

(7)センタレール

脱着

く取外し〉

⑴リヤコンビネーションランプを外す。

(2)センタレール後端のオーナメントを取外す。

⑶スライドドアを取外す。

⑷取付ボルトと取付ナットを外し，センタレールを 

取外す。

闩2 52 5 5-132

く取付け〉

取外しの逆順序で行なう

注意

響センタレール取付け時，ボデー表面に傷を付けない 

ように注意する。

センタレール取付ボルト， 
取付ナット締付トルク 0.75 土 0.201  ̂-111
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ドア——ウヱザストリップ

(8)ウエザストリップ

脱着

く取外し〉

ウヱザストリップをボデーフランジから取外す。

注意

ウェザストリップの取外しは，スポンジ部を持たず， 

ガーニッシュ部を持って取外す。

—ニッシュ部

5 5-133

く取付け〉

⑴ボデーフランジ差し込み式であるが，取付け時は 

継ぎ目が下部中央になるように取付ける。

「は54 55 -134

籲

⑵ボデーフランジに確実に取付けるために，全周を

ゴムハンマで軽くたたく。

引張りぎみに取付けないで，フランジ根元までてい 

ねいに挿入すること。
(特にコーナ部は注意すること）

ゴムハンマで強くたたぐとフランジ及びウヱザスト 

リッブガーニッシュ部が変形するので注意する。

96



777" スライドドア スライドドア

キャブドア 
(助手席）

3

ロック時 
Iアンロック時〇⑸

ドアロックスイッチ
(運転席)

ロック(68)

7/7

トラブルシューテイング 
回路図-----------------------

⑼

バッテリ

///

⑻
///

N1

77/

リヤゲート

5 5-136

1 2 3 4

7

ハーネス側端子配歹丨』

ドは56

IV！

集中ドアロック 構成部品，トラブルシューティング

〔 3〕集中ドアロック 構成部品

アロックスイッチ

スライドドアコンタクト

ドアロックタイマ

キャブドア用 
ドアロックアクチユエータ

スライドドア 
コンタクト

リャゲート用
ドアロツクアクチユエータ

「1る55
スライドドア用
ドアロツクアクチュェータ

5 5-135

ス
ラ
イ
ド
ド
ア

コ
ン
タ
ク
ト

ド
ア
ロ
ッ
ク

タ
イ
マ

4
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集中ドアロック トラブルシューテイング

トラブルチャート⑴
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集中ドアロック--------トラブルシューティング

トラブルチャート⑵
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リヤゲート——構成部品，整備要領

〔4〕リヤゲート（バン，トライ） 構成部品

整備要領
脱着

く取外し〉

鲁部品取外し時，ウェスなどを当てボデー塗装面及び 

ガラスなどに傷を付けないように十分注意のこと。

⑴トリムハ3ネル

クリッププーラを使用して取外す。

主意
、。ネル塗装面に傷を付けないこと。

トリムパネル
ウェス

クリッププーラ

^8.58 5 5-133

⑵デフォガ端子，ドアスイッチ端子，ワイパモータ 
用コネクタの分離。

注意

コードを持って無理に引き抜かないこと。

(3)ウォッシャホースの分離

カバーを取外し，ウォッシャホースを分離する。

カバーを傷付けないように取外す。

又，作業孔が狭いのでケガに注意する。

5 5 -140

尸旧.60 5 5-141
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リヤゲー 整備要領

脱着

(4)リヤゲートパネル

リャゲートを再使用する場合，コネクタの端末に針 

金を結び付けてハーネス類をリャゲート上部より抜 

き取る。

針金は，取付け時ハーネス類の引き廻しに役立てる 

ため，ドア内に残しておく。

注意

ハーネス類を抜き取る時は無理に引かず，ハーネス 

類を前後させながら損傷のないように抜き取る。

⑸リャ-ヮイパ

1) 室外側から取外す。
カノ、，一，アーム，ナット，その他。

2) 室内側からボルト（ 2本）を取外す。

ワイパモータ

⑺ストライカ

ストライカ取付ボルトを取外す 〇

0

〇
〇 ストライカ

円2.63

(8)キーシリンダ

5 5-145

キーシリンダよりクリップを抜き，キーシリンダ 

を室外側から取外す。

クリップは左右に振りながら引き抜くと抜き易い。

%
クリップ

〇

0 〇

「1も61 5 5-143

(6)ラッチ(&アウタハンドル

1) アウタハンドルとの結合アジャストナットをハ 

ンドルホルダから取外す。

2) キーとの結合ロッドをキー側ホルダから取外す。

3) アウタハンドル取付ナットを取外し，アウタハ 

ドルを室外側へ取外す。

4) ラッチ取付ボルトを取外し，ドア内から取外す。

キーシリンダ

円も64

⑼ストッパ

リヤゲートパネルから引き抜く。

闩‘65

―"ストッ/ゞ

5 5-146

5 5-147

闩氐62

8
❹

3

ラッチ

5 5-144

(10)リヤゲートカバー

(リヤゲートカバーはアウタハンドルと共締め)

リヤゲート 
カバ—

〇

アウタハンドル

「12.66 5 5-148
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リヤゲート——整備要領

脱着
⑽ウェザストリップ

ウェザストリップをボデーフランジから取外す,

注意

，ウエザストリップの取外しは，スポンジ部を持たず， 

ガーニッシュ部を持って取外す。

⑽ガスステー

1)リャゲートを完全に開く 〇

2)ガスステーを取付けているドア側ボルトを取外 

す。

3)ボデー側スクリュを取外す

注意

〇

-ガスステーを1本外すとリヤゲートが下がるので2 

人で作業を行なうこと。

^ドア側を外す時にリャゲートの支えを確実に行なわ 

ないとパネルの変形，ナットの損傷を起こす原因と 

なるので注意すること。

參ガスステーを外した際，ボデーとリヤゲートに傷を 

付けないために厚く折ったウェスを両わきにかうこ

パと。

，ガスステーは，シリンダ内に高压ガスが封入されて 

いるため，分解しないこと
像ガスステーを廃却する場合，シリンダのボデー側が 

上になるように幾分か斜めに固定し2〜3腿の穴を 

あけ，高圧ガスを完全に抜くこと。（抜け出るガスは 

無色無臭，無害であるが，ドリルの切り粉等が飛び 

出すことがあるので注意する。）

0

ボデー側

ビストンロッド シリンダ 穴をあける部分

尸12.67 5 5-149

，作業時，取扱いに注意しピストンロッド露出部には 

絶対に傷，塗料および油等を付けないこと。

着ガスステーが伸び切った状態でピストンロッド，シ

リンダを回転させないこと 〇

⑽ヒンジ〔標準ルーフ車は3)を除ぐ〕

1)ハーネス，ウォッシャノズルのヒンジへのクリ

ヅ プ止めを外す。

2) ボデーとリヤゲートに傷を付けないために図の 

ように厚く折ったウェスをかい，リヤゲートを閉 

める。

3) カバーを外し，ルーフトリムを作業孔が見える

まで外す 〇

4)作業孔よりヒンジを取付けているナットを外し， 

リヤゲートをボデーから取外す。

厂12.68 -150

5)外したリャゲートは塗装面に傷を付けなぃため 

に，ウレタンまたはウェスの上に置き，ヒンジ取 

付ボルトを外す。

「12.69

注意

3 5-151

，リヤゲートをボデーより取外す時には2人で作業を 

行い，ドアがずれたり，落ちないように室外側から 

押さえること。また，リヤゲートを左右より持ち上 

げ，ボデーより外すこと。

，塗装面に傷を付けないように注意し取扱うこと。

-ウェザストリップを付けて作業すること。
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リヤゲート——整備要領

—脱着----------------------------------------------------

く取付け及び調整〉

⑴ウエザストリップ

1) 車体中央部にウエザストリップ長手方向のセン 

タマーキングが来るようにし，下図のように上部 

より挿入する。

2) ボデーフランジに確実に取付けるために全周を

ゴムハンマで軽くたたく。

識別マーキング

標準ルーフ車

〇
ハイルーフ車

1十
ド吃.70 5 5-152

注意

-取付け方向を間違わないように取付けること。

^車体中央下部にウエザストリップの継ぎ目がくるよ 

うにすること。

參ゴムハンマを使用し，フランジ根元まで，ていねい 

に挿入すること。

ゴムハンマで強くたたくとフランジ及びウエザスト 

リップガーニッシュが変形するので注意する。

尸ぼ.7 2

⑵リヤゲート

1)リヤゲートにヒンジを取付ける。

2) リヤゲートをボデーに載せ，ヒンジのボデー側 

ナットを仮止めする。

參パッキンが損傷している場合，必ず交換すること。

^ヒンジのボルト廻りにシール剤を塗布すること。 

塗装面に傷を付けないように十分注意して取扱うこ 

と。

3) 分割，段差等の建付け調整パ 

図の寸法になるようにリヤゲートを動かし，調

0

整する 〇

7 ± I，5^

段差
八一八断面1 士丨丨麵

闩2.73 8詳細（ヒンジの調整)
4)ヒンジ締付け

3 5-155

締付トルク 1.8+0.5^-111
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リヤゲート——整備要領

脱着

(3)ガスステー

1)新品と交換した場合

① スタッドボルトを取付ける。

② 識別を間違えずにボデー側を取付ける。

③ ガスステーをスタッドボルトに挿入する。

2)再使用の場合

① ボデー個】を取付ける。

② スタッドボノレトを取付ける。

締付卜 ノレク

スタッドボルト（1\18 ) 1.8 土 0.31^ -111

フランジボルト（N6) 0.75土().21^-111

スクリュ（厘6 ) 0.75 土 0.21^-111

擧ガスステーは標準ルーフ車，ハイルーフ車仕様を下

記で識別している。

右：只 
左：し

品番

丁〇ド丨¢0

ロットマーク]

ワイパ有：靑 
7イパ無：白

シルクスクリーン印刷

11

円2.75 5 5-157

仕 様： シ^スクリー:^!皓 図 番

ハイルーフワイパ無 白 62300丁八000/010

ハイルーフワイパ有 -电 623007^020/030

標準ルーフヮイパ無 白 62300丁 八040か50

標準ルーフヮイパ有 坐 6230(^060/070

拳 取付け方向を注意すること。

ハイルーフ車 標準ルーフ車

「ぼ.76 5 5-158

パッキンが損傷している場合，必ず交換すること。 

スタッドボルトへ一度挿入すると抜けなくなるので

注意すること。

アウタハンドル 鬌泰 擎

締付トルク 0ガ5±0,2は -111

ラッチ公:キーシリンダ

締付トルク 0.75*0.2^-111

-ドアにキーシリンダが確実に取付けられているか確 

認する。

，ドライバ等によりラッチをロック状態にし，ハンド
9

ルで解錠操作を行ない，問題がないことを確認する。
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リヤゲート——整備要領

脱着

⑹ストライカ

1) 左右方向の調整はラッチとストライカの嚙合い 

中心が一致するように調整する。

2) 前後方向は分割および圧着が建付調整図の寸法 

を満足するように調整する。

ストライカ

ストライカ調整

ド16.77 5 5-159

締付トルク 2.5土().31^-01

3)調整しても寸法が確保できない場合はリヤゲー

卜の姿勢を修正する。

)リヤワイパ

締付トルク 0.6 — 0.8^-111

室外側締付けの時，アウタパネルに歪がでる場合が 

あるので注意すること。

⑻ウオッシャノズル公カバーを取付け結合する。

⑼デフォガ端子，リヤゲートスイッチ端子，ワイパ

モータ用コネクタ，ライセンスランプ用コネクタを 

結合する。

⑽トリムパネルを取付ける0
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ウインドガラス--------フロントウインドガラス

〔5〕ウインドガラス国整備要領⑴フロントウインドガラス

一一脱着---------------------------------------------------

く取外し〉

⑴ワイパアームを前に持ち上げる。

⑵室内側よりストリップドライバまたはへラでウエ 

ザストリップのリップ部をめくり，ボデーフランジ 

の外側へ押出す。

(ガラス上面および両側面の17 2位）

ガラスには均一に力を入れ，ウエザストリップに近 

い所を押す。

ウエザストリップを再使用しない場合はナイフ等で 

切断し，ガラスを取外す。

ウェザストリップ

ド12.80 5 5-162

⑷室内側よりガラスをウェザストリップとともに押

出す。

^8.7 9 5 5-181
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ウインドガラス--------フロントウインドガラス

脱着

く取付け〉

⑴ガラス，ウエザストリップについているシール剤

を白ガソリンで清掃する。

(2)ガラスにウエザストリップを組付ける時，作業ひ 

もをウェザストリップに巻きつける。

-ガラス下端で作業ひもをオーバラップさせる。
，ウエザストリップに作業ひもを取付けた後，全周に 

白ガソリンを塗布する。

⑷ガラスを外側より正規位置に置き，作業ひも（オー 

バラップしたもの）を内側に入れる。

ボデー窓枠に対し，ガラスを左右均等に振分け真中 

におく。

(5)ウエザストリップのリップ部全周に白ガソリンを 

塗布する。

⑹室内側より作業ひもを引く。

ガラス引込み用作業ひもをボデーフランジを乗り 

越えるような角度で引きながら外側よりガラスを手 

でたたき，ウェザストリップをボデーに組付ける。

-作業はガラスの中心より左右に行なう。

-ガラスは手のひらで外からたたく。

-ボデーに対しウエザストリップを正規位置に装着さ 

せる。

(7)ウエザストリップ外周にストリップドライバまた 

はへラを通してボデーになじませる。

へフ

ド 12.84 5 5-166

(8)ガラス全体を外側より手の平またはラバーハンマ 

でたたき，ボデーに落ちつかせる。ドぼ.82 5 5-164
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5 5-167



ウェザストリップ

〔 6」 ウェザストリップ1整備要領
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サンサンルーフー構成部品

〔 7〕サンサンルーフ 構成部品

フロントガラスリツ

ハンドル

スプリング

リヤレール六55ソ

リヤガラスリツド

ブラケッ

サンシヱード八55ゾ

リヤレ^—ルカバー

フロントレール八55ヅ

リミッタ

ガイドパイプ姑ン

手動用ハンドル

ローラブラケット4ワイャ八55ン
フロント

レーノレ八557

N6ボルト4ナツト締付トルク： 0.75 土 0.2は-⑺

ドも87 5 5 -169
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サンサンルーフ トラブルシューテイング

国トラブルシューティング

故障項目 主な点検個所

室内への水漏れ ① リヤガラスリッドパッキンの固定用穴が設定位置にあるか。
② リヤガラスリッドとボデーのウエザストリップとの間に隙間はないか。

風洩れ音
① リヤガラスリッドとボデーのウエザストリップが全周にわたって圧着 

しているか。
② サンシエードとルーフトリムの隙間は適正か。

モータ部の異音

① モータの取付けはゆるんでないか。
② ギヤの摩耗，軸受の摩耗はないか。
③ ケーブルの摩耗はないか。
④ ケーブルパイプの変形はないか。 #

モータは回るがサンサンルーフが 
作動しない。

① ガイドレールに物のかみこみはないか。
② ガイドレールの取付け不良。
③ 部品どうしの干渉はないか。
④ ケーブルのスライダ部カシメは正常か。
⑤ ケーブルは正規の位置に固定されているか。'
⑥ クラッチアジャストナットの締付け状態は適正か。

-(サンサンルーフレンチで作動
確認）

蒙1 %

① ヒューズが切れていないか。
② スイッチの機能は正常か。
③ モータの端子電压は正常か。
④ リレーの作動は正常か。
⑤ アース不良
⑥ コードの断線及び端子の接続状態
⑦ コントロールユニットは正常か。

⑧ リミットスイッチの機能は正常か。

看 鑛
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サンサンルーフー整備要領

国整備要領（1)フロントサンフーフ 

——^着.点検.調整---------------------------------

く取外し〉

(1) ルーフトリムを外す。

(2) サンシェードを取外す。

(3) ヒンジ取付ナット（ボデー側）を取外す。

(4) スプリング八％丫（ボデー側）を取外す。

(5) ベースフレートからロックハンドルを外す。

(6) ボデーを傷つけないように注意しながら，ガラス 

リッドをボデーより取外す。

く取付け〉

(1) 取外しの逆順序に行う。

(2) 建付けの点検を行う。

分割

段差

「12.89
八部断面

0 ± I 0101

厂 12.90

バッファ（段差調整) 

6部断面
5 5-303

「；も91

2 ± I刪

ボデーエッジ部

〇部断面 5 5 -304

0寸法と已寸法の差：1.501111以内

7

1

尸12.32 3 5 -305

1.5咖以内

く取付け後の点検，調整〉

鲁ウヱザストリップにしわ，折れ曲がり，リップのめ 

くれ，コーナ部めやせ等がないこと。

籲全閉，全開状態で分割，ガタツキ，干渉等を点検し， 

調整を行う。

❿チルトロックハンドルの開閉操作が滑らかに行なえ 

るか点検すること。

押し上げ力 3吆以下

引き下げ力 4は以下

鲁サンルーフ全閉にて室内に水漏れがないこと。
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サンサンルーフー整備要領

⑵リヤサンルーフ

脱着，点検.調整

く取外し〉

(1)ルーフトリムを外す。

⑵サンシェード八33アを取外す。

^2-94 5 5,308

(3)ガラスリッドを下記手順に従って取外す。

1)ガラスを半開きにし，ローラブラケット公ワイ 

ヤ八35丫とガラスリッドのブラケットを結合して 

いるボルトを外す。

ド也95 55 -314

2) リヤレール八55 丫をボデーに結合しているナッ 

卜を外す。

3) ガラスリッドを全開にして，リヤレール八33孓 

後端をボデーより浮かして，ガラスリッドを後方 

へ移動させ，ローラブラケットをリヤレール

より抜き取り，ガラスリッドを取外す。 

ボデーに傷を付けないように十分注意す

ること。

ルーフパネル上にウヱスを敷くとよい。

4) リヤレール八33 丫を取外す。

⑷モータ八88 丫を取外す。

「12.96 5 5-309

⑸フロントレール八35丫をガイドパイプ八33丫とと

もに取外す。

取外す際，ガイドパイプ八35丫を曲げたり 

折ったりしないこと。
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サンサンルーフー整備要領

—脱着.点検修調整---------------------------------

く取付け〉 -

⑴フロントレール八33丫及びガイドパイプ八33 丫を 

取付ける。

この時，左右レールの巾方向の寸法差が基準値内 

かどうか点検する。

基準値外であればシムにて調整を行うこと。

基準値 卩寸法と0寸法の差： 2 111111以内

IV！ 6取付ボルトの締付トルク ‘

丁 0.75 土 0.21^-111

⑵リヤレール八33丫をボデーに取付け，ガラスリツ 

ドをリヤレール八53丫に組み付ける。

籲リヤレール八55丫のボルト取付穴周辺に必ずシーリ 

ング剤を塗布すること0

-ボデーを傷付けないように十分注意すること。

(3) 左右のワイヤーが等長になるように，ローラブラ 

ケット八55丫をセットし，ガラスリッドを組付ける。

丁| 0.75士0.21^一爪

(4) ガラスリッドを全閉にしてフロントレール先端の 

ストッパとローラとの間にすき間があり，かつリヤ 

レール先端のクッションに口ーラが突き当っている 

ことを点検する。

闩“8 5 5-311

⑸モータ八58？を取付ける。

モータ八33丫を仮組みし，ハンドルを約20 

回まわして確実にギヤとケーブルをかみ合せること。

(6)建付けの点検を行う。

，ガラスリッドのブラケットとフロントレールのロー 

ラブラケットとの間にシムを入れてボデーとガラス 

の側面方向の段差を調整する。

鲁フロントレールのローラブラケットのボルト取付穴 

が長穴になっているのでこれにて上下方向の段差を 

調整する。

「セ.100 5 5 -307
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サンサンルーフー整備要領

脱着，点検，調整

分割

「12.101

段差

-312

0 ± I 01111

777 77^ ^////

遞雜

鼸
バッファ（段差調整)

㈠部断面

0 ± I 01111

闩も102
」部断面

5 5-313

2 ±丨圓

「12.103
ド部断面

35 一 304

平行度

0と已の寸法差：丨.5圆以内

「ぼ.104 5 5-305

ド12.105 25 -306

⑺サンシェードを取付ける。

注意 I サンシェードロックレバーのローラブラケ

ットのピンの掛り具合を点検すること。

⑻ルーフトリムを取り付ける 〇

注意 ルーフトリムは取付後の点検を終了してか

らネ亍うこと 〇

く取付後の点検〉

⑴全開から全閉まで約7〜9秒で作動すること。

⑵全閉手前約250腿にて一時停止し，再度⑶〇弨ス 

イッチ〇にて作動すること。

(3)ウヱザストリップにしわ，折れ曲がり，リップの 

めくれ，コーナ部のやせ等がないこと。

⑷作動中に異音，引っかかり等がなく滑らかに動く 

こと。.

(5)サンシヱードが滑らかに動き，かつハーネスと当 

りなきこと。

⑹サンルーフ全閉にて室内に水漏れがないこと。

115



⑴ ンハ0 整備要領⑴フロントバン/
〇

脱着

く取外し〉

⑴フロントターンシグナルライトを取外す。 

⑵ボデーとの結合ボルト6本を取外す。

結合ボルト

闩§.1 5-193

く取付け〉

取外しの逆順序に行なう
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〇
リ"^ノ〇ノ\0

⑵リヤバンパ（バン系），エンジンフード（トラック系)

脱着
(エンジンフードも同様。）

く取外し〉

(1)コネクタを外す。（トラックのみ)

ックウオーニング
ランプ4ノ\ヘンク 
ブザーランプ 
コネクタ

ライセンスランプ 
コネクタ

「も2

(2) 左側のヒンジ取付ナット2個を外す。

(3) 右側のヒンジ取付ボルト2本を取外す。

55-189

ストライカ

リヤバンパ

エンジンフード

「也3 3 5-194

⑷バンパの右側を手前に引き，バンパを右側に移動

して取外す 〇

5 5-135

⑸ラッチとストライカを取外す場合は，取付ボルト 

を外して取外す。

ラッチ

ストライカ

^2.5 5 5-275

く取付け〉

取外しの逆順序に行なう
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マツドガード

〔2〕マッドガード國整備要領 
------脱着---------------------------------------------

くフロント〉

(1)取付けボルト及びクリップを外して取外す。

⑵取付けは取外しの逆順序に行なう。

くリャ〉
#トラック

「1る7 5 5-197

，バン

(1)取付けボルト及びクリップを外して取外す。

円8, 8 5 5-198

⑵取付けは取外しの逆順序に行なう。
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アンダカバー

〔3 アンダガード 整備要領
脱着

7"

丨

丨

アンダガード（4…0車のみ)



マーク類

〔4〕 マーク類國整備要領

脱着
擊フロントオーナメント

八

ド12.10 

く取付け〉

(1) クリップをフロントパネルの取付穴に差し込む。

(2) オーナメントの離型紙をはがし，クリップの穴にオーナメントの足を入れパネルに貼付ける。

5 5 -200
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アウタミラー

〔5〕アウタミラー圓整備要領
脱盾~—----------------------------------------------------

1,一般ドアミラー

⑴ドアトリム-カバーガセットを取外す。

ド16.11 5 5-201

⑵フランジボルト（3本)をゆるめてミラーを取外す。

汪

ボルトを取外すとき，ドアパネル内に落とさぬよう， 

充分に注意すること。

闩2.12 55 -209

⑶取付けは取外しの逆順序に行なう。

2.大型ドアミラー

⑴ドアトリム，カバーガセットを取外す。

⑵ドアミラー本体を支え，タッピングスクリュ3本 

とナットを外し，ドアミラーを取外す。

⑶取付けは取外しの逆順序に行なう。
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〔6〕アウタハンドルプロテクタ（トライ）國整備要領 
—脱着-----------------------------------------------------------------------------

くキャブドア〉

アウタハンドルプロテクタ

闩2.14

くスライドドア〉

アウタハンドル 
プロテクタ

ド16.15

5 5 -203

5 5 -204
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アウタパー^ッ

〔 7〕アウタパーツII整備要領 
—脱着-----------------------------------------

バン（トライ）

フユエルフラップ六53 丫
(トラックも同じ）

闩巨.16 5 5-205

123



アウタパーツ

脱着

トラック

クリップ クリップ

エアベントカバー

が

クリップ

クリアランスランプ

タツビング 
スクリユ

フック（サイドゲート，サイドパネル）〔丨方開〕 

ドライノく等でフックを軽くハンガに押しつけ 

て相互にガタのないように取り付ける。

このとき，ハンガのたわみは1腿以内になる

ように調整する。

「セ.17

ーン

バッテリカバ1

一一4

〇〇

ハンガ

フック

I圓以内
(ハンガのたわみ）

5 5 -206
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乗降用ステップ

〔8〕 乗降用ステップ（トライXV〉 整備要領
脱着

く取外い

1)フランジナット（ 8咖）を外す〇 ( 4個)

「12.18

2)傷を付けないように前側に移動しながら取外す。

-208

く取付け〉

取外しの逆順序に行なう



〔1〕インストルメントパネル圓構成部品

インストルメントパネル サイドベンチグリル

ボルトカバ ブレーキオイル点検蓋

センタベンチグリル グリルカバ

サイドベンチグリル

グリルカハ’

ラジオなし車

グローフ 
ボ、ソクス^^ 
ェァコン付萆

一—シガレット 
乂 プロテクタ

シェルフ

35 -242
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インストルメントパネル

整備要領

脱着

く取外し〉

(1)バッテリ（一）端子を外す。

⑵ステアリングコラム取付ボルト（4本）を取外し，

ステアリングシャフトを手前に傾けておく 0

取付ボルト

5 5-276「1も2

(3)ブレーキオイル点検蓋を外し，リザーブタンクを取 

外す。（取付ボルト： 2本）

ブレーキオイル 
点検蓋

インストルメントパネル〕 

I右側面

^2.3 5 5 -277

(4)シヱルフ付車はシヱルフを取外す

(5)ヒータユニットの各コントロールケーブルを外す。 

コントロー ルケーフル： 3本

温度コントロールケーブルー運転席側

内外気切換ケーブル 

吹出し（モード）切換ケーブル
助手席側

(6)インストルメントパネル本体を取外す。 

(取付ボルト（矢印）： 6本）

畢
5？^ 辦一 ------------

畢
----------—ヤ,厂，

峥 編
」

^----------------^ 日

兵巨 「一日—] ------------ - \

目芎 〇 1辞 ”一
11 )し 」 厂

て 厂-]------ ------------ 1-

55 -277

く取付け〉

取外しの逆順序で行なう

注意
ヒータコントロールのケーブル類は，各コントロー

ルレバーを調整しながら取付ける。
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コンソールボックス

〔2〕コンソールボックス1整備要領
脱着

くトラック系での取外し〉

⑴助手席を取外す。（“フロントシード’の項參照) 

⑵リヤトレイを取外す。 ，-

⑶コンソールボックスキャップを取外す。

リヤトレイ

⑷取付けスクリユを外して，本体を取外す 〇

く取付け〉

取外しの逆順序で行なう

广、取付スクリユ
コンソールボックス

キャップ

力ードホフレタ

取付スクリ ユ

取付スクリユ コンソールボックス

ストリップ

取付スクリュ

巧. 5

くバン.トライ系での取外し〉

(1) カードホルダを取外して，後のメインヒューズボックスを 

取外す。

(2) コンソールボックスキャップを取外す。

(3) 取付けスクリユを外して，本体を取外す。
キャップ

く取付け〉

取外しの逆順序で行なう

コンソールボックスキャップ

取付スクリュ

リヤヒータスイッチ

プラグソケッ

後蓋

取付スクリユ

ツト

コンソールポックス

取付ズクリ ユ

力ードホルダ

「も6

灰皿

取付スクリ

ストリツフ

取付スクリュ

35 -244

5 5-214
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フロントシー トラック

〔3〕フロントシート1整備要領（1)トラック
脱着，分解

く運転席〉
參 固定式

丁 0.75土0.2.111

丁 2.5 土 0.71^ -爪

ブラケツ

—/1丨- 0.6土().15^8~111

バックレス

丁 0.75土0.21<§-01

5 5 -248

スライド式

丁 2.5 土 0.71^ -111

ブラケット(尺㈠)

クッシヨン

スライドレール（只㈠)

[11 2.5 + 0.7^-111
闩8。8

一ーバックレスト

XI2.5土0-/1^ ⑺

ブラケット（し㈠)

X 〇. 75±0.〇1
(1^16ボルト）

151—4.5 ±0.71^ -111

ロックプレー

55 -247
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く助孚頮〉



フロントシー

⑵バン

脱着，分解
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フロントシート-------バン

脱着，分解

く助手席〉

ヒンジ（沿〇

T 0.75 土 0.21^- 111

ラバ—

バンド

クッション 2.5土0.71^-111

了1 2.5 土 0.71^ 一爪

ロックスプリング

ド16.11 5 5 -250
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フロントシート トライ

(3)トライ

脱着，分解

く運転席〉

ッドレス

スライドレール
リクライニングノブ

1=12.12 5 5 -251
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フロントシート トライ

脱着，分解

く助手席〉

ノくックレス

リクライニングノブ ッドレスト

知、

プッシング

クッシヨン

スライドレール（研!)

ロック

スライドレール（し㈠)

丁 2.5 土 0.71^ -111

ロックプレート

丁】2.5土0.71^-111

丁 0.6 土 0.151^ -111

I , 广

厂12.13 5 5 -252
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フロントシート -回転シート

(4)回転シート（トライXV〉

構成部品

ツドレス

リクライニングノブ

スフイドレール（し㈠)

ロックプレート

ド咕14 5 5 一 253

135



フロントシート---------回転シート

—脱着.分解--------------------------------------

くワイヤの取外し〉

1)助手席のロックを外し，シートを跳ね上げる。

2) ワイヤ八，；8を固定部から外す。

3) 運転席を取外し，ワイヤを外す。

くワイヤの取付け〉

，ワイヤを銳角に折り曲げたり，過度に引っ張ったり 

しないこと。
，ワイヤの引き回し時やシート取付時，ハーネスやワ 

イヤを損傷しないよう注意すること。

1) 運転席にワイヤを取付ける。

2) シートに取付けたワイヤ2本をまとめる。

運転席シート 助手席シート

3) コンソールボックス後方を，グレーのマーキング 

が助手席^Iに出て来るまで通す。

4) 運転席シートを取付ける。

5) ワイャ八，3を助手席シートに取付ける。

6)助手席シートを復元し，ロックを確実に掛ける。
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リヤシート-------トライ

⑵

ド12.19

脱着，分解

(図はセハ。レートシート右席を示す。）

ガードバースぺーサ

3 5 -258
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シートベル

〔 5〕シートベルト 整備要領
脱着

F\^ 5 5 -259

⑴フロントシートを前倒しにする。

(2)〔トラック〕

トラックの助手席はリヤトレイ及びシートを取外す。

⑶アウタベルトのサイドシル部アンカボルトを外す。

⑷五乙只カバーを外して、瓦し尺八33 丫のアンカボルトを外す。

(5) アンカカバーを外し，ボルトを外す。

(6) インナベルト八33 丫を取外す。

(トラックの助手席はコンソールボックスをほずしてから行なう。)

インナベルト众33丫

ドぼ21 5 5-260
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シー"卜べ^ノレト

〔6〕デッキII整備要領 
—脱着——:---------------------

くマルチフラット用デッキ〉

円氐22

マルチフラツトバンド

5 5 -222

⑴リヤシートを折りたたむ。

⑵ヒンジのデッキ側取付けスクリュを取外す。 

(3)ヒンジの取付けナットを取外す。

⑷取付けほ取外しの逆順序で行なう。

く 2シータ車用デッキ〉

デッキ

ストッパ

円る23 5 5 -223
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トリム類 インテリアトリム

〔7〕トリム類II整備要領（1)インテリアトリム
脱着

くトラック〉

8ピラーアツパ

八ピラー

ド16.24 5 5 -261

くバン、トライ〉

〇ピラー

8ピラーアツパ

0ピラー

八ピラー

0

リヤクオー"タパネル

ポケッ

で、
8ピラーロア

-リヤクオータパネル

(バン）

以25 5 5 -262
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⑵ルー7トリム

——構成部品--------------------------------------------------------------------

くトラック張天井〉

トリム類-------ルーフトリム

5 5 -229

くトラック成形張天井〉

^2.27 55 一 230
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トリム類------- ルーフトリム

構成部品

5 5 -231

くバン、トライ、ハイルーフ吊天井〉
リムシート

ド12.29

くトライサンサンルーフ成形天井〉

サンシヱード（フロント）

ガーニッシュ

リヤルーフトリム

^6.30
フロントルーフトリム

县 5 5 -233
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トリム類------- ルーフトリム

—脱着ートラック張天井ゐ成形張天井 

く取外し〉

⑴シェルフ（オーバヘッド）を取外す。（成形張天井)

「12.31 5 5 -263

⑵ルーフ面を赤外線ランプ等で熱し，トリム裏面の 

接着剤の接着力を弱める。

加熱 接着剤

赤外線ランプ等の照射はルーフ塗装面を傷めない様 

にする。

⑶トリムシートをルーフノ、。ネルとレールの間より引 

出し，端末より順にはがす。

〈取付け〉

⑴ルーフ面に残ったトリムシート裏面のウレタン接 

着剤をきれいにはがす。

⑵ルーフ面に接着剤を均一に塗布する。

⑶バックパネルのロケータとルームランプで取付け

中心を決める。

(4)トリムシートの位置決めの点を結ぶライン上をル 

ーフに押して接着していく。

嫌

トリムシートにシワや空気だまりが出来ない様に接 

着する。

⑸トリムシート端末をルーフとレールの間に挿入す 

る。
嫌^^

トリムシートを破らないように注意すること。

⑹シヱルフ（才ーバへッド）を取付ける。

——脱着ーバン張天井------------------------------------

く取外し〉

⑴ルーフブレースを外す。

(2)ガーニッシュを外す。

以下，取外し及び取付けはトラックに準ずる。
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トリム類-------ルーフトリム

--------脱着一吊天井（バン，トライ，ハイルーフ）

く取外し〉

(1)フロントウインド，リヤゲートのウエザストリツ

プを取外す。‘

⑵ルームミラー，サンバイザ，ルームランプを取外

す。

⑶トリムを外す0

(4)ボデーフランジ及びサイドレールに両面接着テー 

プで接着しているトリムシートを順次はがしていく。

注意

ボデーフランジ，サイドレールについている両面接 

着テープは，はがして廃却すること。

⑸後方のルーフボウから前方に回転させて車体中心 

側に寄せ，サイドレール部のフランジより引き抜く。

く取付け〉

ルーフトリム八33 丫は新品を使用する。

⑴両面接着テープをボデーフランジ，サイドレール 

に確実に貼る。（離形紙は，はがしておく）

2501111巾

⑵ルーフトリム厶33丫を赤外線ランプ等で暖める。

⑶下記のようにルーフトリム八33 丫を張り込む。

① ルーフボウに張りをもたせてサイドレールのブラ 

ヶットに両端末を差込む。

② ルーフボウを上方に回転させ，インシュレータ（ル 

ーフ）に当てる。

前側から2番目と6番目のルーフボウはブ 

レースのブラケットに確実に引掛ける。

ルーフボウはインシュレータから外れぬよう注意す 

ること。

③ トリムシート車体中心部を前方に引張り，フロン 

トレールのフランジに接着する。

④ フロントレールと同じように，リヤレール部に卜 

リムシートを接着する。

⑤ トリムシートのシワを取りながらサイドレールに

接着する。

トリムシート接着後に，かならずサイドレ

ールの爪に引掛ける。

⑥ トリムレールを取付ける。

⑦ ルームミラー，サンバイザ，ルームランプ取付穴 

を㊉ドライバ等であける。

⑷その後の手順は取外しの逆順序に行なう。

，ルーフトリム張り込み時は，常に引張りをかけてシ 

ワが出ないようにする。

，ルーフトリムに部品取付穴をあけるときは注意する。 

-ルームランプ用ハーネスには注意すること。

-吊天の仕上りをよくするためにルーフボウには張り 

を与える。

脱着一成形天井（サンサンルーフ）

-く取外し〉

(1)フロントガーニッシュ，サンバイザ，ルームミラ

アシストグリップ及びルームランプを取外す 0

(2)ルーフトリム取付スクリュ及びクリップを外す。

クリップには図のような突起が四方に出て 

いる為，ルーフトリムを損傷させないこと。ルーフ 

トリムとルーフの間にクリッププーラを差込んでル

ーフトリムと共に取外す。

突起

小クリップ

「は.34

く取付け〉

取外しの逆順序に行なう

5 5 -280
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フロアマット

〔 8〕フロアマットII整備要領 
—脱着^~—-------------------------------------------------------

くトラック〉

フロアマット 9 フツン

ド12.35 5 5 -234

くバン〉

リヤシェルフマツト

以36 5 5 -235
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フロアマット

ヽへ

脱着

くトライ〉

リヤシエルフマット

「；も37 3 5 -268
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インテリアアタッチメント

〔9〕インテリアアタッチメント国整備要領 
—脱着------------------------------------------------ ----------------

/ / 

！ I

アシストグリツフ

「I る38 5 5-268
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6— 1 ヒータ8¢ベンチレーシヨン

国仕様

ヒータ

嘀

暖房方式
暖房性能

(べ。推）

ブロア消費電力

㈤
最大風量 ブロア型式.

|

ヒータコア寸法
フアン寸法

車種

フロントヒータ
温水式エアミックス

2,400 140 140
十

円筒モータ

151X140X35 120 ^寒冷地

2,400 140 150 151X140X25 120 温暖地

2,300 110 140 151X140X25 120 トラック

リヤヒータ 1，700 40 96 フ；リントモータ 124X120X30 95 トライ

國部品構成図

1 ---- ^』
1

ノ

インテークシヤツタボックス

闩2」 56-170

リヤヒータグリル（吸込み）

F\^2

リヤヒータグリル（吹出し）

5 6-089
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ヒータ压ベンチレーシヨン ヒータコントロール八55丫，インテークシヤッタボックス

整備要領1)ヒータコントロール八55 丫

脱着

ベ取外し〉

(1)ラジオパネルおよびラジオを外す

闩2.3

(2) ノブ（ヒータコントロール）を外す

3 7-302

(3)ケーブルをインテークダクトおよびヒータユニ 

卜から外す

ヅ

コントロール 
ケーブル

ド！2,4

⑷ヒータコントロール八35丫を取外す 

N4タッピングスクリュ（3ヶ所〉

36-171

く取付け〉
取外しの逆の作業を行なう

2)インテークシヤッタボックス

脱着

く取外し〉

(1) インテークダクトを外す

(2) インテークケーブルをクランプから外す

⑶シャツタボックス取付けの]VI 6ボルト（ 4本）を外

す

^2.5 5 0-152
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ヒータ妆ベンチレーシヨン--------フロントヒータユニット

(3)フロントヒータユニット

脱着

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を外す 

⑵冷却液を抜く

⑶インストルメントパネルを外す

(4) インパネアンダートレイおよびヒーターホースカ 

バーを外す

(5) インテークシャッタボックス公インテークダクト 

を外す

(6) ヒータコントロールケーブルを外す 

⑺ブロアモータの結線を外す

(8)ヒータユニットよりインレット，アウトレットの

ホースを外す

⑼ヒータュニット取付け(N6ナット2ケ，ボルト1

本)部を外し，本体を外す

く取付け〉
取外しの逆手順で行う

^ホースはインレット側，アウトレット側を間違えな 

いようにバンドを確実に取付ける 

，冷却システムのエア抜きを完全に行う 

参ケーブルの接続を確実に行い，操作に支障のないこ 

とを確認する

，インテークダクトの取り付けはまず上下のボルトで 

仮止めし，シャッタボックス取付後本締めのこと

取付ボル フロントヒータ

ド也6 3 6-087
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ヒータみベンチレーシヨン--------フロントヒータユニット

ヒータコア
八35 丫

^2-7 5 6-150

く注記〉
ケース取付け時は，合せ面に隙間がないことを確認のこと
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ヒータ8？ベンチレーシヨン--------リヤヒータユニット

(4)リヤヒータユニット

-------- 脱着----------------------------------------

く取外し〉

(1) バッテリ㊀端子を取外す

(2) 冷却液を抜く

(3) グリル（リヤヒータ）を取外す 

(1^14ス12タツピングスクリュ8本)

⑷リヤヒータ取付部のフランジスクリユ]VI 5 (4ヶ 

所)および助手席シートを持ち上げてフランジボル 

卜（1ケ所)を取外す

⑸リフトアップしリヤヒータ取付部ホース（インレ 

ット，アウトレット）をヒータ側で外す 

⑹ハーネスコネクタを取外す

クーラント液が流れるので皿等で受けること

⑺フイラーパイプ部およびスプラッシュボードを取 

外す

⑻リヤヒータをむりなく引き出す

F12.11 56-151

く取付け〉

取外しの逆手順で行う

注意

バッテリーケーブルのクリップを確実に組み付ける 

こと
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ヒータめベンチレーシヨン------- リヤヒータユニット，リヤヒータスイッチ

—分解.組立---------------

⑴ケースを分離する 

⑵モータ八33丫を取り外す 

⑶ヒータコアを取外す

ド12.12

(5)リヤヒータスイッチ
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6—2
準備品

マニアルエアコン

計
ケーシマニホ——ノレド 冷媒の充てん、抜き

真空ポンプ 冷房サイクル内の空気残留をなくすため真空抜き
ハロゲンリークデテクタ 冷媒漏れ検出

器 ベルトテンシヨンケージ コンプレッサ公オルタネータベルトのわたみ量の測定

国仕様

項^'^'''''へ… デーゼル機器㈱製 カルソニック㈣製 備 考

エアコン形式 セミ、エアミックス セミ、エアミツクス

コンプレッサ
冷房能力(113) (^1/11) 3100 3100

風 量 （爪2/ヒ） 300 300

冷 媒’ （封入量2) フロン尺-12 (500±50) フロン尺1 2 (550±50)

コンプレッサ

形 式 ベーンロータリ型（5枚べーン） ベーンロータリ型（ 5枚べーン） デーゼル機器製
0X7-111)容 量 （〇〇/マ㊀ヮ） 110 96

許容回転数 （印以） 7000 7000 カルソニック製
0尺-10潤滑油（封入量〇〇) 0-220徽(170) 1)11450〇又(150)

マグネット

クラッチ

形 式 乾式単板 乾式単板

消費電力 （^) 44以下 36以下

プーリー有効径 （腿） 0135 卿

プーリー比 
(クランクプーリ径）

⑽車 0.69(釣3) 0.67 (柳)

30車 0.73(御9) 0.72(㈣

適合べルト
皿車 Vリブド4山(4895) Vリブド4山(卿)

30車 V1；ブド4山（4940) Vリブド4山(御40)

コンテ、'ンサ

形 式 マルチフロー マノレチフロー

フ
ア
ン

形 式 電動式軸流ファン 電動式軸流ファン

フアン外径 (丽) 郝40 ( 5枚羽根） 0320 ( 5枚羽根）.

消費電力 （〇 120 120

エバポレータ

形 式 ラミネート ラミネート

膨張弁型式 内部均圧式 外部均圧式

温度制御方式 サーミスタ（空気感熱式） サーミスタ(フィン感熱式)

レシーノ《ドライヤ 容量 （〇〇) 250 250 乾燥剤入り

制御装置

アイドルアップ装置 卩10：0 卩10〇
八/〇〇订011

時アイドル

回転数

NA :1050115111.

30 '- 950^1X1，

高低圧压カスイッチ(ね/ぜ） 低圧、2.0以下丨でコン 
高圧、27以下1プレッサ〇ドド

低压、2.0以下丨でコン 
高圧、27以下1プレッサ〇ド卩

加速カット 
制御

财車

ノぐ：X
トフック

アクセルスイッチ アクセルスイッチ
トライ

&
赤帽 アクセルスイッチ十車速スケッチ アクセルスイッチ十車速スケッチ

30車（全車） ぉ！^口：[一 迟011制御 丑011 制御

コンブレッサ保護センサ 160。(：時コンブレッサ〇卩卩 16〇で時コンブレッサ〇卩卩
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マニアルエアコン 部品配置図

部品配置図
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マニアルエアコン——構成部品

國構成部品（1)トラック（⑸八)……ヂーゼル機器製
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マニアルエアコン 構成部品

⑵バン，トライ（⑸八) ヂーゼル機器製

八/〇コントロールユニツ

リングユニッ

マイクロスイッチ

「18.3 50 -281
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マニアルエアコン 構成部品

(3)トラック（问八) カルソニック製

クーリングユニット

エアコンハーネス

マイクロスイッチ

ヒューズボックス

八/〇ハーネス

加速カット3/…

咼吐チューブ

ノくキュームホース

ソレノイドバルブ 局]！:ホー入

クーラーベル

高圧チューブ

カブラホルダ

闩も4

ステイフナ

5 6 -292
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マニアルエアコン 構成部品

(4) ノくン，トライ（问八) カルソニック製

ダクト
リレー^フラケット クーリングユニッ

マイクロスイッチ

八/〇スイッチ

加速カット3/…

ポケット

「ば5

オルタネータプーリ

コンプレツサブラケッ

5 6 -293
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

国トラブルシューテイング(ヂーゼル機器製）〔1〕概要

く故障の種類と診断法〉
カーエアコンの故障は，大別して下記に分けられる。

⑴冷えに関すること。（冷えない，冷えがあまいなど）

⑵音に関すること。（異音がするなど）

これらの故障が持込まれたら，まずお客様の話をよく聞き，目や耳で状況を判断し，最終的には測定器，その 

他によって細部にわたって確認を行い修理する。

く目，手，耳による故障診断〉
故障をもっとも簡単に発見する方法として，人間の持つ目，手，耳による方法がある。

目，手，耳による故障診断

手 段
診断項目 ポイント

百 手 耳

〇 〇 〇 ベルトの異常
::ヒ:摩耗，亀裂）

-スリップ音

〇 — — コンデンサの不具合
-フインの詰まり

，フインのつぶれ

〇 〇 〇 ボルト類の脱落，ゆるみ

〇 — — 冷媒漏れ（油汚れ）
#配管接続部
，コンプレッサ，コンデンサ，レシーバドライヤ

〇 — —

サイトグラスによる

冷媒流動状態

冷媒不足

— — 〇 異 音

，コンプレッサ

-アイドラプーリ

-ブロワモータ

— 〇 —
レシーバ、ドライヤ出入口

ハ。イプの温度差
温度差が大きい時は，レシーバドライヤ内の詰まり

く注記〉

回路図，配線艤装図は，別冊の「電気配線図集」を参照。
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

〔 2〕サイクル部品の故障診断(ヂーゼル機器製) 

—冷媒漏れの点検---------------------------------------------

異常現象 状 況 推定原天 処 置

サイトグラスに多量の気泡 
が見られ冷えが甘い。

曹

パイブの継手部のオイル汚 
れが目立つ

パイプ継手部からの冷媒漏 
れ

〇リングの交換またはパイ 
プの修正，交換

コイ 
ンノレ
プ汚
レれ
ッが

サ目 
の立
才っ

マグネットクラッチ 
部の汚れ

シャフトシールからの冷媒
漏れ

コンブレッサ修正，交換合せ部の汚れ
ノ、。ッキンや〇リングからの
冷媒漏れ

ボルト部の汚れ
締付ボルト部からの冷媒漏 
れ

コンデンサ，レシーノゞドラ 
イヤにオイル汚れが目立つ

コンデンサ，レシーノくドラ
イヤからの冷媒漏れ

コンデンサ，レシーノマドラ
イヤの修正，交換

圧力異常に冠する故障診断

ゲージマニホールドを冷凍サイクルに接続し，故障箇所を発見し，修理する。

压力異常

高圧側压力が高すぎる 
(吐出圧力）

高圧側压力が低すぎる

低压側圧力が高すぎる

低圧側圧力が低すぎる

高"低圧側圧力ともに
尚い

高，低圧側圧力ともに
低い

コンデンサフアンの非作動 

空気の混入 

冷媒過充てん

コンデンサが塵埃で覆われている

冷媒不足

コンブレッサ吐出弁の破損

ガスケツト破損（コンプレッサ）

低压配管に異常(つぶれ.つまり）

エキスパッションバルブの開きすぎ

感熱筒の接触不良 

冷媒過充てん

冷媒不足

感熱筒のガス漏れ

エバポレータがフロストしている

低圧配管に異常

エキスパッションバルブのつまり

冷媒過充てん

冷媒不足
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現 象 個所 状 況 推定原天 処 置
~ 4 1 ，囑 1( 1

吐出圧力
(高圧側圧力）が異常
に尚い

コ関
ン
デ

サ係

コンデンサファンの風の吸込みが 
悪い
(冷却風が少ない）

-コンデンサファンモータの不良 
-コンデンサフアンがゴミで目詰 

まり

-モータ交換
-フィンの清掃（水洗い）

冷関 
凍 
サ 
イ 
ク
ル係

コンデンサを水で冷やしても，サ 
イトグラスに気泡が見えない

-冷媒の過充てん（0.51^が適正 
量）

#適正量になる.まで，チャージン 
グバルブ(低圧側)から抜く

コンブレッサが停止すると，直後 
に座力が急に約2 ^/恤位下がる

-冷凍ザイクル内に空気が混入し 
ている

-冷媒を全部抜き，真空引きして 
から適正量を再充てんする

吐出圧力
(高圧侧圧力）が異常
に低い

コ関
ン
プ
レ

コンブレッサを停止すると，すぐ 
に高，低压の圧力が同じになる

，ガスケット，0リングの切れ.高 
圧バルブの破損.バルブに異物 
のかみ込み

-コンブレッサ交換
#

冷関
凍
サ
ク
ル係

冷えが悪ぐ，サイトグラスに気泡 
が見ぇる

-冷媒の不足 #適正量まで補充てんする

エバ
キ
スノレ
つ。ブ
シ関

バルブに露付きがなく，低圧配管 
も冷たくない

(負圧になることがある）

，バルブの詰まり（調整不良，異物 
混入）

-感温筒のガス抜け 
-バルブ部凍結による一時的な詰 

まり（水分混入によるトラブル）

，バルブ交換

-バルブ交換
-バルブとレシーノゞドライヤ交換

後，充分に真空引きをする

吸入茁力
(低圧側圧力）が異常
に尚い

コ関
ン
プ
レ
‘係、

コンブレッサを停止すると，すぐ 
に高，低压力が同じになる

-ガスケット，〇リングの切れ 
-高15バルブの破損 
-バルブに異物かみ込み

攀コンプレッサ交換

エ ノぐ
5 ノレ
つブ
シ関
こ係

低圧ホース，コンブレッサの低圧 
側付近が異常に冷たい

-バルブの開き過ぎ
(調整不良〉

-感温筒の接触不良 
(はずれなど）

-バルブ交換

-感温筒の点検

冷関 
凍 
サ 
イ 
ク
ル係

高圧側圧力も高く，コンデンサを 
強制冷却すると吸入圧力が下がる

-冷凍サイクルへの冷媒過充てん -適正量になるまで低压ホースの 
チャージングバルブから徐々に
抜く。

吸入圧力..
(低圧側圧力）が異常 
に低い

冷関 
凍 
サ 
イ 
ク
ル係

冷えが悪く，サイトグラスに気泡 
が多く見える

-冷媒の不足 -適正量まで補充てんする

レシーバドライヤが異常に冷たい
(露付きなど）

-レシーノくドライヤの詰まり -交換(真空引きをする

エバ
キ
スノレ 
パブ、ノノ
シ関 
う係

バルブに露付きがなく，低圧側配 
管も冷たくない 
(負圧になることがある）

^感温筒のガス抜け0バルブ部の 
凍結による一時的な詰まり（水 
分混入によるトラブル）

-バルブ交換.バルブとレシーノく
ドライヤの交換後，充分に真空 
引きをする

バルブがフロスト（霜つき）してい
る

-バルブが詰まり気味
(調整不良または異物混入）

-バルブ交換

そ
の
他

吹出し温度が低く風が出ない ，エバポレータがフロストしてい
る

^サーミスタ，八/0コントロール 
ユニットの点検9または交換

熱負荷が少なすぎる -外気温が異常に低い 一丨，丨…
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一一音に関する故障診断^- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ------------------------------------------------------------------------------------- 一

音に関する苦情は非常に個人差があるので，お客様の話をよく聞いて，適切な処置をする。

特に，クランクプーリのゆるみ，コンブレッサブラケットのゆるみ，破損等はよくコンブレッサの異音とま 

ちがえられるので注意する。

音に関する故障診断表

異常現象 状 況 推定原因 処 置

コンプレッサの

異音

ガタガタ音
(金属のたたき音がする。）

-摺動部の摩耗 
-部品の破損 
#異物のかみ込み

コンプレッサ交換コンプレッサ〇卩卩時のチ 
リチリ音がする

マグネットクラッチの接触

ベアリング音
マグネットクラッチのベア 
リング音

ウォーン，ウォーンという
音がする

コンプレッサのうなり音

，コンプレッサ，ブラケッ 

卜の取付ボルトなど増締 
めする

アイドラプーリ 
およびクランク 
プーリの異音

ガラガラ音
アイドラプーリのベアリン 
グ音

-アイドラプーリ交換

カタカタ音

ノ7ランクプーリの音 
'アイドリング時とか，、 

急加速時に出る。特に
コンブレッサが〇]^し 
た時に音が大きくなる 
のでコンプレッサ音と 

、まちがいやすい ノ

-交換または(外観上損傷 
なければ増締め）

Vベルトからの

異音

キューという連続音
Vベルトがゆるんでいる 
(ベルトの振れも大きい） 8ベルト張直しまたは交換

チュッ，チュッという断続

1

1
パーリアライメントがず矛 

:いる
，ベルト側面の摩耗が大ヽ
、きい ノ

V
-プーリアライメントの確 

認-修理 
#ベルト交換

部品取付け部か 
らの異音

ガーガーという連続音 
(触れるとガタガタする）

，固定ボルト類の脱落，ゆ 
るみ

，ブラケット類の破損

-正規締付状態にする 

-ブラヶット類交換
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国トラブルシューテイング（カルソニック製）〔1〕概要

エアコンの故障は大別して，エアコン，システムの故障，クーラーサイクルの故障，エアコンシステム制御回 

路の故障，遮熱，断熱等に関する故障…等に分けることができる。

故障の分類 故障モード 故障原因

エアコンシステム

に関する故障

，吹出，温度制御がきかない
コントロールがきかない）

-各モードが作動しない

，エアコンシステム部品の不良 

-ヒータユニット不良 
，各ドアの開閉不良 
-ダクトの不良

クーラーサイクル 
に関する故障

-冷たい風が出ない 
^冷えが悪い

%

争

-クーラーサイクル部品の不良 
-冷媒不足，入れすぎ
-サイクル内エア混入 
-サイクル内のガス漏れ 
，オイルの過童

エアコンシステム.
制御回路(機構）に関 
する故障

脅

-風が出ない
^コンブレッサが回転しない 
-吹出温度制御がきかない 
#各モードか作動しない

-ファンモータ回転制御回路不良 
^コンブレッサ制御回路不良 

-ワイヤーコントロール不良

異音に関する故障

，ファンの騒音及び風の音 
，エンジンルーム内で音がする 

-クーラーサイクル内の音 
#取付ボルト，ナットの驰みによる異音

#モータ不良
-コンブレッサ不良

#取付ボルト，ナット等の驰み

遮熱，断熱に関する 
故障

-室内温度が下らない ，フロアおよびダッシュボード，グロメ

ット不良 
-遮熱材の不良 
-ドアの閉り不良
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〔 2〕サイクル部品の故障診断（カルソニック製) 

——コンブレッサ関係------------------------------------------

異常現象 状 況 推定 原 天 処 置

，サイトグラスに多量の泡が見ら -冷媒の不足 -冷媒を規定量まで封入する。
れ，コンデンサ高圧管が熱くな

い0

-低圧圧力が低く，エキスパンシ -エキスパンシヨンバルブのつ -エキスパンシヨンバルブ交換

吐

ヨンバルブ入り口側に霜がつ 
き，エバポレータ出口が冷た 

くなぃ。

まり -

出 Vエキスパンシヨンバルブ出口が -エキスパンシヨンバルブ感温 -エキスパンシヨンバルブ交換

冷たくなく，霜もつかぬが，低 筒ガス漏れ
圧 圧ゲージは真空になる。

力 -高低圧圧力がコンプレッサを -コンブレッサバルブ破損 -コンプレッサ交換

停止すると，すぐバランスして

が しまう。

低
，エバポレータ出口にくらべ，低 

压フレキシブルホースのコネ
-低圧配管のつぶれ -交換

い
クタ付近が冷えている。 。一....…1 - 1 ,

-高低圧圧力がコンプレッサを停 -コンブレッサバルブに異物を #オーバーホールし，取り除く
- 止するとすぐバランスする。 かんでいる。 又は，交換

-コンデンサでの冷却がよすぎる。 外気温が異常に低い。 -冷媒ガスの性質でとうにもな
らならない。

-エキスパンシヨンバルブ，エバ -エキスパンシヨンバルブの開 -交換
ポレータ付近にくらベ，低圧 き過ぎ

吸 フレキシブルホースのコネク

入
夕付近が冷えている。

圧 ^外気温が高く，高圧圧力も上が -冷媒の過封入 #規定量まで放出する。

力
っている。しかしコンデンサに 
水をかけると高低圧圧力がすぐ

-ファンモータ不良 -フアンモータ交換

が 下がってくる。

咼
-コンブレッサを停止すると高低

い 圧圧力がバランスしてしまう。 ，高压バランス破損，又は異物 ，バルブ交換，異物をかんでい
をかんでいる。 る場合は才ーバーホールして

-エキスパンシヨンバルブ感温 取り除く。

筒接触不良 -密着させる。
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異常現象 状 況 推定原因 処 置

-サイトグラスに気泡が多く高圧 ，冷媒ガスの不足 -冷媒ガスを規定量まで封入す
吸 バルブも熱くなく，エクスパン る。

入 シヨンバルブもさほど冷えてい -

圧
ない0 -

力
-エキスパンシヨンバルブに多量 -エキスパンシヨンバルブのつ -交換

の霜がつき，特に入口付近に付 まり
が 着する。

低 ，エキスパンシヨンバルブに霜が -エキスパンシヨンバルブの感 -交換

す つかず，低圧配管が冷たくなく， 温筒ガス漏れ

ぎ
低圧ゲージが真空になる。

る -エバポレータ出口温度が極端に 鲁エバポレータに霜がついてい -解永できるまでコンプレッサ

-低く風が出なくなっている。 る。 を停止し，ファンだけ回転す 
る。

—
尚 ，コンデンサ冷却不良 -コンデンサフアンに土や虫の ，通風性を良くする。
低 死がいなどが多量に付着し，

压 通風性が悪い。
と
も

，ファンモータ不良 ，ファンモータ交換

商 -コンデンサを水で冷やしてもサ ，オーノくーチャージ -規定量まで冷媒ガスを放出

す イトグラスに気泡が通らない。

ぎ -外気温度が異常に高く，熱負荷 -外気温度が異常高温である。 -冷媒ガスの性質でどうにもな
る が大きすぎる。 らない。

，エキスパンシヨンバルブ，エバ -低圧側につまりがある。 ^交換

高
低

ポレーターに比較し，低圧フレ 
キシブルホースのコネクタが冷

圧
と炙

えている。

1)
低
す -コンデンサ出口付近の温度にく -高压ラインにつまりがある。 響つまり箇所の修理，又はパイ
ぎ
る

らベ，エキスパンシヨンバルブ

入口温度が5以上ちがってい 
る。

プ交換

-シャフトシール部の汚れが目立 ，コンプレッサシャフトシー 藝コンプレッサ交換

ガ ち，ガスがすぐになくなってし ルよりのガス漏れ。

ス
まぅ。’

漏
，ボルト部に油汚れが見受けられ. -各部締付ボルトからのガス漏 ，増し締めする。

る。 れ。
れ

-パッキン部より油汚れが見受け -その他，破損部よりガス漏れ -交換

られる。
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兵日リノ兜王^-------------------------------------------------- ----------------------------------------------------------------------------------------------

故 障 状 況 推定 原 天 処 置
，コンプレッサシャフト回転

-コンプレッサオイルの不足 ，オイル量をチェックし，規定量まで補充する。
不円滑 又は不足による回転部の焼 

付
，シャフトの異常摩耗

-焼付の場合はコンプレッサ交換

-シャフトのトルクが非常に 響コンプレッサ交換
大きい。（触感による） -ベアリングの異常

-シリンダへ、、;ドより、、コ -オイル過多 -オイルが規定量であるか確認する。
,ンコン"音がする0 
-\'カツカツ"などの異音。 #マグネットクラッチ板とク ，クリアランスを修正する。

ラッチホイールとの接触
，コンプレッサを止めたとき， 

音が出る
-クラッチ板のピリ音 ，クリアランスを調整する

，手で静かに回すと，、、ゴロゴ -ベアリングの不良 -コンブレッサ交換。
口"と感じる。

-その他 -ブラケットの亀裂，折損 奉コンブレッサ交換
，触れてみると”ガタガタ" -他の部品との干渉 -修正

し，運転時\、ガンガン" ，クランクプーリベルト -増締
と連続音がする。 のゆるみ

-キー溝とキーのかん合不良。
-配管が固定されていない。

，修正

-ボデーとの干渉修正クランプ増締
-ファン又はモータからの異 -ファン変形 -交換又は修正

:±1^ -ケーシングとの干渉 -修正
-ブラシ当たり不良 -ブラシ交換又はモータ交換
-シャフトのがた -シム調整又はモータ交換

エキスパンシヨンバルブ関係

異常現象
4

状 況 推定 原因 処 置

ノゞ

ノレさ 
ブほ 
出ど 
口冷 
がえ 

て
い
な
い

-出入口の温度差が激しく時には氷 
結する場合がある。

-出入口の温度差があまり感じられ 
ない。

-エキスパンシヨンバルブのつま

-エキスハ。ンシヨンバルブの感温 
筒ガス漏れ

-サイクル内の冷媒ガスが非常に 
少ない。

-エキスハ。ンシヨンバルブの開度
が大きい

-エキスパンシヨンバルブ交換

-エキスパンシヨンバルブ交換 
-ガス漏れ箇所を点検修理し，規 

定量まで封入する。
-エキスハ0ンシヨンバルブ交換

バ
ノレ〇
ブめ
入た
口く
部霜
がが

つ
ぐ

-時には水結する場合がある。

-パイプ(高圧ライン）が外気温度に 
くらベて冷たい。

-レシーバドライヤからの高圧パイ 
プに触れても，熱さがあまり感じ 
られない。

-エキスパンシヨンバルブのつま
9

-エキスパンションバルブの感温 
筒ガス漏れ 

-高圧パイプのつぶれ

^レシーノくドライヤのつまり

-エキスパンシヨンバルブ交換 
^エキスパンシヨンバルブ交換

-パイビング交換

-レシーバドライヤ交換 1

ガ漏
スれ

-溶接部に油汚れが見受けられる。
，|容接部に油汚れが見受けられる。

-溶接部
-フレア部

-エキスパンシヨンバルブ交換 
-増し締め，フレア亀裂の場合交換
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-----------------マグネットクラッチ関係---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

異常現象 状 況 推定原因 処 置

異

立

発

生

-クラッチホイールが熱を持ち，高 
温になって変色し，一定間隔で”力 
ッカッ"と金属音がする。

#作動操作にもかかわらず，ある回 
転のとき吸着しない。又，接触し， 
音が出る。

#マグネットクフッチを作動させて 
いないときヽ'カラッ〃と音を発す 
る。

-マグネットクラッチとホイール 
とがすっている。

-クラッチ板とクラッチホイール 
との接触

-ベアリング摩耗

，修正，又はクラッチ八53丫交換

，クラッチ板の間隙の修正，又は 
クラッチ八33丫交換

，コンフ。レッサ交換

-マグネット入ロリード線に電気が -コイル断線.コンブレッサ交
吸 きていて，アース部も正常である 換

が吸着しない。
着 -作動搡作にもかかわらず，吸着し ，配線関係の断線（ヒューズ)，及 ，断線箇所のハンダ付け，スは交

ない0 び接続部不良（アース不良） 換
せ -スイッチ関係の接触，及び作動 -スイッチ修理，又はクラッチ

不良 八33 丫交換
す

-手で押すとクラッチ板が着く。 -クラッチ板とクラッチホイー -クリアランス修正，又は，クラ
ルの間隔が大きすぎる。 ッチ八83丫交換

:ク -回転時のみスリップする。 ，バッテリー電压降下 ，ノマッテリー充電
ラ ，コイルのレヤシヨート -コンブレッサ交換
V

チ (層間短絡）
部 -圧縮状態が重いように見受けられ， -コンブレッサ駆動力が大き過
り

す コンプレッサにふれてもあまり ぎる。又はコンブレッサ内部の
温度差が感じられず，全体的に熱 故障 -コンブレッサ内部故障の場合，

0 い。 は八33丫交換

配管関係

異常現象 状 況 推定原因 処 置

ガ
ス
漏
れ

，フレア部に油汚れが見受けられる。 -フレア部が変形している。
，フレアナット締付不良 
パ0〃 リングの切れ，破損，欠品

-ハ。イプ交換 
，増締
ハ'〇"リング交換

異立
綦
生

，配管が振動している。
-脈動音がボデーに共鳴している。

-配管がブラブラしている所がる。
舉コンプレッサと，レシ ーノくドラ

イャ間の配管がボデーに直接ク 
リップされている。

-クリップなどで配管を固定する。
-ゴムなどをボデーとの間に入れ 

て取り付ける。

——断熱状況点検---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

故障状況 推定原天 処 ， 置

-外部より熱風の侵入がある。 -エアインテークドアの閉ま -ヱアインテークドアの作動を確認する。
り不良

，ダッシュパネルグロメット ，エンジンルーム側より点検，修正又は追加取り付け（ド
類の脱落 レーンホースグロ メットも点検）

-内部より熱の侵入がある。 -ヒータ温水コックの閉まり -修正
不良

-フロアおよびダッシュボー -ダッシュおよびフロアのインシュレータの取り付け状
ドょりふく射熱侵入 況を点検する。
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マニアルエアコン——トラブルシューティング

〔3〕冷えに関する故障診断(ヂーゼル機器，カルソニック製)

(圧力異常に関する故障診断表を#照)



マニアルエアコン——トラブルシューティング

1 ブロアモータが作動しない

一診断内容--------------------------------------

參ブロアモータ回路の断線またはショート 

^ハーネス端子の接触不良 

-レジスタ不良 

#ヒューズ断線

一不具合現象------------------------------------------

#送風しない。

，送風するが，ブロアスイッチを切換えても一 

定の微風しかでない。

，送風するが，ブロアスイッチの「3」位置の 

みブロアモータ作動する。

点検手順
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マニアルエアコン-------- トラブルシューティング

广ロアスイツチによるブロアモータの作動は正常か

56-201

ブロアスイツチを0 —1—2 —3と動かして，ブロアファンが作 

動し，風量が切り替わるか点検する。

イグニッシヨン 
スイッチ

ブロア
スイッチ

ブロアファン 
の風4

八(：0

0 停 止
1 低速(弱風）
2 中速（中風）
3 高速(強風）

丫巳5
ブロアスイッチ「3」位置(ハイポジ 
シヨン）のみブロアモータが作動す 
る場合峠レジスタ不良（交換）

N0
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マニアルエアコン-------- トラブルシューティング

3 ブロアモータ電源電圧は正常か

ブロアモータのハーネスコネクタを接続した状態で，車体ハーネ 

ス側コネクタ端子とボデーアース間の電圧値を測定する。

測定
レンジ

イグニッシヨン
スイッチ

測定端子
標準値㊉ ㊀

V 八。。 ① ボデー
アース 約12ソ

5 6 -202

丫已5囹へ N0車体ハーネス断線(修正または交換)

4 ブロアモータのハーネス側アース回路は正常か

ブロアモータのハーネスコネクタをはずし，車体ハーネス側コネ 

クタ端子とボデーアース間を点検する。

測定 イグニッシヨン ブロア 測定端子
標準値レンジ スイッチ スイッチ ㊉ ㊀

0 導通なし
1

② ボデー
2 アース 導通あり
3

丫^5ブロアモータ不良(交換） N0囹へ

ドロアスイツチのハーネス側アース回路は正常か

し6

X 21
3 4 5 56 -204

ロアスイツチのハーネスコネクタをはずし，車体ハーネス側コ 

ネクタ端子とボデーアース間を点検する。

測定
レンジ

イグニッシヨ
スイッチ

測定端子
標準値㊉ 0

〇 ① ボデー
アース 導通あり

冗5 N0 車体ハーネスのアース不良(修正または交換)

丫

ブロアスイツチの回路は正常か

ブロアスイッチのハーネスコネクタをはずし，ブロアスイッチ側 

の端子間を点検する。

測定
レンジ

ブロア
スイッチ

測定端子
標準値㊉ ㊀

1 ③
〇 2 ④ ① 導通あり

3 ⑤

(ブロアスイッチ端子) 5 6 -223

¥£5車体ハーネス不良(修正または交換) N0ブロアスイッチ不良(修正または交換)
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マニアルエアコン-------- トラブルシューティング

2 コンプレッサか0作動しない

一診断内容--------------------------------------------

-コンブレッサ作動制御回路の断線またはショ 

ート
-ハーネス端子の接触不良

一不具合現象

#冷えない

点検手順
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マニアルエアコン トラブルシ ユ テイング

⑴ヂーゼル機器製

^0、

「ば6
マイクロスイッチ
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

メインリI^一のハーネス側回路は正常か

8^

V 3
2
4 し(5 56-207

メインリレーのハーネスコネクタをはずし，ェアコンハーネス側 

コネクタ端子とボデーアース間を測定する。

測定
レンジ

イグニッシュン 
スイッチ

ブロア
スイッチ

エアコン
スイッチ

測定端子
標準値㊉ ㊀

V 八〇。
— — ④

ボデー
アース

約12乂
1 ③

— ① 約〇〇

丫已5 N0 エアコンハーネスまたは車体ハーネス不良(修正ま
たは交換）

メインリレーは正常か

56-213

メインリレーを取りはずし，リレー単品で測定する。

測定
レンジ

測定端子
標準値㊉ ㊀

0
③ ④ 00
① ② 約1000

丫巳5 N0 レ-不良(交換)

圧カスイッチの導通は正常か

圧カスイッチのコネクタをはずし，圧カスイッチ側コネクタ端子 

間を測定する。

測定
レンジ

測定端子
標準値 備 考㊉ ㊀

[1 ① ② 導通あり 高压圧力が2,1〜15^/恤の 
範囲であること

〇问
2.0 27

2.1
(低圧時)

15

(高圧時)

単位(味/0010

丫已5 N0 圧カスイッチ不良(交換）または高圧側圧力の異常
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

コンプレッサの温度センサの導通は正常か

2

コンプレッサーのハーネスコネクタをはずし，コンプレッサの温 

度センサ側コネクタ端子間を測定する

測定
レンジ

測定端子
標準値 備 '考㊉ ㊀

① ② 導通あり コンプレッサ内の温度が 
135て以下であること。

〇⑸

135〇0

160て

¥£5 N0 コンプレッサ温度センサ不良（交換)

コンブレッサリレーのハーネス側回路は正常か

じ

〇 1 2
3 4

5 8 -210

コンプレッサリレーのハーネスコネクタをはずしエアコンノ 

ネス側コネクタ端子とボデーアース間を測定する。

測定 イグニッシュン ブロア エアコン 測定端子
標準値レンジ スイッチ スイッチ スイッチ ㊉ ㊀

V — — ②
約12卩

1
① ボデー

£1
③ アース 約〇乂

— — ④ 約40

丫已5 N0 エアコンハーネス，車体側ハーネスまたはマグネッ
トクラッ不良(修正または交換）
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サーミスタのハーネスコネクタをほずし，

端子間を測定する。

測定
レンジ

測定端子
標準値㊉ ㊀

0 ① ② 右図 
参照

サーミスタ側コネクタ

化5 11 N0 サーミスタ不良（交換)

11 アクセルスイッチの回路は正常か
11\1〇 )1(10

5 6-216

八/〇コントロールユニットのハーネスコネクタをはずし，エア 

コンハーネス側コネクタ端子とボデーアース間または，コネクタ

端子間を測定する。

条件，アクセルを80%以上踏込みマイクロスイッチを01^させる

¥£3 12 N0 ハーネスまたはアクセルスイッチ不良

12 八/〇コントロールユニットのハーネス側回路は正常か

总I 公 ク ノ

…乳8 し6

[1 2 3 X 4 ^1
6 7 8 9 10 11 08
丫 评西Vし 5 6-217

コントロールユニットのハーネスコネクタをはずし，エアコンハ

ーネス側コネクタ端子とボデーアース間または，コネクタ端子間 

を測定する。

測定
レンジ

イグニッシュン 
スイッチ

ブロア
スイッチ

エアコン
スイッチ

測定端子
標準値 備 考㊉ ㊀

V 八。。

④

ボデー
アース

約12ヮ 電源回路

1
① 約厦 リレー制御 

回路③ 約12〃

0

③ 約〇〇 アース回路

⑩ ⑨ 嵚1 レジスタ
回路

⑦ ⑧ 兹2 サーミスタ
回路

泶1…囹のレジスタ抵抗値を参照する。 
迻2…回のサーミスタ抵抗値を参照する

\^5
八/〇コントロールユニット不良
(交換)

N0 ェアコンハーネス不良(修正または交換)

マニアルエアコン トラブルシューテイング

レジスターの抵抗値は正常か

戰 丫し

〇 2 5 6-214

レジスターのハーネスコネクタをはずし，レジスタ側コネクタ端

子間を測定する。

測定
レンジ

温度コントロール 
レバー位置

測定端子
標準値㊉ ㊀

〇 フルクール ① ② 約〇お〇

丫巳5 II N0 レジスタ不良（交換)

抵
抗
11
心
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

(2)カルソニック製

㈣〇用

V

1 エアコンスイッ，チのハーネス側回路は正常か

56 -205

エアコンスイツチのハーネスコネクタを接続状態で，エアコンハ 

ーネス側コネクタ端子とボデーアース間を測定する。

測定
レンジ

イグニッシヨン
スイッチ

ブロア
スイッチ

測定端子
標準値

㊉ ㊀

V 八〇〇 — ① ボデー
アース 約12^

丫巳5 N0 エアコンハーネス不良（修正または交換)

エアコンスイツチの回路は正常か

8…

86 -206

⑴エアコンスイッチのハーネスコネクタをはずし，エアコンスイ
I

ツチ側のハーネスコネクタ端子間の抵抗値を測定する。

測定
レンジ

エアコン
スイッチ

測定端子
標準値㊉ 0

£1

②

①
③
② 約1400
③ 約〇〇

丫已5 N0 エアコンスイッチ不良(修正または交換)
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

し6 5 6-210

8「西 し5

V
1 2
3 4

メインリレーのハーネスコネクタをはずし，エアコンハーネス側 

コネクタ端子とボデーアース間を測定する。

測定
レンジ

イグニッシュン 
スイッチ

ブロア
スイッチ

エアコン
スイッチ

測定端子
標準値㊉ ㊀

V
— — ④

ボデー
アース

約12ソ
1- ③

0 — ① 約〇〇

冗5 5； N0 エアコンハーネスまたは車体ハーネス不良(修正ま 
たは交換）

メインリレーは正常か

②①
56-213

メインリレーを取りはずし，リレー単品で測定する。

測定
レンジ

測定端子
標準値㊉ ㊀

0
③ ④ 〇〇
① ② 約1000

丫〔5 N0 レー不良（交換)

圧カスイッチの導通は正常か

^8

08 56-208

压カスイッチのコネクタをはずし，压カスイッチ側コネクタ端子 

間を測定する。

測定
レンジ

測定端子
標準値 備 考㊉ 0

0, ① ② 導通あり 高圧圧力が2，1〜15を7〇1〇2の 
範囲であること

〇问-
2.1 27

2.2
(低圧時)

！5
‘単位(吆/〇め

(高圧時)

丫巳5 0 N0 还カスイッチ不良(交換）または高圧側圧力の異常

3 メインリレーのハーネス側回路は正常か
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

コンブレッサの温度センサの導通は正常か

0

6 2
56 -209

コンプレッサのハーネスコネクタをはずし，コンプレッサの温度 

センサ側コネクタ端子間を測定する

測定
レンジ

測定端子
標準値 備 考㊉ ㊀

0 ① ② 導通あり コンプレッサ内の温度が 
135で以下であること。

140〇0

160て

冗5 N0 コンプレッサ温度センサ不良（交換)

コンブレッサリレーのハーネス側回路は正常か

敗

1

3
2
4

し6 

し
56-207

コンプレッサリレーのハーネスコネクタをはずしエアコンノ

ネス側コネクタ端子とボデーアース間を測定する。

測定 イグニッシュン ブロア エアコン 測定端子
標準値レンジ スイッチ スイッチ スイッチ ㊉ ㊀

V
— — ② 約12乂

八。。
1 ① ボデー

0
③ アース 約0 V

— — ④ 約40

作5 N0 エアコンハーネス，車体側ハーネスまたはマグネッ
トクラッ不良(修正または交換）

コンブレッサリレーは正常か

5 6-213

コンブレッサリレーを取りはずし，リレー単品で測定する。

測定
レンジ

測定端子
標準値

㊉ -0
③ ④ 〇〇
① ② 約1000

¥£5 0] へ N0 レー不良
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作5 0 N0 レジスタ不良（交換)

10 サーミスタの抵抗値は正常か

丫し
1
1 2ヽ

11 へ

5 6-215

サーミスタのハーネスコネクタをはずし， 

端子間を測定する。

測定
レンジ

測定端子
標準値㊉ ㊀

〇 ① ② 右図 
参照

丫巳5 N0 ザーミスタ不良(交換)

11 アクセルスイッチの回路は正常か

サーミスタ側コネクタ

.1?丄及1ぃ石!

5 6,216

八/〇コントロールユニットのハーネスコネクタをはずし，エア 

コンハーネス側コネクタ端子とボデーアース間または，コネクタ

端子間を測定する 〇

条件，アクセルを80%以上踏込みマイクロスイッチをさせる

¥£3 0 N0 ハーネスまたはアクセルスイッチ不良

12 八/〇コントロールユニットのハーネス側回路は正常か

し西政丫

XX 5 |6 7 8^
9 10 11 12\XX16

丫

西丫し……尺 8 5 6-217

八/〇コントロールユニットのハーネスコネクタをはずし，エア 

コンハーネス側コネクタ端子とボデーアース間または，コネクタ

端子間を測定する 〇

測定
レンジ

イグニッシュン 
スイッチ

ブロマ
スイッチ

エアコン
スイッチ

測定端子
標準値 備 考㊉ 0

V 八〇〇

〇ド孖 ⑧

ボデー
アース

約12乂 笔源回路

1
⑤ 約12乂 リレー制御 

回路⑥ 約12乂

[1
⑬ 約〇〇 アース回路

⑪ ⑫ 绦1 レジスタ 
回路

⑨ ⑩ 泶2 サーミスタ 
回路

浓1…囹のレジスタ抵抗値を参照する0 
效2…0のサーミスタ抵抗値を参照する。

丫配5 八/〇コントロールユニット不良
(交換)

N0 エアコンハーネス不良(修正または交換)

マニアルエアコン——トラブルシューティング

9 レジスターの抵抗値は正常か

抵
抗
值
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

3 吹き出し温度が変化しない

一診断内容--------------------------------
#

-温度制御回路の断線またはショート 

^ハーネス端子の接触不良

一不具合現象--------------------------------

-吹き出し温度がコントロールできない

点検手順

2^4



マニアルエアコン トラブルシューティング

⑴ヂーゼル機器製

七—トス1ツチ

「略8

1 温度コン トロールレバーを動かした時レジスタの抵抗値は変化するか

难 丫/し

〇 2 5 6-214

レジスタのハーネスコントロールをはずし，温度コントロールレ 

バーを動かしながらレジスタ側コネクタ端子間を測定する

測定
レンジ

温度コントロール 
レバー位置

測定端子
標準値㊉ ㊀

〇
フルクール

① ②
約〇尬

中央 約ら⑽
フルホット 約1〇成

丫巳5 N0 レジスタの取付けまたはレジスタ不良（修正または
交換）
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マニアルエアコン-------- トラブルシューティング

サーミスタの抵抗値は正常か

12 5 8-215

サーミスタのハーネスコネクタをはずし，サーミスタ側コネクタ

端子間を測定する。

測定
レンジ

測定端子1
標準値

㊉ ㊀
0 ① ② 右図 

参照

抵
抗
値 X

！ X

！
1
1

ず

、丨5
！
1

0 10
温度て

15

丫巳5 N0 サ スタ不良（交換)

マイクロスイッチの作動は正常か

丫し 1111
5 6-218

マイクロスイッチのハーネスコネクタをはずし，吹出口切替えレ 

バーを動かしながら，マイクロスイッチ側コネクタ端子間を測定 

する。

測定
レンジ モト位置

測定端子
標準値㊉ 0

ベント

① ②

導通なしバイレベル
〇ット

導通ありデフ/ロット

デフ

丫巳5 エアコンハーネス不良（修正または
交換） N0 モードスイツチの取付けまたはモードスイッチ不良 

(修正または交換）
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マニアルエアコン---------トラブルシューティング

(2)カルソニック製

〇〇〜〇用

闩も9

1 温度コントロールレバーを動かした時レジスタの抵抗値は変化するか

〇^31〇

丫巳5 [11へ

レジスタのハーネスコントロールをはずし，温度コントロールレ

バーを動かしながらレジスタ側コネクタ端子間を測定する

測定 
レンジ

温度コントロール 

レバー位置
測定端子

標準値㊉ ㊀
フルクール 約彻

0 中央 ① ③ 約5让0
フルホット 約10^0

⑽論スタの取付けまたはレジスタ不良(修正または
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丫し
3 6-215

㈣）10

マニアルエアコン——-トラフルシューテイング

2 サーミスタの抵抗値は正常か
4

サーミスタのハーネスコネクタをはずし，サーミスタ側コネクタ

端子間を測定する。

測定
レンジ

測定端子
標準値㊉ 0

〇 ① ② 右図 
参照

丫ど5 N0 サーミスタ不良（交換)

マイクロスイッチの作動は正常か

マイクロスイッチのハーネスコネクタをはずし，吹出口切り替え 

レバーを動かしながら，マイクロスイッチ側コネクタ端子間を測

定する 〇

測定 モード位置
測定端子

標準値レンジ ㊉ ㊀
ベント

導通なしバイレベル
〇 ロア ① ②

デフ/ロア 導通あり
デフ 私

¥£5 茲コンハ-ネス不良(修正または N0 モードスイッチの取付けまたはモードスイッチ不良 
(修正または交換）

40
36

20

抵
抗
使
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

4 吹出口切替えレバーがロア，デフ/ロア，デフの時コンブレッサが作動しない

一診断内容------------------------

，マイクロスイッチ回路の断線 

-ハーネス端子の接触不良 

，マイクロスイッチの取付不良

一不具合現象-

- 除湿ができない 

-窓ガラスが曇る

点検手順
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

マイクロスイッチ

くヂーゼル機器製〉
00麵

「1^10 パ

マイクロスイツチの作動は正常か

丫し

只
(カルソニック〉

職

(ヂーゼル機器製） 5 6-218

マイクロスイッチのハーネスコネクタをはずし，吹出口切り替え 

レバーを動かしながら，マイクロスイッチ側コネクタ端子間を測

定する。

測定 モード 測定端子
標準値レンジ 位置 ㊉ ㊀

ベント
導通なし

バイレベル
〇 ロア ① ②

デフ/ロア 導通あり
デフ

¥£3 エアコン
交換）

ハーネス不良(修正または N0 益スぶ交チ換ア寸けまたはモードスィッチ不良
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マニアルエアコン——トラブルシューティング

一診断内容-----------------------------------

-コンデンサ回路の断線またはショート 

‘ハーネス端子接触不良 

#ヒューズの断線 

-コンデンサリレー作動不良

一不具合現象--------------------------

#冷えない

，コンデンサフアンモ广夕作動せず

点検手順
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

F\^

イ

「ば12

㊉③
20八

〇^〇"
20八

八/〇りレー(2)

10 3\7

ブロアモータ

^/〇 3^

0

レジスタ

し〇 
〇ドド 

ブロ 75^

ハ/〇
リレ
一⑴

丁づ 
5^

⑽〇用
モータ

八/〇リレー(3)

八/〇 
？し

0

11
N1

4

十丨ヴ00^4

只レンジ

十電源 水温入力

全開カット入力 
—電源エンジン回転数入力

マイクロ
| -0 5说

丁巳ゾド
レジスタ

車速入力

水温5你(高温時〇⑷
----013------- 1

、マイクロ 5奴

十12ゾ

イグニッシヨン

5卩圧0

くカルソニック製〉

エアコン用ヒューズは正常か

！ 「

(1
1

口!—
1||~~ 嗶厂酽皺

20八
5 6-213

エアコン用ヒューズ（ヒューズボックス下）を点検する

丫巳5 N0 ヒューズ不良(交換)
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マニアルエアコン 'トラブルシューテイング

⑴ヂーゼル機器製

コンデンサリレーのハーネス側回路は正常か

コンデンサリレーのハーネスコネクタを接続した状態でェアコ 

ンハーネス側コネクタ端子とボデーアース間を測定する。

測定 
レンジ

イグニッシュン 
スイッチ

ブロア
スイッチ

エアコン
スイッチ

測定端子
標準値㊉ ㊀

V ② ボデー
アース 約厦

1 ①

丫巳5 N0 ネスまたはエァコンハ-ネス不良(修正ま

コンデンサファンハーネス側電源回路は正常か

-22卜八

コンデンサフアンコネクタをはずし，車体ハーネス側コネクタ端 

子とボア"ーアース間を測定する。

測定
レンジ

イグニッシュン 
スイッチ

ブロア
スイッチ

エアコン
スイッチ

測定端子
標準値-㊉ ㊀

V ① ② ボデー
アース 約厦

丫巳5 N0 車体ハーネス不良(修正または交換)

コンデンサファンハーネス側アース回路は正常か

5 6-661-8

コンデンサフアンハーネスコネクタをはずし，車体ハーネス側 

コネクタ端子とボデーアース間を測定する。

測定
レンジ

測定端子
標準値㊉ ㊀

〇 ① ボデー
アース 導通あり

丫巳5 コンデンサフアンモータ不良 
(修正または交換） N0 車体/、ー ネス不良(修正または交換)
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

(2)カルソニック製

コンデンサリレーのハーネス側回路は正常か

(

コンデンサリレーのハーネスコネクタを接続した状態でェアコ 

ハーネス側コネクタ端子とボデーアース間を測定する。

測定
レンジ

イグニッシュン 
スイッチ

ブロア
スイッチ

エアコン
スイッチ

測定端子 標準値㊉ ㊀
，V ② ボデー 

アース 約厦
1 ①

化5 N0 車体ハーネスまたはエアコンハーネス不良(修正ま 
たは交換）

コンデンサフアン/乂ーネス側電源回路は正常か

コンデンサフアンコネクタをはずし，車体ハーネス側コネクタ端 

子とボデーアース間を測定する。

測定
レンジ

イグニッシュン 
スイッチ

ブロア
スイッチ

エアコン
スイッチ

測定端子
標準値㊉ ㊀

V ① 0^ ② ボデー
アース 約12ン

丫巳5 N0 車体ハーネス不良(修正または交換)

コンデンサフアンハーネス側アース回路は正常か

5 6-221-8

コンデンサフアンハーネスコネクタをはずし，車体ハーネス側

コネクタ端子とボデーアース間を測定する 〇

測定
レンジ

測定端子
標準値㊉ ㊀

0 ① ボデー
アース 導通あり

丫巳5 コンデンサフアンモータ不良 
(修正または交換） N0 車体ハーネス不良(修正または交換)
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マニアルエアコン——冷凍サイクルの整備上の注意事項

国整備要領(ヂーゼル機器製）（1)冷凍サイクルの整備上の注意事項

-----------般整備---------------------------------------------------

⑴脱着作業は必ずバッテリ㊀端子を外して行う。

⑵脱着作業は原則として室内で行うこと。（エアコン 

はごみ，ほこりおよび雨による湿気を特にきらう） 

⑶エアコン部品取外し後，速やかに盲栓を取付け， 

盲栓の取外しは接続直前に行うこと。

キャップ(盲栓)

⑷ホース，パイプの接続時には，〇リングにコンプレ 

ッサオイル(ひ220\^又）を塗布すること。（過大トル 

クによる締付けを防ぐため，ユニオンねじ部には才 

イルを塗布しないこと。

コンブレッサ 
オイル 
(0-220^)

〇リング インプレート部

「16.14

(5)ユニオン，ナットの初期締付けは手で行うこと。 

⑹変形および老化を防ぐため0リングの再使用をし 

ないこと。〇リングは必ず新品と交換する。

ユニオン ナツト

パイプ先端のかじり
印5

⑺ホースやパイプの接続は必ず2本のスパナ(締付 

け側はトルクレンチ）を用い，一方を固定し，トルク 

レンチで規定トルクに締付ける。

注意

-1本のスパナで締付けた場合，無理な力が加わり， 

パイブがねじれたり，締付トルク不足によるガス漏 

れを起こしたり，さらに破損の原因となる。

⑻各部品の取付けボルトもトルクレンチを使用して， 

規定トルクで締付ける。

スパナ固定
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マニアルエアコン-------冷凍サイクルの整備上の注意事項

冷媒の取扱I

⑴冷媒の取扱いは換気の良い所で行い，液冷媒が直 

接皮膚に掛からないようにし，保護メガネおよび手 

袋を使用して取扱うこと。

手袋 保護メガネ

ド 12.17

⑵冷媒缶の取扱い

，冷媒缶の雰囲気温度を40て以上にしないこと。

-冷媒缶をラジェータやェンジンの上に置かないこと, 

，冷媒缶を強く振ったり，衝撃をあたえないこと。 

(冷媒缶に記載されている注意，使用方法を守るこ 

と。）

(3)冷媒漏れ点検をハライドトーチ式リークデテクタ 

で行う場合，炎に冷媒が直接触れると，有毒ガスを 

生成するので，出てくるガスに注意すること。

冷媒漏れ点検を行う場合，下図の電気式リークデテ 

クタを推奨する。

デーゼル機器推奨品 
(品番59700卜0720)

「セ.18

ハライドトーチ式 
リークディテクタ

冷媒の抜きかた

(1)チヤージングバルブにゲージマニホールドを取 

付ける。

⑵高圧側と低圧側压力がほぼ同一になったら，低压 

側から徐々に冷媒を抜く。

サービスバルブ

低圧

^6.19

注意

5 6 -281

気に冷媒抜きを行うと冷媒と一緒にコンブレッサ

オイルが吹き出すので，時間をかけて徐々に抜く 〇

冷媒を抜いた後は，コンブレッサを作動しないこと。
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マニアルエアコン——冷凍サイクルの整備上の注意事項

——コンブレッサオイルの抜取り，補給---------

(1)コンブレッサオイルは，エンジンオイルのように 

頻繁にチェックしたり，補給したりする必要はない 

が，以下の場合に行う。

① 2年目シーズンインの時。

② 大きなガス漏れが発生し，急激に冷媒が放出さ 

れたとき。

③ コンプレッサに不具合があったとき。

④ クーリングユニットを交換したとき。

⑵コンプレッサを交換するときは冷媒と一緒にサイ

クル内に回っているコンプレッサオイルを回収す 

るため，「オイルリターン運転」を行う。

，オイルリターン運転が不可能な場合(焼付,破損等) 

には，新しいコンブレッサを取付けたあとにオイル 

リターン運転を行い再度コンブレッサを取外し，規 

定量以外のオイルを抜きとる。

(3)コンブレッサを逆さにして，低圧側および高圧側 

の配管接続部からコンブレッサオイルを抜き取り， 

メスシリンダで測定する。

バーでチェックバルブを押す 高圧側配管接続部

「1る20 5 6-282

⑷コンブレッサオイルの補充量リスト

項 目 補充量 備 考

コンプレッサの交換 (注)

クーリングユニットの交換 70。。

レシーバドライヤの交換 — 補充の必要なし

コンデンサ

の交換

オイル漏れのよう 

すがない
補充の必要なし

コンデンサから多量 

のオイル漏れがある
50。。

9

フレキシブ 

ルホースま 

たはパイプ 

の交換

オイル漏れのよう 

すがない
— 補充の必要なし

多量;のオイル漏れ 

がある
50〇〇

冷媒漏れ

オイル漏れのよう 

すがない
— 補充の必要なし

多量のオイル漏れ 

がある
50 〇〇

(注)

オイルリターン運転 

によるオイル回収量

新品コンフレッサからのオイル抜取童 
(コンブレッサ内には既に規定量170沈

注入されている）

70〇〇以上 1700。一 回収童一20¢¢

ァ〇⑶以下 90。〇

(5)コンブレッサオイル補給要領

① 補給するオイル量をメスシリンダで計る。

② コンブレッサの高圧配管接続口から注入する。
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マニアルエアコン------- 冷媒封入

(2)冷媒封入(ヂーゼル機器製)

真空引き要領

エアコンシステム内のエアおよび水分を排除するため冷媒封入前に必ず真空 
引きを行1う。

一740咖1112

― 760腦1112
(5分間以上)

V

く真空引き〉
⑴ゲージマニホールドのチャージホースを低压ホ 

ースと高圧ホースに接続する。

⑵チャージホースを使用してゲージマニホールド

と真空ポンプを接続する。

⑶真空ポンプを作動させ，ゲージ目盛が740〜760111111 

間で約5分間真空弓丨きを続ける。

⑷ゲージマニホールドの低圧，高圧バルブを閉じ 

る。

⑸ 5〜10分間放置し，ゲージの針の動きに変イ匕があ

ることを確認する。ゲージの動きに変化がある時に 

は，配管接続部を点検，増締めを行った後，再度真 

空引きをする。

⑹再度真空ポンプを作動させ，20分以上真空引きを 

行う0

ゲージマニ 
ホールド

「1も22 真空ポンプ 56 -270

〇尺

N0
(漏れあり)

くガス漏れチェック〉

⑴真空ポンプを外し，冷媒缶を接続する。

(2)チャージホース内のエアを冷媒で押し出す。

⑶低压バルブを開き，約半缶(1502)システムの中

に入れる 〇

⑷低圧バルブを閉じる。

(5) 冷媒漏れ検出器を使って，ガス漏れをチヱックす 

る。

プロパン燃焼式ガス漏れ検出器を使用するときは， 

つぎのことに注意すること。

-ガソリン等の可燃物がないかを確認する 

-冷媒の燃焼ガス（有毒）を吸わないこと。

(6) 漏れのある場合は増締めする。

0

^2.23 5 6 -271

整備

0X〇
ゲ̂—

ジ王チヱツク

5
〜
10
分
間
放
置

真
空
引
停
止

真
空
引
開
始

作
動
確
認

冷
媒
漏
れ
テ
ス
ト
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マニアルエアコン 冷媒封入

冷媒封入

⑴真空引き後，高，低圧バルブを閉じてから真空ポ 

ンプを外し冷媒缶を取付ける。（フロンー12使用）

⑵チャージホース内のエアを冷媒で押し出す。

⑶低压バルブを開いて冷媒を規定量封入する。

冷媒封入時間を短縮するには

①冷媒缶を温めるて封入する方法

40で以下のお湯の中に冷媒缶を入れ，冷媒缶を温め 

る0

注意

-低圧ノ、つレブが開いていることを確認してから，お湯 

に入れること。

- 40て以上のお湯には絶対に入れないこと。

，冷媒缶をさかさまにしないこと。

②コンブレッサを作動させて封入する方法

高圧バルブが閉じていることを確認し，エンジンを 

始動，八/〇スイッチを入れコンブレッサをまわす。

注意
暴 高压バルブは開かないこと 〇

高圧バルブを開くと，高圧ガスが逆流し，冷媒缶が 

破裂するので絶対に守ること。

-エンジン回転を1，500卬111以下にすること。

-冷媒缶をさかさまにしないこと。

冷媒缶をさかさまにすると冷媒液のままコンプレッ 

サに入り，液圧縮によりコンプレッサバルブ破損の 

原因となる。

^2.24 5 6-272

規定冷媒封入量
デーゼル機器

500 + 502
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マニアルエアコン 冷媒封入

サイドグラスによる冷媒封入状態の点検

サイドグラスの冷媒封入状態の点検は次のようにして確認する

⑴運転条件
癱 エンジン回転数 10501"口 111

窓 開
，ブロアスイッチ (最大)
着 内-外気切替えレバー……内気循環

馨温度コントロールレバ------フルクール

注意

ラジェータフアンが〇卩ドしている時に確認してください 0

サイトグラス

闩2,25 56 -042

点検項目、
封入量

サイト グラスの

状 態

高^低压側配管の
温 度

圧力 状態

適 量

ほとんど透明で，ェ 
ンジン回転を上げた 

り下げたりすると， 
時々気泡の出ること 

がある。

冷媒量不足

いつも気泡の流れる 
のが見える。白濁し 
ている。

冷媒がほとんどなレ

霧のようなものが流 
れている。

冷媒封入量が多し

気泡がまったく見え 
ない。

高圧側配管は熱く， 
低圧側配管は冷たい。 
温度差がはっきりあ 
る。

高圧側配管は温かく， 
低圧側配管はやや冷 
たい。温度差があま 
りない0

高圧側配管，低圧側 
配管にほとんど温度 
差が感じられない。

高圧側配管は熱く， 
低圧配管はやや温か 
いが温度差はある。

圧力正常。 高低圧側ともやや低い。 高圧側が異常に低V 高低田とも異常に高い。
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マニアルエアコンーィリブドべルト

(3) Vリブトベルト（ヂーゼル機器製） 

-------- 脱着#点検----------------------------------

く取外し:車）

(1) バッテリ㊀端子を外す。

(2) オルタネータの取付ボルトをゆるめる。

(3) ベルトを取外す。

(80車）

⑴バッテリ㊀端子を取外す。

(2)アイドラプーリのロックナットをゆるめる。

⑶アイドラプーリのベルト調整ボルトをまわし，ベ 

ルトを取外す。

オルタネータ

「12.27 5 6-232

く取付け〉

取外しの逆手順で行う。

NA車はオルタネータでベルトの張り調整するので， 

オルタネータを破損させないように下図のようにバ

一を入れ作業を行う。

く点検〉

^ベルトに亀裂.損傷のある場合は交換する。

-調整ボルトにて基準値内にベルト張り調整をする。

エンジンを5分間ならし運転後にテンションゲージ 

で測定する。また，テンションゲージがない場合は 

テンションゲージ位置を101^の力で押し，たわみ量

を測定する。

、基準値
項目

基準たわみ量 テンションゲージ^直

新品 継続 新品 継続

難車
5〜

6 111瓜
6〜 

7吆
70 土 

10呔
50 土 

5吆

30車
4 ^—

5丽
5〜

6 111111
70 土
5は

50 土
5 ^

㈧八車 50車

ド16.29 5 6 -234
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マニアルエアコン コンプレッサ

(4)コンブレッサ

-------- 脱着-----------------------------------------------------------

く取外し〉…⑽八車）

(1)オイルリターン運転を行う。

① 車両のドアをすべて開く。

② エンジンを800印！！!〜1，000て口111回転にする。

③ ブロアモータを最高回転「3」にセットする。

④ エアコンスイッチをにし約20分間運転す 

る。

コントロールパネル

(2) エアコンスイッチを〇ドドし，エンジンを停止す 

る。

(3) ゲージマニホールドをセットし，冷媒を徐々に抜 

<0

(4) バッテリ㊀端子を外す。

(5) 高.低圧ホースをコンブレッサから取外す。

高.低圧ホースおよびコンブレッサの配管接続部に， 

ゴミ，ホコリ，水分が入らないように直ちに盲栓ま

たはビニールテープなどで封をする。

⑹コンプレッサ.ハーネスを車両ハーネスから外す。

ハーネス

コンブレッサ
「|2,32 5 6-237

⑺ベルトを外し，コンブレッサをブラケットから取 

外す。

く取付け〉

① 取外しの逆手順にて行う。

② コンプレッサを交換する場合は，コンプレッサ 

のオイル量を調整する。

③ 高.低圧ホースの〇リングは新品と交換し，コン 

プレッサオイルを塗布すること。

④ ベルト調整を行う。〈Vリブドベルト項参照）
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マニアルエアコン--------コンブレッサ

締付トルク

く⑸八車〉

コンプレッサ

オルタネータ

丁 3.3 土 1.01^ -111

コンプレ

ド16.33

丁 + 3.3 土 1.01^-111

丁 3.3 土 1.01^ -111

3.3±1，0^-111

く 5。車〉
コンブレッサ

丁 0.0 土 1.01

オルタネータ

丁 3.3土 1.01^-111

3.3 + 1.0^-111

アイドラプーリ

T 3,3±1，0は-：〇1

丁 V 3,3 土 1, 〇ね-111

コンブレッサブラケット

「も34
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マニアルエアコン コンデンサ

(5)コンデンサ

——脱着^点検

く取外し〉

(1) ゲージマニホールドをセットし，冷媒を徐々に抜 

<0

(2) バッテリ㊀端子を外す。

(3) 車両をリフトで上げる。

(4) コンデンサフアンハーネスおよび圧カスイッ 

チハーネスを外す。
\ (一一二^圧カスイッチハーネス

⑹レシーバドライヤの高圧パイプを取外す。

高压パイプ，高压ホースおよびコンデンサの配管接

続部にゴミ，ホコリ，水分が入らないように直ちに 

盲栓またはビニールテープなどで封をする。

204

⑺コンデンサをブラケットから取外す。

この時，レシーバドライヤも一緒に外す。

〈取付け〉
(1)取外しの逆手順で行う。

⑵高压パイプ，高圧ホースの0リングを新品と交換 

し，コンブレッサオイルを塗布すること。

く点検〉
コンデンサフアンにつぶれ等がないか点検する。

，つぶれがあった場合は，先細ペンチ，小さい（一〉ド 

ライバ等で修正する。

審ゴミ，泥等が付着している場合は，圧縮空気または 

きれいな水で洗浄する。なおワイヤブラシは絶対に 

使用しないこと。

フアンシュラウド

ド吃.33 5 6-231



マニアルエアコン レシーバドライヤ，クーリングユニット

(6)レシーバドライヤ

脱着

く取外し〉

⑴ゲージマニホールドをセットし，冷媒を徐々に抜 

<0

⑵バッテリ㊀端子を外す。

(3) 車両ハーネスを厓カスイッチから外す。

(4) レシーバドライヤの出入ロパイプを外す。

注意

高圧パイプおよびレシーバドライヤの配管接続部 

にゴミ，ホコリ，水分が入らないように直ちに盲栓 

またはビニールテープなどで封をする。

高圧パイブ

5 6 一242

⑸レシーバドライヤブラケットの取付けボルトを 

ゆるめ，レシーバドライヤをコンデンサから取外

す0

レシーバドライヤ

ド12.41 

く取付け〉
取外しの逆手順で行う

5 6 -243

〇

IV！ 6ボルト：丁 0.55 土 0.11

高圧パイプの〇リングは新品と交換し，コンブレッサ 

オイルを塗布すること。

⑺クーリングユニット

脱着

く取外し〉

(1)ゲージマニホールドをセットし，冷媒を徐々に抜 

<0

⑵バッテリ㊀端子を外す。

⑶車室内部品を取外す。

ポケット
グローブボックスリッド

「12.42

-パイプカバ

5 6 -244

パイプカバー

ド16.43 36 一 245
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マニアルェアコン クーリングユニット

⑷エバポレータケースのハーネスコネクターを外 

し，さらにハーネス接続を外す。

ハーネスコネクタ

ド1る44 5 6-247

⑸高圧パイプ，低压パイプ，ドレーンホースを取外

す。

^配管を取外すときは必ずダブルスパナを使用し，エ 

バポレータハ。イプが変形しないようにする。

，高压パイプ，低圧パイプおよびクーリングユニット 

の配管接続部にゴミ，ホコリ，水分が入らないよう 

に直ちに盲栓またはビニールテープなどで封をす 

る。

「12.45 5 6 448

(6)インテークケーブルおよびシャッタボックスを取 

外す。

⑺クーリングユニットを取外す。

ケーブル

^6.46 5 6-243

く取付け〉
取り外しの逆手順で行う。

# IV！ 6ボルト：1X1 0.55 土 0.11^ -111

-高圧パイプと低圧パイプの〇リングは新品と交換し， 

コンブレッサオイルを塗布し，ダブルスパナで締 

付ける。

高圧パイプナット:閉1.5土0.51^-111 

低圧パイプナット:阳3.0土0.51^-111 

-各シール部は風漏れないように取付ける。

-グロメットの内外周にはシーリング材を塗布するこ 

と。

#ドレンホースは精確に通すこと。
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マニアルエアコン------- クーリングユニット

分解.組立て 

く分解〉

(1)サーミスタを取りはずす。

⑵クランプ（ 6箇所）をはずしアッパケースとロアケースに分離する 

⑶高圧パイプおよびエキスパンシヨンバルブを取外す。

く組立て〉
⑴エキスパンシヨンバルブをエバポレータに取付ける。

⑵パイプをエキスパンシヨンバルブに取付ける。

，0リングを新品と交換し，コンプレッサオイルを塗布する。

-エキスパンシヨンバルブの感温筒を低圧パイプに確実に固定する。

⑶エキスパンシヨンバルブの感温筒にシールを巻付け断熱をする 

⑷サーミスタを所定の位置に取付ける。
〇

アツパケース

1

丁丨.5±0.5は-⑺

ぬ
III

エキスパッシヨ 
バルブ

§11?!

运さがさ1111
5む

フイン7列到

画画

サーミスタ取付位置

クリツプ

^ X バポレータ
サーミスタ

ロアケース

2,0 ±0.51(2 -

厂セ. 47 38 -250
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マニアルエアコン------- 圧カスイッチ，八/〇コントロールユニット，リレー

(8)圧カスイッチ (9)八/〇コントロールユニット，リレー

脱羞

く取外し〉

(1)バッテリ㊀端子を外す。

⑵ゲージマニホールドをセットし，徐々に冷媒を抜 

<0

(3)圧カスイッチはレシーバドライヤの上部に取付 

けられているため，レシーハ。ドライヤを外す。

注意

高压パイプとレシーバドライヤの配管接続部に，ゴ 

ミ，ホコリ，水分等が入らないように直ちに盲栓ま 

たはビニールテープなどで封をする。

高圧パイプ

闩氐48 3 6-251

⑷压カスイッチをレシーバドライヤから取外す。

レシ—バドライヤ

5 6-252

く取付け〉

取外しの逆手順で行う 〇

0リングを新品と交換しコンプレッサオイルを塗布

すること 0

压カスイッチ：丁1，3±0,31^-111

高压パイプ：丁1.5土0.51^-111

一脱着-

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を外す。

(2)ポケット，グローブ，ボックスリッドを取外す。

ド12.50

⑶コントロールユニットアセンブリをフロント 

パネルフレームから外す。

⑷八/〇コントロールュニット，リレーからハーネ

スを外す。
コントロールユニットアセンブリ

ド12.51 5 6 -254

⑸八/〇コントロールユニットアセンブリのブラ 

ケットから八/〇コントロールユニット及びリレー

を取外す。

取外しの逆手順で行う。
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マニアルエアコン--------マイクロスイッチ，八/〇スイッチ

⑽マイクロスイッチ (11)八/〇スイッチ

脱着

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を取外す。

(2)ポヶットグローブボックスリッドを取外す。

ボケット

破

〇

X
グローブボックスリッド

ドは.53 56 -204

(3) マイクロスイッチハーネスをエアコンハーネスか

ら外す。

(4) マイクロスイツチをヒータユニットから取外す。

マイクロスイツチ

、篆

-1 \ V；

77/

ドは.54

く取付け〉

取外しの逆手順で行う。

5 6-257

取付け後，コントロールパネルの吹き出し口切替え

レバーを動かした時，下記表の位置でモードスイ 

チが〇凡〇卩ドすることを確認する。

フ

モード位置 ベント バイレベル ロア デフ/ロア デフ

マイクロスイ
ッチの接点

霉

—脱着-----------------------------------------------

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を取外す。

⑵ポケットグローブボックスリッドを取外す。

ボケツト

闩も55

(3)八/〇スイッチハーネスとエアコンハーネスか

ら外す。

(4)八/〇スイッチハーネスのクリップを外す。，

⑸八/〇スイッチをヒータコントロールパネル側 

から抜き出す。

^2.56 36 -259

く取付け〉
取外しの逆手順で行う
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マニアルエアコン レジスタ，アイドルアップ装置（円¢0)

(12)レジスタ

——脱着一

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を外す。

(2) レジスタハーネスをエアコンハーネスから外す。

(3) レジスタをヒータユニットから取外す。

く取付け〉
取外しの逆手順で行う。

① 温度コントロールケーブルレバーの凹部にレジス 

夕のピンを入れ，レジスタを取付ける。

② 温度コントロールレバーを動かした時，レジスタ 

のピンが移動すること。

(13)アイドルアップ装置（円00)

——脱着.点検--------------------

〔1〕アクチュエータ…（NA車）

く取外し〉
⑴バッテリ㊀端子を外す。

⑵アクチュエータのバキュームホースを外す。

(3)アクチュエータをエンジンマンホールから外す。

⑴バキュームホースを接続し，バキュームをかけ， 

ロッドがストロークするか点検する。

(2)バキュームをとめ，漏れを点検する。

アクチユエータ

「15.53 5 6 -262

く取付け〉
取外しの逆の手順で行う

210



マニアルエアコン——アイドルアップ装置⑺〇〇)

脱着，点検

〔2〕ソレノイドバルブ

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を外す。

⑵ソレノイドバルブをクロスメンバから外す。 

(3)ハーネスおよびパキュームホースを外す。

ソレノイドバルブ ハーネス

「1も60 56 -263

く点検〉
⑴ソレノイドバルブの端子に12又通電し，バルブの

開，閉を点検する。

ド12.81 

く取付け〉

取外しの逆手順で行う

注意

バキュームホース接続時，ソレノイドバルブの]VI刻 

印をバキューム取出口（コネクタ側)へ，？刻印をア 

クチュエータ側にそれぞれ接続する。

(30車）

く取外し〉

(1) バッテリ㊀端子を外す。

(2) エアバルブのハーネスコネクタを外す。

(3) エアバルブを取外す。

ソレノイドバルブ

「12.82 56 -265

く取付け〉
取外しの逆手順で行う

く取付け〉
取外しの逆手順で行う

く点検〉
(1) エアバルブの端子に12ゾ通電し，バルブの開閉を

点検する。

(2) エアホースの亀裂，損傷を点検する。

「18.63 5 8 -287
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マニアルエアコン アイドルアップ装置

一調整 

く⑽車〉

エアコン作動時，エンジンアイドル回転数が規定の 

回転数になるようにアクチュエータのスクリュで調 

整する。

アクチユエータ

厂1る64 5 6 -269

左回転—ェンジン回転数(減）

右回転—ェンジン回転数(増）

通常アイドル回転数 ド100作動時の回転数

80011)111 105011)111

注意

回転数調整後，エアコンスイッチを〇ド孖した時通常 

アイドル回転数に円滑に戻ることを確認する。

<5(：車〉

エアコン作動時，エンジンアイドル回転数が規定回 

転数になるようにエアバルブのスクリュで調整する。

左回転—エンジン回転数(増) 

右回転—ェンジン回転数(減)

通常アイドル回転数 ド1(30作動時の回転数

80011)111 95011)111
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マニアルエアコン——配管部の締付トルク

04)配管部の締付トルク
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マニアルエアコン——冷凍サイクルの整備上の注意事項

整備要領(カルソニック製）（1)冷凍サイクル整備上の注意事項

般整備

效車両から取り外したクリップ，スクリュー等は復 

元作業時，間違えないように部品ごとに区別してお 

くこと。

※取り付け後の車両全体の点検は必ず行うこと。

⑴脱着作業は必ずバッテリ㊀端子を外して行う。

⑵配管直前まで盲プレート（キャップ)は外さないこ 

と。

1)コンブレッサはぶつけたり，落としたり逆さに

しないよう十分気をつけること 〇

(ハーネスをもたない），（コンブレッサを逆さにしない）
「1も67

く取り付け時の注意事項〉
(1)固定されていないエアコン部品と車両部品との間

隔は下記寸法を確保しておくこと。

1) エアコン部品と振動系が異なる車両部品との間 

隔は，原則として25腿以上確保0

2) エアコン部品と排気管との間隔は原則として25 

111111以上，特に通気の悪い所では4010111以上確保0

3) エアコン部品と上記以外の車両部品との間隔は 

原則として20111111以上確保。

⑹ホース，パイプ

1) ホースおよびパイプの0リングシート部（フレ 

アシート部）は傷が付きやすいので取り扱いには 

十分気をつけること。

2) パイプ，ホースの接続は必ずダブルスパナ(締付 

け側にはトルクレンチを使用）で行い，一方を確 

実に固定し9トルクレンチ側で締め付けること0 

スパナ1本では無理な力が加わり，パイプが曲が

^6.68

〇 たりねじれたりする

3) 〇リングは一度使用すると変形および老化が生 

じるため，再使用はしないこと。

4) 配管接続時には次の事項に注意すること。

① 接続時の接合面にコンブレッサオイルを塗 

布すること。

コンプレッサオイルの塗布範囲は図の通り 

である。

なお，ナット，ユニオンのネジ部にはコンプ 

レッサオイルを塗布しないこと。

② ホース，パイプの配管接続時，〇リングがイン 

フレート部に密着していることを確認すること。

鲁コンブレッサオイルの塗布

この範囲に全周塗布する
ユ

〇リング

チューブ配管用 コンブレッサコンデンサー用

^配管接統時の〇リング位置

〇
任

X
細

X

闩2.69
11

床.14： 0
〇リング インフレート部

③ナット，ユニオンは相手側の根元まで確実に 

はめ込み，手でナットが回らなくなるまで締め 

付けること。

次にダブルスパナを使用し，規定のトルク 

で締め付けること。過大トルクで締め付けると， 

ホース，ハ。イプの再使用ができなくなるばかり 

でなく，ガス漏れの原因になることがある。

鲁 配管接統の手順
ユニオン ナツ

破損

厂12.70 チューブ先端のかじり
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マニアルエアコン——冷凍サイクルの整備上の注意事項

ーコンブレッサオイルの抜取り，補給——

冷凍サイクル部品を交換する際には，オイルの補充 

や抜き取りを行って，サイクル内のオイル量を適正 

に保つことが大切である。以下にコンブレッサから

のオイル抜き取り量と各部品別のオイル補充量を示

す

コンプレッサを交換するときは冷媒と一緒にサイク 

ル内に回っているコンプレッサオイルを回収する 

ためオイルリターン運転を行う。

オイルリターン運転

次の条件にて行う。

エンジン回転数：アイドリング〜1200卬111 

ブロアファン：只1

窓 ：全開

運転時間：10〜20分

オイルが多量に洩れている場合は，オイルリターン 

運転を行わないこと。

く部品を交換した場合，下記量を補充する。〉

区 分
オイル補充量

方 法
(〇〇) 比率(注1)

新品のエバボレータ 
と交換

45〜75 30% コンブレッサ型式により下図 
の要領で行なう

新品のコンデンサと 
の交換 30〜50 20% 7；

新品リキッドタンク 
との交換

15〜22。匸 10% 7；

冷媒洩れの場合

30〜50 —

多量のオイルが浅れた形跡が 
ある場合(注2)

— —

オイルの洩れた形跡がほとん 
どない場合は補充の必要なし

注1全オイル量に対する場合 
注2可溶栓

オイルリターンに 
よるオイル回収量

新品コンプレッサからのオイル抜取童 
(コンブレッサには、15000注入済）.

5000以上 15000 ―回収量 一3000

50沈以下 80 〇〇

くコンブレッサオイル補給要領〉

(1)補給するオイル量をメスシリンダで計る 

⑵コンプレッサの配管接続部より注入する

^8.72
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マニアルエアコン------- 冷凍サイクルの整備上の注意事項

—冷媒の取扱い--------------------------------------------

⑴冷媒の取扱いは換気の良い所で行い，液冷媒が直 

接皮膚に掛からないようにし，保護メガネおよび手 

袋を使用して取扱うこと。

ド12.73

⑵冷媒缶の取扱い

-冷媒缶の雰囲気温度を40で以上にしないこと。

參冷媒缶をラジェータやェンジンの上に置かないこと。 

-冷媒缶を強く振ったり，衝撃をあたえないこと。 

(冷媒缶に記載されている注意，使用方法を守るこ 

と。)

⑶冷媒漏れ点検をハライドトーチ式リークデテクタ 

で行う場合，炎に冷媒が直接触れると，有毒ガスを 

生成するので，出てくるガスに注意すること。

冷媒漏れ点検を行う場合，下図の電気式リークデ 

テクタを推奨する。
ガスリークデテクタ

——冷媒の抜きかた-----------------------------------------

(1)チャージングバルブにゲージマニホールドを取

付ける。

⑵商压側と低压側压力がほぼ同一になったら，低圧 

側から徐々に冷媒を抜く。

注意

-一気に冷媒抜きを行うと冷媒と一緒にコンブレッサ 

オイルが吹き出すので，時間をかけて徐々に抜く。 

冷媒を抜いた後は，コンプレッサを作動しないこと。
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5〜10分放置 〇沁

厂

10分間放置 〇沁 へ

八

N0

冷媒充塡

し

真空引き
令

N6

作業手順

，ゲージマニホールド低圧，高圧バルブ及び真空ポンプ 

用バルブよ開き，真空ポンプを作動させる。

，サイクル内の真空度を安定させるために5分以上の真空 

引きを行い低圧ゲージが 一740〜一 760丽N2に達したら，

低圧，高茁バルブを閉じて真空ポンプを停止する。

〔気密点検〕
づ氐高压バルブを閉じた状態で，5〜10分間程度放置する。

低压ゲージが0方向に戻らないことを確認する。

低田ゲージが戻った場合，冷凍サイクルの気密が十分でないの 

で，整備を行なう。

〔20分以上の真空引き〕

気密点検で異常がない場合，再度 ”5分以上の真空引き〃の要領で，20分以上の真空引きを行なう 

(サイクル内の水分を十分に除去するため）

終了後，ゲージマニホールドの高，低圧及び真空ポンプのバルブを閉じる。

翁

擧

〔5分以上の真空引き〕

整備

N0

マニアルエアコン V令媒封入

⑵冷媒封入（カルソニック製)

真空引き要領

エアコンシステム内のエアおよび水分を排除するため冷媒封入前に必ず真空引きを行う 〇

冷媒充壤

〔整備〕

気密点検で異常があった場合，主に下記の部位 

からの冷媒洩れが考えられるので該当部位の整 

傭を行う0

配管の接続部からの洩れ ゲージマニホールド関係の洩れ

- “0” リングの汚れ，傷，変形 
-配管接続時のオイル塗布忘れ 
-配管接続時の締めすぎ，

または締め不足

^ホースの不良 
-ゲージの取付け不良 
-バルブの不良 
-パッキン類の不良

真
空
引
き 

5
分
以
上

気
密
点
検

気
密
点
検

真
空
引
き 

20
分
以
上

真
空
引
き 

20
分
以
上
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マニアルエアコン--------冷媒封入

く作業手順〉

冷媒洩れ点検
斗

N0

0^
ハ

冷媒洩れ点検要領

5分以上のコンブレッサ作動（慣熱運転）
，冷媒洩れを発見し易くするため，フルコールド，最大風量の状態で5分間以上コンブレッサを作動させ，サ 

イクル内の冷媒を循環させる。

く高圧部品からの冷媒洩れ点検〉
^エンジン停止後ガスリークデテクタにより，ただちに高圧 

側部品から冷媒洩れの点検を行う。

これは，冷媒の循環が停止すると右図に示すように，高圧 

側の圧力は徐々に下がり，低圧側の圧力は徐々に上がるた 

めで，圧力が高い方が冷媒洩れを正確に発見できるからで 

ある。

コンブレッサー停止時の冷凍サイクル内 
圧力変化

く点検手順〉 
高圧側

甘ぐ由ム47格

厂
！

1
1

1
:^

1
11

丨丨媒
1
1
！----------

丨充

1

1----------
1
11

丨塡
1

I
1

11—一一一一
1

令 如
レシーノくドライヤ 
の出入口

クリーニング 
ユニットの入口

低圧側
コンブレッサ 
の吸入部

(スリークデテクタ

如
クリーニング
ユニットの出口

注意

冷媒洩れの誤認を防ぐため，車両の周辺に冷媒や 

タバコの煙が漂っていないことを確認する。また， 

洩れた冷媒が風で飛ばされないよう風のない場所 

で行なうこと。

^12.76 配管接続部へ
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マニアルエアコン——冷媒封入

I：ンジン停止)

作

〇ド丨動

〆エンジン回転、 
、丨500「口⑴以下ノ

確

認

N0

「------------ 1
|真

|空

|引

丨ぎ

〔低圧側より約半缶の冷媒充塡〕

この作業は，冷媒の洩れ点検及びコンブレッサを保護するために行なうものである。

籲チャージバルブのハンドルを操作し，サービス缶に穴を開け，ゲージマニホールドに冷媒を流す。

，ゲージマニホールドの低圧バルブを開け，低圧側から冷媒を充填する。

っ約半缶(2002程度）を充塡し，低压バルブを閉じる。

カルソニック

規定冷媒封入量 -------------------------
550 土

(1) エンジン停止状態で行なうこと。これは，コンブレッサオイルが冷媒により循環するので，冷媒がない場合 

オイルがコンプレッサに戻らず吐出し続け，コンプレッサが焼付くからである。

(2) サービス缶を逆さまにしたり，振ったりすると冷媒が液状で充塡されてしまい，コンブレッサが液状冷媒を 

吸い込み破損の原因になるので絶対に行なわない

〔低圧側より規定量の冷媒充填〕

睾エンジンを始動し，コンブレッサを作動させる。

-ゲージマニホールドの低圧バルブを開き低圧側から規定量の冷媒を充塡する。

1ゲージマニホールドは，

高圧侧ゲージ 14〜181^/01111 ,
\を指ボする。

低圧側ゲージ 1。5〜3 ^0111)

冷媒封入

く作業手順〉

斗
冷媒充塡

令

予冷 

備媒 

点浅 

検れ

整備

冷媒澳れ点検
|I

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

..1

低
圧
側
よ
り
半
& 

冷
媒
充
塡

低
圧
側
ょ
り
規
定
量 

冷媒
充塡

コンプレッサを作動した状態で高圧側から冷媒充塡をすると，コンブレッサの作動により高压側圧力がサービ 

ス缶より高くなるのですぐに充塡できなくなる。その上，高圧側配管の圧力は冷媒の充填と共に高くなり，サ 

ービス缶の压力が上昇してサービス缶が破裂する場合があるりで絶対に行なわないこと。
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マニアルエアコン——冷媒封入

冷媒充塡量の確認

冷媒量の点検は冷媒の充塡重量とサイトグラスから目視で判断する。

サイクル運転中の冷媒の流れ具合，および高低圧連成計の指示圧をみて次のように判断する。ただし，以下の 

条件下で行うこと。

条件
籲 ドア

窓ガラス
籲

鲁

9

インテーク

全閉 

全閉 

リサーク

モード.

フアン，

テンプ

ベン

エアコン

...........................3 (最大）

紅^〆)サークエアーの温度、
......................................................................................仕思Iが30〜35でになるようにノ
スイッチ…0N サイトグラス

鲁 ンジン回転 1500 土 10011)111
「哆77

ラジエタファンかて)ド孖している時に確認してください。

封入量

高低圧パイプの 
温度

適 里

高圧側は熱く低圧側
は冷たい

冷媒量不足

高圧側は温かく低圧 
側はやや冷たい

冷媒がほとんどない

高低圧パイプの温度 
差はほとんど感じら 
れない

冷媒封入量が多い

高圧側が異常に熱く 
なる

サイトグラスから 
見える冷媒の流れ 
具合

ほとんど透明 
エンジン回転を上げ 
たり下げたりすると， 
時々気泡の出るとき 
がある

いつも気泡の流れる 
のが見える白濁して
いる

何も見えなレ 過充塡の場合は気泡 
は見られない空気が 
混入している場合は 
大きめの気泡が見え 
る

圧力状態 通常正常高圧は 
14 — 18^/011？

低圧は
1.5〜3

高低圧ともやや
低い

高圧が異常に低い 高低压とも異常に
尚い

処 置 注：レシーバドライ 
ヤのストレーナがつ 

まった場合やエクス
パンションバルブの

開き過ぎの場合も気 
泡が発生することが 
ある

冷媒洩れ点検後 

補充

総合的に点検する。 コンブレッサを止 
めて冷媒を適量まで 
ぬく。または，真空 
引き及び冷媒の充塡 
を行う

注意：サイトグラスの粟の状態および吸入，吐出圧力は，外気温度，コンデンサ前面温度，風速，天候等により 

影響される。
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マニアルエアコン Vリブドべル

⑶ソリブドベルト（カルソニック製)

—脱着，点検

く取外し〉…⑽八車）

(1) バッテリ㊀端子を外す。

(2) オルタネータの取付ボルトをゆるめる 

⑶ベルトを取外す。

コンブレッサ

5ル

ボル

オルタネータ

「12.78

(30車）

⑴バッテリ㊀端子を取外す

5 6 -230,

〇

(2) アイドラプーリのロックナットをゆるめる。

(3) アイドラプーリのベルト調整ボルトをまわし，ベ 

ルトを取外す。

オルタネータ ベルト コンプレッサ

闩2.79 5 6 -232,

く取付け〉

取外しの逆手順で行う

注意

NA車はオルタネータでベルトの張り調整するので， 

オルタネータを破損させないように下図のようにバ 

一を人れ作業を行う。

オルタネータ

ノゞ一^ コンプレッサ

ド12.80 3 6 -233

く点検〉

-ベルトに亀裂.損傷のある場合は交換する。

-調整ボルトにい一て基準値内にベルト張り調整する

ンを5分間ならし運転後にテンションゲージ 

で測定する。また，テンションゲージが無い場合は 

テンションゲージ位置を10はの力で押し，たわみ量 

を測定する。

基準値
項目

基準たわみ量 テンションゲージ値‘

新品 継続 新品 継続

⑽車 5〜
6醒

6 ~
7 111111

70 土 
胸

50 土
5は

%車
4

5 111111
5〜
6咖

70 土
5は

50 土
5 ^

似車 5〇車

「は.81 56 -234
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(4)コンブレッサ

——脱着---------

マニアルエアコン コンブレッサ

く取外い…⑶八車）

⑴オイルリターン運転を行う。

① 車両のドアをすべて開く。

② エンジンを800113111〜1，0001^111回転にする。

③ ブロアモータを最高回転〔3〕にセットする。

④エアコンスイッチを〇]^にし約20分間運転す 

る。

コントロールパネル

(2)エアコンスイッチを〇ド卩し，エンジンを停止す 

る。

⑶ゲージマニホールドをセットし，冷媒を徐々に抜 
<0

⑷バッテリ㊀端子を外す。

⑸高，低庄ホースをコンブレッサから取外す。

注意
高.低压ホースおよびコンプレッサの配管接続部に， 

ゴミ，ホコリ，水分が入らないように直ちに盲栓ま 

たはビニールテープなどで封をする。

222

⑹コンプレッサハーネスを車両ハーネスから外す。

ハーネス

巨.84 5 6-237

⑺ベルトを外し，コンプレッサをブラケットから取

外す。

く取付け〉
① 取外しの逆手順にて行う。

② コンプレッサを交換する場合は，コンプレッサ 

のオイル童を調整する。

③ 高.低圧ホースの0リングは新品と交換し，コン 

プレッサオイルを塗布すること。

④ ベルト調整を行う。〈Vリブドベルト項參照）



マニアルエアコン'——コンブレッサ

く问八車〉

ド12.85

く 5。車〉 .3土 I，0咕-⑺

3,3±1，0^アイドラプーリ

「12.86
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マニアルエアコン--------コンデンサ

(5)コンデンサ

脱着，点検

く取外し〉

⑴ゲージマニホールドをセットし，冷媒を徐々に抜 

<0

⑵バッテリ㊀端子を外す。

⑶車両をリフトで上げる。

(4)コンデンサフアンハーネスおよび圧カスイッチ 

ハーネスを外す。

「12.87

(5)高圧ホースを取外す。

56 -238

5 6 -239ドセ.88

⑹レシーバドライヤの高圧パイプで取外す。

高圧パイプ，高圧ホースおよびコンデンサの配管接 

続部にゴミ，ホコリ，水分が入らないように直ちに

盲栓またはビニールテープなどで封をする。‘

高圧パイプ

レシーバドライヤ

ド；も89 56 -240

⑺コンデンサをブラヶットから取外す。

この時，レシーバドライヤも一緒に外す。

レシーバドライヤ

ンデンサ

5 6,241ド18.90 

く取付け〉
⑴取外しの逆手順で行う。

⑵高圧パイプ，高圧ホースの〇リングを新品と交換 

し，コンブレッサオイルを塗布すること。

く点検〉
コンデンサファンにつぶれ等がないか点検する0 

，つぶれがあった場合は，先細ペンチ，小さい（一）ド 

ライバ等で修正する。

翁ゴミ，泥等が付着している場合は，压縮空気または 

きれいな水で洗浄する。なおワイヤブラシは絶対に

使用しないこと

ファンモータ

フアンシュラウド

厂12.91

フアン

コンデンサ
ハーネス

保護ネッ

5 6-231
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マニアルエアコン レシーバドライヤ，クーリングユニット

(6)レシーバドライヤ

脱着

く取外し〉

(1)ゲージマニホールドをセットし，冷媒を徐々に抜

く。

⑵バッテリ㊀端子を外す。

(3)車両ハーネスを圧カスイッチから外す。

⑷レシーバドライヤの出入ロパイプを外す。

注意

高圧パイプおよびレシーバドライヤの配管接続部 

にゴミ，ホース，水分が入らないように直ちに盲栓 

またはビニールテープなどで封をする。

高圧パイプ

レシーバドライヤ

厂12.92

⑸レシーノゞドライヤブラケットの取付けボルトを 

ゆるめ，レシーバドライヤをコンデンサから取外

す。

レシーバドライヤ

ド；‘93 

く取付け〉

取外しの逆手順で行う。

6ボルト：丁 0.55 土 0.11111

-高压パイプの〇リングは新品と交換し，コンブレッサ 

オイルを塗布すること。

(7)クーリングユ ヅ

脱着

く取外し〉

(1)ゲージマニホールドをセットし，冷媒を徐々に抜 

<0

⑵バッテリ㊀端子を外す。

⑶車室内部品を取外す。

-ポケット

「1艮94

，パイプカバ

5 6 -244

パイプカバー

闩氐95 56 -245
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マニアルエアコン クーリングユニット

(4)エバポレータケースのハーネスコネクターを外 

し，さらにハーネス接続を外す。

ハーネスコネクタ

厂12.96 5 6 -247

(5)高圧パイプ，低圧パイプ，ドレーンホースを取外 

す。

參 配管を取外すときは必ずダブルスパナを使用し，エ 

バポレータハ。イプが変形しないようにする。

高圧パイプ，低压パイプおよびクーリングユニット 

の配管接続部にゴミ，ホコリ，水分が入らないよう 

に直ちに盲栓またほビニールテープなどで封をす 

る。

低圧パイプ 高圧パイプ

ド18,37 56 -248

(6)インテークケーブルおよびシャッタボックスを取

外す，

ケーブル

シャツタボックス

「は.38 

く取付け〉
(7)クーリングユニットを取外す。

く取付け〉

5 6 -249

取り外しの逆手順で行う 〇

IV！ 6ボルト：1" >0.55土().11^-111

%

高圧パイプと低圧パイプの〇リングは新品と交換し， 

コンプレッサオイルを塗布し，ダブルスパナで締 

付ける。

尚圧パイプナット：1X11，5±0,5故-]!!

低圧パイフナット：3.0土(). 5は-111 

各シール部は風漏れないように取付ける。

グロメットの内外周にはシーリング材を塗布するこ

と 0

#ドレンホースは正確に通すこと 〇
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マニアルエアコン-------- ク—リングユニット

分解.組立（ 一 --------- 胃 I I - — 1( I国

く分解〉

⑴サーミスタを取りはずす。

⑵クランプ（5箇所）をはずし，アッパーケースとロアケースに分離する。

⑶高圧パイプおよびエキスパンシヨンバルブを取外す。

く組立て〉

(1)エキスパンシヨンバルブをエバポレータに取付ける。

⑵パイプをエキスパンシヨンバルブに取付ける。

㈣運#編

-0リングを新品と交換し，コンブレッサオイルを塗布する。 ，

-エキスパンシヨンバルブの感温筒を低圧パイプに確実に固定する。

⑶エキスパンシヨンバルブの感温筒にシールを卷付け断熱をする。

⑷エキスバンションバルブの外部均圧管

を低圧パイプに確実に取付ける。

⑸サーミスタを所定の位置に取付ける。 〇アケース
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マニアルエアコン------- 圧カスイツチ，八/〇コントロールユニット，リレー

⑻圧カスイッチ

脱着 春

く取外し〉

⑴バツテリ㊀端子を外す0

⑵ゲージマニホールドをセットし，徐々に冷媒を抜 
<0

(3)圧カスイッチはレシーバドライヤの上部に取付 

けられているため，レシーバドライヤを外す。

注意

高圧パイプとレシーバドライヤの配管技部に，ゴ 

ミ，ホコリ，水分が入らないように直ちに盲栓また 

はビ；ールテープなどで封をする。

レシーバドライヤ

コンデンサ

コンブレッサブラケット
闩2.100 5 6 -251

〇⑷压カスイッチをレシーバドライヤから取外す

圧カスイツチ

レシーバドライヤ

5 6 -252ド16.101 

く取付け〉
取外しの逆手順で行う。

鲁リングを新品と交換しコンブレッサオイルを塗布 

すること。

压カスイッチ：丁1.3 士 0.31^-111

高圧パイプ：丁1，5±0,5吆-爪

(9)八/〇コントロールユニッ

脱着

リレ

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を外す。

⑵ポケット，グローブ，ボックスリードを取外す,

ドセ.102 、：/グコースボックスリッド.

(3) コントロールユニットアセンブリをフロントパ 

ネルフレームから外す。

(4) 入/〇コントロールユニット，リレーからハーネ

スを外す。

八/〇
コントロールユニット

「吃.103

ハーネス

5 6 -254

⑸八/〇コントロールユニットアセンブリのブラ 

ケツトから八/〇コントロールユニットおよびリレ

一を取外す。

^^104

く取付け〉
取付けの逆手順で行う

5 6-255

228



マニアルエアコン--------マイクロスイッチ，八/〇スイッチ

⑽マイクロスイッチ (11)八/〇スイッチ

—脱邊------------ ------------------------------------ —

〈取外い

⑴バッテリ㊀端子を取外す。

(2)ポケットグローブボックスリッドを取外す。

(3) マイクロスイッチハーネスをェアコンハーネスか

ら外す。

(4) マイクロスイッチをヒータュニットから取外す。

マイクロスイッチ

取外しの逆手順で行う。

注意

取付け後，コントロールパネルの吹出口切替えレバ 

一を動かした時，下記表の位置でマイクロスイッチが 

〇乂 〇ド卩することを確認する。

モード位置 ベント バイレベル ロア デフ/ロア デフ

マイクロスイ

ッチの接点

毋
0^

脱着

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を取外す。

(2)ポケットグローブボックスリッドを取外す。

(3)八/〇スイッチハーネスとエアコンハーネスか

ら外す。

⑷八/〇スイッチハーネスのクリップを外す。

⑸八/〇スイッチをヒータコントロールパネル側

から抜き出す。

く取付け〉

取外しの逆手順で行う。
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マニアルエアコン レジスタ，アイドルアップ装置（円00)

(12)レジスタ

——脱着------------------------------------------------------------

く取外し〉
(1) バッテリ㊀端子を外す。

(2) レジスタハーネスをエアコンハーネスから外す。

(3) レジスタをヒータユニットから取外す。

ドセ.109 

く取付け〉
取外しの逆手順で行う。

① 温度コントロールケーブルレバーの凹部にレバ 

一のピンを入れ，レバーを取付ける。

② 温度コントロールレバーを動かした時，レバーの 

ピンが移動すること。

(13)アイドルアップ装置（円00)

——脱着.点検------------------------------------------------

〔1〕アクチュエータ…(1\1八車）

く取外し〉

(1) バッテリ㊀端子を取外す。

(2) アクチュエータのバキュームホースを外す。

(3) アクチュエータをエンジンマニホールドから外

す。

^2.110

く点検〉
⑴バキュームホースを接続し，ノくキュームをかけ， 

ロツドがストロークするか点検する。

(2)バキュームをとめ，漏れて点検する。

ド12.111 

く取付け〉
取外しの逆手順で行う
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マニアルエアコン——アイドルアップ装置（円〇〇)

脱着#点検

〔2〕ソレノイドバルブ

く取外し〉

⑴バルブ㊀端子を外す 〇

⑵ソレノイドバルブをクロスメンバから外す。

(3)ハーネスおよびバキュームホースを外す。

ソレノイドノ^レブ
ハーネス

「12.112

く点検〉
(1)ソレノイドバルブの端子に12又通電しバルブの

開，閉を点検する。

闩2.113

く取付け〉

取外しの逆手順で行う
注意

バキュームホース接続時，ソレノイドバルブの]VI刻 

印をバキューム取出口（コネクタ）側へ，？刻印をア 

クチュエータ側にそれぞれ接続する。

(30車）

く取外し〉
⑴バルブ㊀端子を外す 〇

⑵エアバルブのハーネスコネクタを外す0

⑶エアバルブを取外す 0
エアバルブ

ハ-ネス

闩2-114

く取付け〉

取外しの逆手順で行う

く点検〉
(1)エアバキュームの端子に12マ通電し，バキューム 

の開放を点検する。

⑵エアホースの通電，損傷を点検する。

エア出口

厂 12.115 エア入口
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マニアルエアコン アイドルアップ装置（「100)

調整

く祖車〉

エアコン作動時，エンジンアイドル回転数が規定の 

回転数になるようにアンテュエータのスクリュで調 

整する。

アクチユエータ 調整スクリ

「也116

左回転—エンジン回転数(減) 

右回転—エンジン回転数(増)

通常アイドル回転数 尸100作動時の回転数

800卬 111 105015)111

參

回転数調整後，エアコンスイッチを〇卩卩した時通常 

アイドル回転数に円滑に戻ることを確認する。

く80車〉

エアコン作動時，エンジンアイドル回転数が規定回 

転数になるようにエアバルブのスクリュで調整する。

アバルブ

調整スクリ

「は.117

左回転—エンジン回転数 

右回転—エンジン回転数

通常アイドル回転数 ド100作動時の回転数

800^111 9501^111
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マニアルエアコン——配管部の締付トルク

(14)配管部の締付トルク
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マニアルエアコンーー安全チェックリスト

国安全チエックリスト
~整備完了後、下記の部位を再度チェックする。（詳細はエアコン取付要領書を参照）— 

バなお、本頁をコピーして完成検査のチヱックリストとして使用して下さい。）

⑧…（デーゼル機器） ②……（共通）

春高圧ホースを床下から挿入し，キヤニスタの上側を ，低圧パイプ①はハンドブレーキケーブルの上側を

通し，コンブレッサに接続する。 通す。

低圧ホース. 高圧ホース キヤニスタ
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エンジンエレクトリカル

〔1〕始動裝置 国準備品

サーキットテスタ 電圧，導通のチヱック

計器
ノギス 寸法の測定

ダイヤルゲージ公マグネチックスタンド 振れ等のチェック

ばねばかり 荷重の測定

油脂 グリース 摺動部の給油

その他 #500または#600 サンドペーハ。 表面の什卜げ

国仕様

メーカ名 日立製 三菱電機製

メーカー品番 3114-435 以2丁3 7281 2581

公称電圧 12又 12又 ^—

公称出力 〇. 65炚 0.651^| 〇. 75.

回転方向（ピニオン側から見て） 左 左 —

ピニオン歯数 8枚 8 (—

全長 211.5111111 204 209

ヨーク外径 ^690〇1111 090

重量 3.5岐 3,2^ 3.6

無負荷時

電 圧. 11.5又 <

電 流し-个秦レ-.酬為、一

40八以下 53八以下

回転数 50011)111以下 700011)111以上 60001叩!以上

マグネットクラツチ
マグネットクラッチ

1 ノトーシヨンスプリング

シフトレバー

ダストカバ—

ピニオン八怒丫

ピニオン六53 丫
アーマチユアヨーク（水抜き穴)

5 7-122 巧. 5 7-123
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国構成部品
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エンジンエレクトリカル——始動装置

國トラブルシューティング

しスタータが回らない )

--------診断内容------------------------------------------------- -------- 不具合現象----------------------------------------------

電源，インヒビタ5界，ハーネス，スタータの点 スタータが回らない。

検。

点検手順

インヒビタ5…
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エンジンエレクトリカル——始動装置

マグネット5西の供給電圧の点検

I

円6. 5

① マグネット5界の3端子外し。

② イグニッション3界を〇の状態で8端子（ノ、ーネス側）の電 

圧を測定。なお圮〇又丁車はインヒビタ3…も？またはとする 

こと。

基準値 バッテリ電圧

0^ N6

スタータ単体の点検，修理

巧. 6

①スタータを外し，図のように8端子にバッテリを接続し，3端 

子にハへソテリを接続したとき，スタータが回転するかどうか点

検する 〇

回転する—〇尺—バッテリ点検 

回転しない—N0—②へ

②回転しない場合，ピニオンが指で軽く回転することを確認の 

上，IV[端子にバッテリを接続し，回転するかどうか点検する。 

回転する—マグネット3界の故障 

回転しない—スタータモータの故障

3 電源電圧の点検
霜

F\^1

40八 60八 30八い0八

N0. 1 N0.2 N0.3 I N0.4
(£01) |(ルーフ）

①イグニッション5界を〇1^1の状態で，,]60八ヒューズへの電 

压およびヒューズの導通を点検する

基準値 バッテリ電圧

0^ N6 バッテリ〜ヒューズの点検.交換
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エンジンエレクトリカル------ 始動装置

4 インヒビタ5西の点検

"ィンヒビタ3界のコネクタを外し，セレクトレバーを移動し，導 

通を点検する。

基準値
匕问 導通あり

110,03 導通なし

9 -10端子間の導通点検

^2.8

0^囝へ N6 インヒビタ57/の修理または交換

5 ワイヤリングハーネス等の点検

可/ド為

-次のワイヤリングハーネス間の導通.短絡について点検する。 

⑴バッテリ〜]

⑵皿/已〜イグニシヨン3…

⑶イグニシヨン3界〜インヒビタ3界出0又丁車のみ）〜スター 

タマグネット3界 

⑷スタータ〜ボデーアース

く注記〉

，詳細については電気配線図集を参照のこと。

240



エンジンエレクトリカル 始動装置

整備要領 鲁 スタータ

脱着

⑴バッテリケーブルの㊀側を外す。

注意

スタータをはずす時は必ずアースケーブルを外す。 

スタータには，常にバッテリ電圧がかかっているの 

で，ショートの危険がある。

アースケーフル

「12.10

(2) スタータのマグネットスイッチから，ノヽ'ソテリケ 

ーブルおよびターミナルハーネスを外す。

(3) スタータ取付ボルトを外し，トランスミッション 

よりスタータを外す。

^2.11 ボルト（ 2ケ所)
5 7 -150

く取付け〉

取外しの逆手順で行う 〇

ブラシホルダの断線点検

ブラシホルダの㊉側とブラシホルダの㊀側間の導通 

テストを点検する。

ブラシホルダ 
のべース

ブラシホルダ
テスタ

ド16.12

ブラシの点検

ブラシ長さを測定し，限度値以下に摩耗している場 

合は交換する。

日立製公三菱製

〇. 65^^

標準値！11111 14.0

限度値削！’ 11.0

ノギス

「セ.13
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エンジンエレクトリカル——始動装置

アーマチュアの点検

籲 アーマチュアの摩耗，損傷を点検する。

日立製公三菱製

コンミュテータの外径 33 麵 
(32)―

コンミュテータの振れ 0.05
(0.08)碰

マイカの深さ 0.5〜0.8
(〇 2)胃

()内は限度を示す

[-V 醇^^
コ---------- 金鋸 -------- 金銀

0.5〜0.8圆

絶縁物

ド也14
不良 良

—オーバランニンググラッチの点検--------------

奢ピニオンを手で廻し両方向へ空転するもの，または 

両方向共空転しないものは交換する。

回転方向 左回転

軸方向 スムーズに動くこと

「も15

242

マグネット5西の点検

(1)ホールディングコイルの導通点検

籲 8端子とスイッチボデー間の導通を点検する

(2)プルインコイルの導通点検

- 3端子と旭端子間の導通を点検する。

プルインコイル

F\^

3端子

5端子

ホールデイングコイル



エンジンエレクトリカル------始動装置

——ロータの点検------------------------------------------------

(1)スリップリング間に導通があることを点検する。 

⑵スリッフ。リングとロータ間およびスリップリング 

とロータシャフト間に導通がないことを点検する。

ロータ
スリップリング

「1.6.19

⑶スリップリングの汚れやあれを点検，修正する場 

合は目の細かいサンドペーパー（#300〜500)で行う。

スリップリングの外径が新品より0.4111111減少するま 

で可能。

------- フフンの点検--------------

(1)ブラシの長さを測定する。

メーカ 
基準値^^ 三菱 日立

標準値111111 12.5 12.5

限度値111111 5.5 5.5

⑵限度値以下に摩耗している場合は，ブラシ八33丫 

を交換する。
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エンジンエレクトリカル——充電装置

〔2〕充電装置 國準備品

工具

— はんだごて ステータコイルとレクチファイヤの分離

01.5〜2 X 30 ~ 40111111 ピン ロータ組付時のブラシ固定用

— サーキットテスタ 電圧，導通のチヱック

計器

— ノギス 寸法の測定

— ばねばかり 荷重の測定

ベルトテンシヨンゲージ ベルトの張力の点検

油月旨 — グリース 摺動部の給油

その他 #500または#600 サンドペーパ 表面の什卜げ

国仕様

^へ、〜 仕様
項目 碰車 30車

メーカ 三菱電機 日本電装 日本電装

レギュレータ型式 10式内蔵 ^—

ハへソテリ電圧 12又

呼称出力 12又45八 12又50八

アース極性 ㊀アース <7— —

回転方向（プーリ側から見て〉 右 <— 4—

定格回転数 500011)111 <— ^—

13.5マ時回転数 11501^)1X1以下 10201^)111以下 1200卬111以下

調整電压 14,5±01 14.5土().5

プーリ有効径 65於 52.5

出力電流 5000 — 43八以上 5000 — 50八以上‘

重 量 3.6 3.2 3.9
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エンジンエレクトリカル——充電装置

国構成部品
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エンジンエレクトリカル——充電装置

I整備要領，オルタネータ 

----------脱着--------------------------------------------------------------------

く取外し〉

(1) バッテリ㊀端子を外す。

(2) トラップドアを外す。

(3) オルタネータのカプラ（2極コネクタ）とバッテリ 

端子を外す。

(4) ベルト張力調整用ボルトをゆるめベルトを外す。

(5) スルーボルトを外し，オルタネータを取出す。

ベルト調整ボルト オルタべルト

1—1,6^-111

「12.25 57-141

く取付け〉

⑴オルタネータを取付け，スルーボルトを揷入する0 

⑵ベルトを取付け，張力を調整する（エンジン編参照 

のこと）。

く参考〉

#基準値 単位111111八〇1^

新品の場合 継続の場合

馳車 9〜11 11〜13

NA-A/¢：付 5〜6 6〜7

50車 7〜8 7〜9
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エンジンエレクトリカル——充電装置

’’ 分解0組义て---------------- -------------------------

く分解〉

⑴スルーボルト（3本）を外す。

⑵エンドフレームとステータを分解する。

鲁㊀ドライバ(大）を切り欠き部に入れて外す。

ドライバをあまり中に入れるとステータコイルにキ 

ズが付くので注意すること。

⑶エンドフレーム八33丫の分解 

0プーリのロックナットを外す。

-ボールべアリングの固定用スクリュを取外す。

以27

⑷リヤエンドフレームの分解

^レクチファイヤホルダの取付けナットを外しフレ 

ームを分離する。

#ステータリード線をレクチフアイヤから取外す。

く組立て〉

組立ては分解の逆順序で行う。

#ブラシを組付けるときは，ブラシホルダより12.5刪 

出した状態で組付ける。

，ロータを組付けるときは，ブラシとブラシホルダを 

支えてから行うこと。

注意

ブラシを支えてから行わないとロータが組付かない 

し，ブラシを破損するので注意のこと。

ドは.23

闩も28
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エンジンエレクトリカル——充電装置

〔3〕点火装置国準備品

工具 2面巾：1601111 スパークプラグレンチ スパークプラグの交換

計器 — サーキットテスタ 導通，電圧，抵抗値のチヱック

国仕様（イグニッシヨンコイル)

<5(：車〉

国構成部品

ヨンコイル

57 -200

ハイラ

スパークプラ

イグニッシヨンコイル

デイストリビュータ

「1も30

仕様
項目

基準値（ポイント式）

メーカ 日立製

型式 01^1丁一221

バッテリ電压 12从

一次コイル抵抗 0.90 土 10%

二次コイル抵抗 10X0 土 20%

雑防コンデンサ 0メ7；^土10%

重量 800&

〈馳車〉
こ^^仕様
項目 ^

基準値（ポィント式）

メーカ ダイヤモンド電機

型式 孖607 — 01尺

バッテリ電压 12从

一次コイル抵抗 1，2±10%

二次コイル抵抗 26.0X0 土 15%

外付抵抗 1.70

雑防コンデンサ 0』5ぜ
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エンジンエレクトリカル 点火装置

整備要領（1)イグニッシヨンコイル⑺八）(2)イグニッションコイル（50)

脱着，点検

(1) バッテリの㊀端子を外す。

(2) ハイテンションコードを外す。

(3) ボデーハーネスとコネクタを分離する。

⑷イグニッシヨンコイルの取付ボルト奋外す

脱着〃点検

〇

(1) バッテリの㊀端子を外す。

(2) ハイテンションコードを外す。

⑶ボデーハーネスとコネクタを分離する。

⑷イグニッシヨンコイルの取付ボルトを外す。

イグニッシヨンコイル 外付抵抗

「略31

⑸各端子間の抵抗値を測定する。

5 7-137

基準値

八一8端子間 1.2(0)

八一2次端子間 26.0(^)

「は.32

⑸各端子間の抵抗値を測定する。

5 7-135

基準値

八一8端子間 0.9⑼

八一2次端子間 10(X0)

キイースイツチへ〇
外付抵抗（十丨

Iム

一次コイル

デイストリビュータ
ポイントへ〇

8

一）

二次コイル

デイストリ
〇ビュータへ

パワートランジスタイグニシヨンコイル

電源 
剛信号

1〇丁信号

-0

内)眛ソエナータ1匀一卜(

巧\
〇 〇〇

^高圧端子

アース令 内蔵ツエナーダイオード

厂12.33

アース イグニッシヨンパレス

電源 10丁信号
汩〇リ）

5 7-129
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エンジンエレクトリカル——点火装置

(3)デイストリビュータ

脱着，点検

⑴ハイテンションコード（5本）を抜く

(2) バキュームホースを抜く。

(3) デイストリビュータ本体の固定ボルトを外す

取付けは取外しの逆順序で行う 0

デイストリビュータ側シャフトとカムシャフトの切 

欠きを合せて，組付けること。

0.65は-:01

闩ふ34

〈仕様〉

5 7-139

仕様
項目、、へ、 财車

メーカ 三菱電機 日本電装

回転方向 かヾナ側より見て左 ^—

点火間隙 -卯。土 15。

ポイントギャップ 0.45〜0,55麵 0.45〜0.50腿

コンデンサ容量 0,27；^土10% 0』5バド±10%

仕樣
項目 、、、一 30車

メ ー カ 日立製

メーカ型式 0 4 589 —01電子直角

回転方向 キャップ側より見て左

エアギャップ 〇. 2丽以上

分 角 卯。土 10

デイスビ回転 4000卬111以下

重 量 8002

配電順序. 1 一3 — 4 一 2

(4)ハイテンションコード

点検

⑴亀裂，ゆるみ，損傷等について各部を点検する 

⑵各コードの抵抗値を測定する。

ド12.35 5 7-134

周囲温度により抵抗値は異なる

判定基準 （温度20で)

基準値

コード名

馳車 50車

抵抗(让〇) 抵抗(让0〉

#1コード 6.1-11.3 5.0-9.4

# 2コード 5.5〜10.2 4.5 — 8.3

# 3コード 5.4-10.0 3.9-7.3

# 4コード 4.4〜8.1 3.0-5.5

「12.38 5 7-152
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(5)スパークプラグ

-------- 脱着.点検---------------------- --

(1) バッテリ㊀端子を外す。

(2) リヤバンパを開ける。

⑶ハイテンションコードを抜く。

(4)プラグレンチ（車載工具）で外す。

#4 #3 #2 #1
「1^.37 3 7-140

項目

種 メーカー装着プラグ

馳車 50車

型 N01(： 2卩尺6 0(青色） ^—

式 X 0 1(201)1^—511(黒色）

内部抵抗値 3.0〜7.5X0 <—

ギヤ ツ ノ^、01111) 1.1-^.1

重 且里 452

^^38 5 7—136



〔1〕 ワイヤリングハーネスレイアウト

リヤハーネス

インパネハーネス

フロントハーネス

ルーフコー

リヤハーネス

インパネハーネス

フロントハーネス

^8-39

エンジンハーネス
リヤゲートコード

ルーフコード

エンジンハーネス

リヤコンビコード

ミツシヨンコー

リヤコンビコード

ニッシヨンコード

3 7 -001
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ボデーエレクトリカル 丑01)，リレーレイアウト

〔2〕 [〇リ，リレーレイアウト

籲
各種システムのコントロールユニットおよび主要なリレーのロケーションを以下に示す 

合理的な配線と防水品質を考慮してコントロールユニット冚1\1？丨，五〇ン丁）の取付位置を設定した,

くトラック〉

①

57 -002

「18.40

くトライ，バン〉

③④⑤

ま

〇

ド
デ'十 | 11( |

ベハ
卜4

！

II II

闩を41 5 7 -003
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ボデーエレクトリカル------- ど〇じ，リレーレイアウト

①、②

ターンハザード 
ュニット ワイパ丨町ュ

「も42

ツト
57-004 

5 7 -004

⑨
クーリングフアンユニット

ドぼ.46 5 7 -008

@ メーンリレー

フューエルポンプリレー
(バン、トライ）

「12.511 5 7-011

③、④、⑤ ⑩、⑪
巳⑺丁ユニット

⑮

リレー

(4*0,デフロック，フリーアクスル）^

「セ.43 57 -005 円る47
シフトロツクユニッ

5 7 -009

[训3!ユニット（バン、トライ）|

「12.51 5 7-011

⑦ 八/〇コントロールユニッ ⑫
フユーエルポンプリレ1一

⑯

メムンリレー（トラック）
「12.44 57 -006 闩2.48 5 7-010

リヤワイパユニット（バン、トライ）

ド12.52 5 7-012

⑧ ⑬ ⑰

711011

ドアロックタイマ
ユニット（トラック） サンサンルーフユニツ

ド18.45 57 -007 ド12.49 5 7,010 ドセ.53 57-013
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ボデーエレクトリカル——バッテリ

〔3〕 ツテ

バッテリは2型式とし，一般向と寒冷地向および4界0車用で区分けしている。

項 巨 一般向 -寒冷地向 
- 4界〇車

型 式 26317し 38820乙
電 圧 12マ 12ソ

容量八11(59尺） 21八11 28八11

電解液比重(20°¢：) 1，280 1，280

バツテリ（バン，トライ）
ノマツテリ（トラック）

「18.54 5 7-015 ^6.55 5 7-016
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ボデーエレクトリカル ヒューズ

〔4〕 ヒューズ
ヒューズ回路

〈メーンヒューズボックス〉

(3.0)
N0. 1

40八 
(30八)

N0.2 60八

№.3 30八

N0.4
ラィン) 30八

5.0
㈧

2.0
㈧

2,0
V

バツテリ

1 5 3 4 5
20八 15八 15八 15八

一—、卜了口
ツ
ク

，、

ホ才ツガ

メタ

ふ丨
1ン

エ
ン
ジ
ン

10八
(スヘァ）

6 7 8 9 10 II
15八 15八 15八 10八 10八 10八

フ ハル スホ へ
，ソ

へ
^ツ

7 レ 1
--、

ド

ン ドム ブン ル ノ
フ

ノ
フ

1？ 1？ 14 |5 15 17
15八 15八 15八 15八 15八 20八

夕丁 一.

1

% #

才

1
イ
バ

1

ヒ
1

夕

ヒューズボックス

N0. I 40八（トラック30八）

№.2 60八

イグニッシヨンスイッチ

№.3 30八

№.4 30八

№.10
10八

0.85

N0.11
10八

只し

0.85

ッドランプし㈠

N0.9
10八

只

0.85

ッドランプ％!

N0.8 1丨5ハ

只8

0.5

クリアランスランプ，テールランプ，イルミネーション, 
ヒームパイロット

0？フユ

15八

尺丫

0.5

ストップランプ，ホーン

フォグランプ

№.7
15八

0.5

〇卩フューズ

20八卜

㈧
0.85

ルームランプ，ハザードランプ，デジダルクロック 
ET只バックアップ，シフトロック

〇.
20八

奴6

1.25

ェアコ

(已^1円，トライ，ハイカスタム）

集中ドアロック

N0.6 15八
0.85
8ボ

ラジェータフアン，エンジンルームフアン

(上記以外) 
N0.6 15八 〇,

№.16
15八

0.5

ラジェータフアン

ドワイパ，尺ワイパ，シフトロック

N0.15
15八

0.85

N0.17
20八卜

し已

0.85.

シガライタ，ラジオ,ワーキングランプ

№.14
15八

し6

0.85

「ヒータブロア，エアコン制御系

只ヒータブロア，コンセン

№.3
15八

0.5

N0. 4
15八

已8 

1.25

ターンランプ，メーター，バックアップランプ

№.2 ィ丨5八

已㈨

0.85

シフトロック，オルタネータ，イグニッシヨンコイル(似） 
フューエルポンプ（⑽乂スローカツトバルブ，4〜0システム

只デフォッガ

№.13
15八

1.25

N0.12 15八|

抓

1.25

已，1 メーン電源，フユーエルボンフ⑻卩1)

乳
丨イグナイタ，インジェクシヨン，6(:VI

5/8(サーキットブレーカ)

256



ボデーエレクトリカル-------イグニッシヨンスイッチ

〔 5〕イグニッシヨンスイッチ國準備品

工具 ピン イダニッシヨン5界とステアリングロッ 
ク本体の分離

計器 サーキットテスタ 電压，導通のチヱック

国構成部品
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ボデーエレクトリカル-------イグニッシヨンスイッチ

國整備要領

一ーキーシリンダの脱着--------- -----------------------

く取外い

(1) バッテリケーブル(㊀側）を外す

(2) ステアリングロアカバーを外す（タッピングスク

ーリュ4ケ所）

ロアカバー

円8.58 5 7-066

(3)ハーネスコネクタを分離し，ゴムキャップおよび 

シリンダー本体の取付ネジ部を緩める。

ネジ部ゆるめる キャップ

⑷イグニッシヨン八55^を取外す。

------ 点検-------------------------------- ^---------

(1)バッテリケーブル(㊀側）を外す 

⑵ステアリングロアカバーを外す 

(3)イグニッシヨン3界のコネクタを外す

スイッチの接続構成表

ー位置 
端子名\\ 八〇〇

6 - ？ ？

10

八。。 (: 0

0「ド

ド12.61 5 7 -823

^2.60 

く取付け〉

取外しの逆手順で行う

5 7 -088

コネクタ

ド16.62 57 -063
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ボデーエレクトリカル-------コンビネーションメータ

〔6〕コンビネーションメータ國準備品

工具 ピン イグニッシヨン5界とステアリングロッ 

ク本体の分離

計器 サーキットテスタ 電压，導通のチェック

部品配置図

くトラック〉

くバン.トライ〉
コンビネーションメータ 

(車速センサ内蒇）

ボックス
フロントドア洲⑻

フューエルメータ 
ユニット

フューエルランプ 
4メータユニット

フロントドア3陳)

メーンヒューズ リアドア撕（し)

「12.64 57 -003
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ボデーエレクトリカル-------コンビネーションメータ

国構成部品

図形モニタ

過給圧表示灯

クラッチテンプ
警告灯

燃料計

チェックエンジン
警告灯 速行距離計速度計 ハイビーム エンジン回転計

E〇VTインジケータ

エンジン水温計 排気温警告灯

ブレーキ警告灯

ドセ.65
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ボデーエレクトリカルーコンビネーションメータ
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ボデーエレクトリカル-------コンビネーションメータ

タコメータ付

バルブ

プレートサブ八55丫

プレートサブ八35丫 
㈣丁）

スピードメータ

フューエル4 
テンプメータ

ブレートサブ八55丫 
(排気温）

タコメータ

ウインドウ 
プレート

ガラス

ノブ

闩2.67
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ボデーエレクトリカルーコンビネーションメータ

コネクタ配列

くタコメータ無〉 くタコメータ付〉

22？コネクタ

22？コネクタ

8？コネクタ 丘〇^コネクタ 8？コネクタ

22卩コネクタ
22？コネクタ

8？コネクタ
①②⑧④⑤⑥ ⑦
？卩~ 0 〇5空イグニッション㊉

ド12.68
巳〇乂丁コネクタ

8卩コネクタ
①②③④⑤
？尺问0 〇5

已(:ソ丁コネクタ

⑧⑦
空イグニッシヨン㊉

接続 先 接続 先

〇. 22卩コネクタ N0. 22卩コネクタ N0. 8卩コネクタ N0. 22卩コネクタ N0. 22卩コネクタ N0. 8卩コネクタ

1 只琢〇 01" 4界0 12 チャー' ジ、 23 排氕温矜吿 I 允 12 排気温箐告 23 ブレーキ

2 ターンシグ十ルII 13 ブレーキ 24 リヤデフォッガ 2 允 13 允 24 チャージ

3 ¢N0 14 パークブレーキ 25 過給圧表示 3 (>N0 14 允 25 リード，

4 15 把 26 4 ィルミ㊉ 15 イグニツシヨン㊉ 26 リヤデフオッガ

5 允 16 イグニッション㊉ 27 允 5 允 16 把 27 エンジン水温

6 イルミ㊉ 17 空 28 リード5界 6 允 17 允 28 クラッチテンプ

7 ターンシグナル乙 18 7*0 29 エンジン水溫 7 ハイビーム㊉ 18 100(タコ） 29 フユ——エノレ

8 允 19 チェックエンジン 30 フユーみノレ 8 允 19 チェックエンジン 30

9 允 20 クラッチテンプ 9 ハイビーム㊀ 20 エンジン油压

10 允 21 ハイビーム㊉ 10 允 21 過給压表示

II エンジン油压. 22 ハイビーム㊀ 11 ターンシグナルII 22 ターンシダナル1
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ボデーエレクトリカル-------コンビネーションメータ

4^
4^

@ @ @ @@@@ @@@ 〇)

く注〉聚1チャージ用 崁3已(：ソ丁ィンジケータ用

糸2排気温警告断芯チヱック用欲4ど(:VIインジケータ用

回路図（タコメータ無)

@ @ 含@(^)@@@@〇〇@ @ @000^0

く注〉來1チャージ用 糸3ハンドブレーキ用

兹2排気温警告断芯チヱック用浓4迟0ソ丁ィンジケータ卩”用

回路図（タコメータ付)

フューエル 
メータ 

回路

水温計 
回路

フューエル 
メータ 

回路

0
夕ケジ

#
1

50

00

0

(？)

0-0.

0-

0.

7
1
；
。̂

-
>

+7
卜
‘4-(1

、(^)
二へ 

V

一
^
、̂
ふ
，\

丨̂
0
 

0
 

0
-  

〇
.

@
,

4
」兹

^
0
 

0
1 
〇
 

&I
肜
撇
！1
1

^1〇
'

ム
㈠4

0

务
丨
ム
ト：〇
气；

り
如
難
1+!!
菊
〇

八
1：，\

1，\
4
交&
邮
撕
：\

帝参〇

—4

&
如
難
卜
，\
|^
 

水4

心へ
〇

0
夕Iケジ

/

4
^

@0.

0
00

@
マ
、
十

0：
4
如
ぺ
ふ
，\

丨へ

&
<
0

&
116

麻
0

玄
〇1

一
^

&1
1161
瓶0

玄
マ〇

,

@1

？邮
謙
澳

+

 —
1

&
吃
漱
1+!
鈕
阐

&
邮 11

，\
：，\ 1

屮
丨
上
/
:
^
气；

3

I 
&

&
邶
顯
頰
杉
绽

@

‘、み
へ多3

；!

 

I『I

温
吿
路

51排
1
回

264



ボデーエレクトリカル コンビネーシヨンメータ

整備要領

脱

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を外す 〇

(2)ステアリングホイールを取外す,

//

日

ステアリング 
ホイール

闩も69
カバ

57 -070

⑶メータバイザ取付タッピングスクリュ（4ケ所）を

外す。

タツビングスクリユ（4ケ所)

50 4 5 〇
3

5 7 -071

(4) メータ取付タッピングスクリュ（4ケ所）を外す。

80
100 120^0

3/9 、4
5 6 7

〇
尸 2

，自」丨 I他

タッピングスクリュ（4ケ所)

F\^^\

(5)スピードメータケーブルを外す。

5 7 -072

(6)コンビネーシヨンメー タを引出す。

コンビメータ

6し 圖

(

以、72
鲁

⑺ハーネスコネクタ（3ヶ所）を外す。

57-073

スピードメータケーブル

\

二 コネクタ

「1る73 5 7 -074

く取付け〉

取外しの逆手順で行うこと

注意

〇

バイザとインストルメントパネルのすきまを均等に 

する。

取付後バッテリー端子を取付け，各計器類，インジ 

ケータ類の作動確認を行う。

0

V ,

構成部品

^2.74 57 -075
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ボデーエレクトリカル-------コンビネーションメータ

，指針を回わし抜きするときは！)側(反時計方向)へは 

絶対に回わさないこと。

-文字版にキズをつけないようウェス等をあてがうこ

と0 ，'-

注意

目盛からずれた場合は指針を最高目盛側へ回わして 

行う。

(3)スピードメータを文字版に取付け後逆手順にケ 

ースへ組立てる。〔交換した場合は整備記録帳に記 

載のこと。〕

7.7圓程度

注）旧品の指針は 
仕様不可

「1も75 5 7-075

[2]タコメータ

く分解〉

(1) ケースからスピードメータ，タコメータを文字 

版ごと外す。

(2) スピードメータを文字版から外す。

く組立〉

-交換用タコメータ（下図）にいままでのスピードメー 

夕を文字版へ取付ける。

タコメータ指針の取外しは絶対しないこと。

補用品は文字版にタコメータ，スピードメータ用指1

針を取付けた八337で供給。

------ 分解^組立

く分解〉

【1〕スピードメータ

(1) ケースからスピードメー タおよびタコメ ータを 

文字版ごと外す。

(2) スピードメータの指針を抜き（ピンセットでは 

さむか回わす）スピードメータボデーを文字版か 

ら外す（スクリュ2ケ）

く組立〉

⑴交換用スピードメータボデーを文字版に取付 

(スクリュ2ヶ）指針を0目盛に合せてボデーのシ 

ャフト部に圧入する。

(2)必ず真上から押し確実に取付ける（圧入高さ7.7 

腿程度）

十 十
<120 X 2

タコメータ

「1咨78

スピードメ ータ用指針 
(旧品は使用不可の為）

N12.3

予備スクリユ
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ボデーエレクトリカル ランプ

〔7〕ランプ 準備品

計器 サーキットテスタ 電圧，普通の点検

部品配置図 

フロントランプ

円2.32 57 -833 「1.2.93 5 7 -835

-リヤランプ

ワーキングランプ ハイマウントストップランプ

ターンシグナル 
ランプ

リフレックス 
リフレクタ

ライセンスランプ

「12.34

ストップ 
Iテールランプ 

マック
ップランプ

リフレックス 
リフレクタ

57 -037 ^6.95 57-031
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ボデーエレクトリカル-------ランプ

ルームランプ

ラゲツジルームランプ，ワーキングランプ

ラケッジルームランプ 
(サンルーフ除く全車）

ワーキングランプ 手動スイッチ

ラケツジルームランプ（サンルーフ付き）

円8.8 3 5 7 -043 ド12.84 5 7 -044
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ボデーエレクトリカル ッドランプ

整備要領⑴ヘッドランプ

バルブ交換

(1)室内より，運転席側の場合には自然ベンチレーシ 

ヨン，助手席側の場合にはプロテクターを取付けて 

いるボルト（ 2ケ所）を外し，自然ベンチレーション 

およびプロテクターを外す。

⑵室内よりハーネスコネクタおよびゴムカバーを取

外す0

ゴムカバー

コネクタ

ド18.85 57 -076

⑶バルブ固定用スプリングを外し，バルブを取出す。

「ち86

籲ハロゲゲン電球は，使用時ランプが高温になるため， 

表面に油脂などが付着するとランプの寿命が短くな 

る。ランプ交換時はフランジ部分を持つようにし， 

手などがガラス部に触れないようにする。

「‘87

く取付け〉

取外しの逆手順で行う

脱着

く取外し〉

⑴室内より，運転席側の場合には自然ベンチレーシ 

ョン，助手席側の場合には，プロテクターを取り付 

けているボルト（2ヶ所）を外し，自然ベンチレーシ 

ョンおよびプロテクターを外す。

5-1

ボルト（2ケ所)

^6.88 5 7 -077

(2)室内よりヘッドランプ本体の取付ボルト（2ケ所) 

を外しハーネスコネクタを分離する。

ボルト

ボルト

「12.89

(3)フロントコンビネーションランプを外し，へ 

ランプ取付ボルトをゆるめ本体を取外す。

5 7 -078

ツ

闩 §.30 取付ボルト 5 7 -073

く取付け〉

取外しの逆手順で行う
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ボデーエレクトリカル------ ^ンフ

光軸調整I

(1) タイヤ空気压を規定値に調整する。

(2) 車両とテスタを水平面に置く。

⑶空車状態（工具，スペアタイヤ積載，フューエルタンク満タン）の車両に運転者1名が乗車する

(4)調整スクリユで下記に示す範囲に調整する。（アッパビームを点灯して調整する。）

1ランプ中心

高照度ゾーン中心 高照度ゾーン

調整値

ド12.31

…(，"出） ㈠(咖1) れ(咖）

丸形ヘッドランプ 994 775 , 70

異形ヘッドランプ 963 805 80

光軸調整スクリ

5 7^071
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ボデーエレクトリカル ランプ

(2)リヤコンビネーシヨンランプ

-バルブ交換

く取外し…トラック〉

1)取付タツビングスクリン（4ケ所）をゆるめて， 

ランプ八557を外す

タツピングスクリユ（4ケ所)

ド12.98 5 7-0抑

2)ハーネスコネクタを外す

くバルブの交換〉

(1)レンズを取外す

⑵バルブをいっぱいに押しながら左へ廻して外す

ターンシグナル 
ランプバルブ

^8.97 5 7-102

く取外し〉

1)取付タツビングスクリン（1ケ所）をゆるめてラ 

ンプ八33丫を取外す.

スクリン（丨ケ所)

闩8.38

2)ハーネスコネクタを外す

5 7,011

コネクタ

57 -082「18.33 

くバルブ交換〉
1) ランプ本体を取外す

2) 裏側のソケットを左へ廻すとソケットがはずれる

3) ソケットの中にあるハVレブをいっぱいに押しなが 

ら左へ廻してバルブを外す

厂12.100 5 7 -083
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ボデーエレクトリカル ワイパふゥオツシヤ

〔8〕7イパみウォッシャ II準備品
奏

-

計器 スケール ワイパブレード位置の点検

國部品配置図

くフロント〉

くリヤ〉

^8-101

ワイパリング

ワイバモータ

タンク

ウォッシヤノズル
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ボデーエレクトリカル-------ワイパふウオッシャ

〈仕様〉

項 巨 ———〜 -—^ 車 種 トラック バ ン トライ

フ 定 格 電 压 厦 4— 4—

ィ 無負荷時 
特 性

回 転 数
乙〇界 50 土 5 1*5)111 卜 4—

パ

モ

111011 75 土 811501 — 4—

電 1 流 3八以下
‘ ず. -

奢

卜 ル ク
し〇界 120^-001 ^ 11

1 拘束特性 1001^ - 0111 4—

夕 電 流 20八以下 4— 4—
ブ
レ
I
ド

長 さ
運転席
助手席

400111瓜 4—— 4—

タ ン ク 容 上1 1.5必 4— 4—
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ボデーエレクトリガル——ワイパふウォッシャ

國トラブルシューテイング

不具合項目 \
:\

ヒメ
ュ1
1ン 

ズビ
ボュ 
ッ1
クズ
スボ
のッ
ヒク
ユス
)& 

ズ
切
れ

イ
グ

ツ
シ

ン
ス
イ
ツ

チ

フ
イ
パ
ス
イ
ツ

チ

フ
イ 

ノへ0
モ

1
夕
部

ゥ
才
ツ

シ
ヤ
ス
イ
ツ

チ

ク
才
ッ

シ
ヤ
モ

I
夕

間
欠
ユ

ツ
卜

喝 ，鲁き

ウ
才
ッ

シ
ヤ
液
不
足

ノウ
ズオ
ルッ
のシ 
ツヤ 
マチ 
1)ュ

I
ブ
の
折
れ

フ
イ

ノへ〇

ン
グ
の
関
連

ア
1-，

ス
不
良

まワ
たイ
はヤ
端リ
子ン
のグ
接ハ
続1 
不ネ 
良ス 

の
折
衝

フ
〇
ン
卜

リ
ァ

%

フロントワイパが
作動しない.

馨

全てのポジション 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

の時 〇 〇 〇

乙〇またはIIIの時 - - 〇
1攀

籲
# 〇

肘15丁の時 〇
へ- 濛

秦

鲁參

〇

,リヤワイパが作動しない 〇 〇 〇
籲

1. I

〇 〇
雜

スイッチ0只卩時 
；定位置で停止しない

フロントワイパ 〇 〇 〇

リャヮイパ 〇
9

〇

:間欠時間が一定でないまた間欠しない 〇 〇
， 蟑

〇

:ウオッシャと連動してワイパが作動しない -
%0

〇ノ 〇

ウオッシャ液が噴射しないまたは弱い
し

〇 〇 〇 〇 〇
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フロント
ワイパモータ

フロント
ウオッシヤモータ
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リヤ ~
ワイパ
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りレー
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(^丨 
卿£8

ホデーエレクトリカル ワイパみウォッシャ

ワイノく回

くコンビネーションスイッチ（丨1^丁付）〉

メインヒューズ 

ボックス ヒューズボックス

0 N0 2
---- 〇

イグニシヨン 
スイッチ
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N016

60八 15八
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ボデーエレクトリカル-------フロントワイパモータ

国整備要領（1)フロントワイパモータ 

——^----------------------------------------------------------------

く取外し〉

(1)ブレードの取外し

ブレードの樹脂クリップ下側のロック爪をおしな 

がら，ブレードをアームの回転軸方向に引いて取外 

す0

「セ.102

⑵アームの取外し

#アームカバーをおこし，取付ナットを外す

アームカバー

ド12.103

(3)グローブボックスおよび，インテークシャッタボ 

ックスを外す

5 7-103

⑷ワイパモータ取付けボルト（3ケ所）を取外す

(5)ワイハ。リンクとモータ結合部のボールジョイント 

を分離する。

5 7-105

ワイハ。リンクを無理にこじって，外すとボールジョ 

イントの抜け防止用ピンを折損するので注意のこと。

(6)ハーネスコネクタを外し，ワイパモータを抜き出

す0

厂!2.107 5 7-106

く取付け〉

，取外しの逆手順で行う

^アーム取付の際はモータ，リンクがオートストップ 

位置にあること。

^ワイパアーム取付の際はブレード先端の最小寸法が 

25土 5腿の範囲にくるようにセットすること。
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ボデーエレクトリカル リヤワイパモータ

(2)リヤワイパモータ

く取外し〉

⑴ブレードの取外し

ブレードの樹脂クリップ下側のロック爪をおしな 

がら，ブレードをアームの回転軸方向に引いて取外 

す。

ド12.108

⑵アームの取外し

アームカバーを外し，取付ナットを外す

3 7-107^8-109

⑶バックドアのトリムを外し，モータ取付ボルト（2

ケ）を外す

「1^110

(4)コネクタを外し，モータを抜き出す
0

闩2.111 8 7-108

く取付け〉

取外しの逆順序で行なう

締付けトルク

モータ回転軸固定ナット 0.1〜0.1811^

ワイパアーム固定ナット 0.45〜0.75岐-111

モータブラケット固定ボルト 0.55〜0.95は-111

參ブレードは，ウエザストリツプから約154111111の位置 

にセツトすること。

-組付け後はシステムが確実に作動することを確認す 

ること。

「12.112
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ボデーエレクトリカル-------フロントふリヤワイパモータ

(3)フロントウオツシャノズル6タンク

一一一脱着---------------------------------------------------------

く取外し〉

(1)ノズルの取外し

① ウオッシャホースの結合部を外す

② フロントパネル裏側の^1旨ナットをゆるめて外

す

⑵タンクの取外し

①助手席側下のキャブフロアにあるウオッシャタン 

ク取付けボルト2個⑽6)を外す

取外しの逆手順で行う

洗浄液の噴射位置を下図の範囲になるようにノズル 

向きを調整する。

(4)リヤウォッシヤノズル6タンク

——脱着---------------------------------------------------------

く取外し〉

(1)タンクの取外し

① ハへソクドアを開けて，左側の注入ロキャップを 

あける。

② トリムを外す。

③ タンク中間ジョイント部でホースを分離する。

④ コネクタ（2？)を外す。

⑤ タンク固定のタッビングスクリュをゆるめて， 

(2個付）タンクを作業穴より抜き出す。

取外しの逆手順で行う

締付トルク
タンク取付 
ボルト，ナツ 卜

0.6土0.15 
岐 -111

⑵ノズルの取外し

① バックドア室内側ノズル作業穴のキャップを㊀ド 

ライバーで外す。

② ノズルの爪をすぼめるようにして取外す

闩氐117

注意

ノズル

洗浄液の噴射位置を下図の範囲になるようにノズル
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ボデーエレクトリカル-------コンビネーションスイッチ

〔9〕コンビネーションスイッチ國準備品

工具 ステアリングホイールプーラ ステアリングホイールの取外し

計器 サーキットテスタ 導通の点検

国部品配置図
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ボデーエレクトリカル コンビネーシヨンスイッチ

国整備要領
—— -̂-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

く取外し〉

(1) ノぐソアリの㊀側ケーブルを外す。

(2) ステアリングロアカバーを取外す。

(3) ステアリングホイールを取外す。

「12.120 5 7 -085

(4)コンビネーションスイッチに接続されているコネ

クタ（4ヶ所)を外す。

「1^.121 5 7-086

⑸ホルダ締付スクリュ（2ヶ所）をゆるめ，コンビネ 

ーシヨンスイッチを取出す。

スクリユ（2ケ所)
闩氐122 57 -087

くワイパスイッチ分解〉

矢印のビスを外し分解する。（ライト側は非分解)

ッピングスクリユ
(3ケ所）

ド12.123 5 7 -088

く取付け〉

取り付けは取外しの逆手順で行う

締付トルク コンビ3がのスクリュ 0.1〜0.15

(1^—111) ステアリングホイールの
ナット

2,2〜2。8

，コラムカバー取付け時はハーネスを狭まないように。 

，確実に引廻してから締込むこと。
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ボデーエレクトリカル リヤウインドウデフォッガ

〔10〕リヤウインドゥ デフオツガ国準備品

計器 サーキットテスタ 電圧，導通の点検

国部品配置図

スイツナ

503ハ印」

「16.124

ド12.125

5 7 -058

熱線

5 7,057
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ボデーエレクトリカル-------リヤウインドウデフオッガ

Iトラブルシューテイング

点検項目

不具合項目 \

メ
1

ン
ヒ
ユ

1
ズ
ボ
ツ

ク
ス
60
八

イ
グ

ツ
シ
3
ン
ス
イ
ツ

チ

ヒ
ュ

1
ズ
ボ
ヅ

ク
ス
N0.
2
15
八

リヤデフオッガ 
スイッチ

リ
ヤ
デ
フ
才
ツ

ガ

線

ア
1

ス
不
良

ネワ
スイ
コヤ
ネリ
クン
タグ
接ハ
藏1
不
良

ス
イ
ツ

チ

イ
ン
ジ
ケ

1
夕

ン
プ

イ
ノレ

に

ネ
1

シ
3

ン

ン
プ

リヤデフォッガが 
作用しない

チャージランプ点灯 〇 〇 〇

インジケータランプ点灯 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

イルミネーシヨンランプ点灯しない 〇 〇 〇 〇 〇 〇

メインヒューズ 
ボックス

イグニシヨン 
スイッチ

ヒューズ 
ボックス
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ボデーエレクトリカル——リヤウインドウデフォッガ

整備要領 

脱着，点検

く脱着〉

(1)矢印部に㊀ドライバをさし込むとロックの 
爪が外れる。
注意

《イザ側に傷をつけないように注意すること 0

(2)コネクタを外す
籲 取付けは取外しの逆手順で行う 〇

219

震 ⑬
5リ3ハ厂《リ

「12.126

く点検〉
#スイッチ

リヤウインドデフォツガスイツチについて
〇况〇ド卩での端子間の導通を点検する。

熱線プリント点検

(1)テスタを電匣レンジにセットする。
⑵リヤデフォッガを作動させて，電源系統を 

チヱックする。

⑶各熱線の断線個所を点検する。
テスタの（十）側----- 熱線の中央に1本づ

テスタの（一）側-
つ接触させる。
ボデーにアースさせる 0|

⑷正常ならば，約6 Vを示す。
⑸断線していれば，12乂または〇乂を示す。
⑹断謝固所を見つけるには，テスタ（十）側で 

熱断線上をスライドさせて行い，針が急に動
たところが断線個所である 〇

リヤデフォッガ 
スイッチ

メータ 
パイロッ

スライド方向

、丨〇スイ，ンチ
卜③

丄

ド12.127
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ボデーエレクトリカル オーデイオ

〔11〕オーデイオ匯準備品

工具41.0〜2.〇父2111 針金（ひも） フロントアンテナコード組付用

圓部品配置図

5 7 -061

ラジオ

1!??111111 〆------------- 丨74 -\

丨套 1 口与ぬ

スピーカグリル スピーカグリル

闩8.128 5 7-014
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ボデーエリクトリカル ラジオ，スピーカ

国整備要領（1)ラジオ

脱着

く取外い

1)パネルを外す

ド12.129

注意

パネル

57-089

インパネに傷を付けないように慎重に外すこと

2)ラジオを取付けている，タッピングスクリュ（4 

本）をゆるめて，フジオ本体を引出し，ハーネスコ 

ネクタ，フィーダ線をラジオ本体から取外す。

ド16.130 

く取付け〉

，取外しの逆手順で行う

5 7 -302

く参考〉

ラジオ脱着は&ラジオについて，行ったが他 

も同様の手順で取外しが可能である。

(2)スピーカ

脱着

く取外し〉

1)スピーカグリルを外す（タッビングスクリ

ヶ所）

ユ

「12.131 57-090

2)スピーカ取付スクリュ（4ケ所）を外す。

ド12.132

3)ハーネスコネクタを外す。

57-091

57-092ド12.133 

く取付け〉

取外しの逆手順で行う。

參スピーカのコーン紙にゴミ，破損等がないことを確 

認し，コーン紙にコード等が触れないようにするこ 

と。
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ボデーエレクトリカル-------アンテナ

(3)アンテナ

—脱着

く取外し〉

1)ラジオ本体を取外し，本体からブラグを外す。

⑵アンテナベース部のスクリユを（2本）ゆるめ，ア讀

ンテナ本体をボデーより外す0

「12.135

286

アンテナ取外しのときはフィーダ線の先端に，ひも等 

を結びつけて外すと，取付けが容易になる。

印38

く取付け〉

取外しの逆手順で行う。



ボデーエレクトリカル------ ホーン

〔12〕ホーン圓準備品

計器 サーキットテスタ 電圧，導通の点検

圓部品配置図
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ボデーエレクトリカル- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -ボーン

国トラブルシューティング

ホーンの音不良

——診断内容------------------------------------------------ -------- 不具合現象---------------------------------------------

9音が小さい

ホーン音 -音がびれる
- #音がわれる

点検手順

^ホーンの音の点検はバッテリーを充電状態で行うため，エンジンを起動状態で行うこと。 

-ロックナットをゆるめた場合は，確実に締付けること。

国整備要領

脱着点検

く取外し〉

⑴リフトアップ5させる

(2) コネクタを外す
(3) ナットをゆるめ，ホーンを取外す

く取付け〉

取外しの逆手順で行う

注意

，ランプ，ハーネス，ボデー等他の部品とホーンが接 

触しないこと。

，ホーン，ハーネスの引廻しにはホーンの振動を吸収 

できる余裕をもたせること。

く点検〉

^2.138
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ボデーエレクトリカル-------シガレットライタ

〔13〕シガレットライタ圓準備品

ェ 具 コンビネーションプライヤ シガライタの締付ナットのゆるめ

計 器 サーキットテスタ 電圧，導通の点検

整備要領

脱着

く取外し〉

⑴バッアリの㊀側ケーブル外す 

(2)ライタのコネクタを引き抜く 

⑶ソケットを左側に45°廻し引き抜く

(4)ナットをコンビネーシヨンプライヤで回してゆる 

め本体を取り出す 

く取付け〉

取外しの逆手順で行う

く点検〉
イグニッシヨン5界を〇Xにして復期時間を点検する

厂 12.139

シガライタ ヒューズボックス メーンヒューズ

1(3スイツチ 
(八00)し

バツテリ

5 7 -800

コンビネーションプライヤ

闩2.140
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ボデーエレクトリカル-------ェキゾースト警報システム

〔14〕ェキゾースト警報システム国準備品

計 器 サーキットテスタ 電圧，導通抵抗値の測定

国部品配置図
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ボデーエレクトリカル ェキゾースト警報システム

整備要領

車上点検

サーモセンサのコネクタを外し，次の条件で端子間 

の抵抗値を測定する。

， 抵抗値
温度 基準値

常 も日
(走行後6時間以上放置後） 1IV[〇以上

市街地走行(平均401011ル）し， 
20分経過後 約25〜701^0

闩も143 5 7 -093

脱着

(1)サーモセンサの取付けナットを外す。（リフトア 
プ作業）

^6-144 5 7 -034

(2)サーモセンサのハーネスのボデー固定用クリッ 
をボデーより外す。（リフトアップ作業）

⑶ボデーハーネス側コネクタを分離し，サーモセン 
サを取外す。

サーモセンサ

「16.145
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8-1 新設特殊工具

〔1〕エンジン

N0. 工具番号 工具名称 用 途

1 498455600 アタッチメント（エンジンスタンド） エンジン分解.組立

2 499205880 レンチ（クランクシャフトプーリ） クランクプーリ脱着

3 499525500 ボルト クランクプーリ脱着

4 499605400 ハンガ（エンジン） エンジン、トランスミッション脱着

5 498348300 カートリッジ（セレクトモニタ） ぢが？丨のトラブルシューテイング

〔2〕トランスミツシヨン

1 922650000 ハンガ（トランスミッション） トランスミッション吊下げ用

2 499785500 レンチ0？ フリーアクスル付フロントデフ分解.組立て

3 498175700 オイルシールインストフ デフサイドオイルシール圧入

4 498455500 アタッチメント
(トランスミッションスタンド）

トランスミッション分解.組立て

5 499575900 ゲージ プーリアライメント調整

6 499305700 シーリングガイドII オイルポンプ組立

〔3〕ボデー

1 922590000 ハブプーラ フロントハブ取外し

2 922600000 ハブインストラ
フロントハブ取付け、オイルシール（アウタ）圧 
入

3 922610000 ベアリングプーラ ベアリング取外し、圧入

4 922620000 ハウジングスタンド ベアリング取外し、圧入、オイルシール（インナ） 
圧入

5 922630000 ハブスタンドスペーサ フロントハブ压入

6 922640000 キャンバゲージアダプタ キャンバ測定
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1)運行前点検項目の判定基準は自動車使用者に周知徹底を図る。

2〉「籲」印は法規で義務付けられた点検時期を示し，「〇」印は富士重工業胸で推奨することを示す。
3) 「亡」印は保安部品の定期交換を示す。その交換時期は一般走行する不特定多数の車を対象に定めてある。 

従って著しく走行条件の異なるものは，これに準拠して交換する。

4) 厂※」印は初期点検のみを示す。（崁1は初期1力月時，浓3は初期3力月又は50001011時点検を示す。）

5) 「高速走行」とは801011/ヒ以上の速度で走行する場合をいう。

点検 整備 項目

点検整備時期

判定 基準 備 考
運

行
-.丨、ム

刖

自家用 事業用等 単
位

千
1011

6
か
月
毎

12
か
月
每

24
か
月
毎

1
か
月
每

3
か
月
毎

12
か
月
每

か

じ

取

9

装

置

ハ
ン
汀

ノレ

遊び，緩み及びがた # 籲 翁 籲 嶔3 遊びは直進状態にてホイール 
外周で 0〜25111111

操作具合 0 鲁 4 # # 糸3

ギ
ヤ

儘

ボ
ツ

ク
ス

油漏れ 0 籲 鲁

取付の緩み 鲁 鲁 籲

軸受部のがた 鲁

ギヤのノゞックラッシュ 籲 ラック-
ピニオン式

〇
ツ
卜，

及
び
ア

1
ム
類

緩み，がた及び損傷 鲁 籲 籲

ボール.ジョイントのダスト.ブー 

ツの亀裂及び損傷 籲 鲁 鲁 癱

連結部の摩耗及び取付状態 鲁

ナックル.アームの亀裂及びナック 
ルとの取付状態 鲁

ナク
ッノレ 連結部のがた 鲁 籲 春

か
じ
取

輪

ホイール，アライメント 鲁 鲁

卜ーイン 1± 3瓜瓜

キヤンノ彳 1° ±45

キャスタ 3° 50± 1°

左右の回転角度

9

鲁 鲁

内 側
+10 抓 

抓况- 21〇'

外 側
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点検整備方式

がた及び損傷

機能 #

油密及び気密 善

置
マン
スリ
タン
鲁ダ
シ及
リび
ンデ
ダイ
-ス
ホク

ホイール.シリンダ及びディスク， 
キャリパの液漏れ

ル
キ
ヤ
リ

ハ0

機能，摩耗及び損傷 #

液面レベル
蘇1皿八又ラインと!VIINラインの 

間にあること

ブ
レ
I

キ鲁
ぺ
ダ
ル

遊び及び踏み込んだときの床板との 
すき間

榮1
⑴遊び1〜3咖 
(2)踏力約301^で踏込時 

床板とのすき間110腿!以上

踏みしろ及びきき具合

ブレーキのきき具合
制動力

各輪 左右和 軸重の60%以上
左右差 軸重の8%以下

総 和 車両重量の60%以上

制

駐
車
ブ
レ
)

キ鲁
レ
パ

引きしろ 崁1
操作力 
引きしろ
全ストロ ク

20はのとき
7〜9 ノッチ 

17 ノッチ

ブレーキのきき具合
制動力車両重量の20%以上 
操作力 50^以下

ラチェット部の摩耗及び損傷 鲁

態状付取び及傷損仏漏

量液

ハイフ
ホ
ー
ス
及
び

丨タンク

ザ
ー
バ

装

省.み緩

ヶ
ー
ブ
ル
類

ロ
ッ
ト及
び

訪33

考備準基定判

期単位千

1011

時備

12

か月每3
か
月
每

1
-

か
月
毎

整

124
か
月
每

12

か
月
每

検点運
行前

か月每
巨項備整検点

倍
力
装
置
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点検整備方式

ゴI時
事業用等

期
単
位

千
1〇11

判定 基準 備 考

自動調整式

標準厚さ 
使用限度

4 # 4111111 

1# 7111111

標準径 
使用限度

180.0111111 
182.0111瓜

嶔3
標準厚さ 
使用限度

9,001111

1.5111111

標準厚さ 
使用限度

18.0111111

16.010111

鲁

(単位：
タイヤ仕様

5.00-12-4？！^ 1；]： 丁
(前給）

糸3 5.00-12-6？^ 11^
(後輪）

1451^12-6？^ ^
1453尺12

1555尺12

前輪

2.2

2.2
2.2
2.0

後輪

3.0

3.0
2.2

2.2

残 溝
商速走行時 
(はタイヤ)

1.6刪まで 

2。401111まで

兹1
ホイール，ナットの締付け卜 
ルク 8.0〜10.01^ # 111

検 整備 項目

占

運

行

刖

ドラムとライニングとのすき間

シューの摺動部分及びライニングの

摩耗

ドラムの摩耗及び損傷

バック馨プレートの状態

ディスクとパッドとのすき間

パッドの摩耗

ディスクの摩耗及び損傷

損傷及び変形

損傷及び変形

タイヤの空気圧

タイヤの亀裂及び損傷

タイヤの溝の深さ及び異常な摩耗

タイヤの金属片，石その他の異物

ホイール.ナット及びホイール.ボ 
ルトの緩み

12

か月
每

3
か月
毎

像0

春

籲

0

0

か
月
毎

整検
用家自

24
か
月
毎

0

0

#

12

か
月
每

0

6
か
月
毎

点

及
ひ
フ
レ
ー
キ
.

シ
ユ
ー

フ
レ̂—

キ
，
ドラ
ム

プレー
バッ
ク

及
び
パッド

ブ
レ
ー
キ
.

デ
ィ
ス
ク

帯

33

装

置

ア
クス
ル

フ
ロ
ン
ト

，
ハウジン
グ

リ
ヤ
.

ア
クス
ル

ホ

V

ル

走

行

装

置
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点検整備方式

点検 整備 項目

点検整備時期

判定 基準 備考
運

行
、し

刖

自家用 事業用等 単
位

千
10001

6
か
月
毎

12
か
月
毎

24
か
月
毎

1
か
月
毎

3
か
月
每

12
か
月
毎

走

行

装

置

ホ

ィ

1

ル

リム及びホイール.ディスタの損傷 鲁

リム，サイド^リング及びホイール- 
ディ スクの損傷

鲁 #

フロント，ホイール.ベアリングの 
がた 鲁 鲁 鲁

アクスル中心部における軸方 
向の遊び 〇〜0.0501111

リヤ.ホイール.ベアリングのがた 籲 籲
アクスル中心部における軸方 
向の遊び 〇〜0.3謂！

暖

衡

装

置

シ
ヤ
シ
ば
ね

損傷 鲁 鲁 鲁

左右のたわみの不问

取
付
部
及
び
連
結
部

取付部の緩み及び損傷 鲁

取付部（ブラケット部を除く。）の緩 
み及び損傷

0 9

彖

連結部のがた 鲁 鲁

ブラケットの取付けの緩み及び損傷 籲
サ
ス
ぺ
ン.
シア 
3 1 
ンム

連結部のがた及びアームの損傷 # #

シ
ョア
ッブ
クソ
-)

バ

油漏れ及び損傷 鲁 # 鲁

取付部のがた 籲

動

力

伝

達

装

置

ク

ッ

チ

ペダルの遊び及び切れたときの床板
とのすき間

榮1
遊び
切れたときの床板とすき間

90111111以上
IV[丁車のみ

作用 效1
浓1は 
皿丁車のみ

卜

ン
ス

參

、

ッ
シ
3
ン

油漏れ及び損傷 糸1

車：フィラ.プラグ穴下 
端から〇〜5腿の間に 
あること

巴〇ゾ丁車：レベルゲージの
上限〜下限目印線の 
間にあること

余1は漏れ 
のみ

操作機構のがた 籲 籲
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点検整備方式

油漏れ及び油量 嶔1
フイラ，プラグ穴下端から 
〇〜一5 11101の間にあること

糸1は漏れ 
のみ
4^車のみ

接続部の緩み及び損傷 迻1

裝3

電
気
配
線
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点検整備方式

排気の状態

エア.クリーナ.エレメントの状態

本

原

シリンダ.へッド及びマニホールド
各部の締付状態 鲁

締付けトルク
シリンダ-へッド（冷間）

3.5—4.0^2*111
マニホールド

吸気1.5〜1,71^-111 
,排気3.0〜5.01^*111

体

(単位：は/恤一！!)111)

压縮乐力
圧縮圧力限界 各気筒 

間差4。ル
9.8-300

(8.3-300)
1. 〇は/恤 

以内）

()内は
ス ーノヽ。チヤ 
ージャ車を 
示す

弁すき間 兹1
(冷間) 
吸気 
排気

0.15111111 
〇. 2011110

動 潤

滑

装

置

油の汚れ及び量
レベル.ゲージの卩〜乙間にあ 
ること

油漏れ ※丄

オイルの量 籲

燃八#“、

燃料漏れ 余1

料 キャブレータのリンク機構の状態
キャブレー 
夕車のみ

装機

置

スロットル.バルブ及びチョーク 
バルブの状態

燃料の量 鲁

冷

却

装

置

水量
リザーバ.タンクの卩〜し間に 
あること。

水漏れ 糸1

ラジェータ-キャップの機能 開弁圧0.8〜1.0 〇〇12

考備準基定判

期時備整検点
単位千ヒ

瞒事用家白
12

か月每
3
か
月
毎

か
月
每

24
か
月
每

12

か
月
毎

か
月
毎

運
行
前

巨項備整検点

300



点検整備方式

配管の損傷

遮熱板の取付けの緩み及び損傷

触媒反応方式等排出ガス減少装置の 
取付けの緩み及び損傷

配管の損傷及び取付状態

後及射
写び鏡写影の状態 籲
鏡反

ガ
ス
還
元
装
置

ブ
ロ
丨
バ
イ
.

止
装
置

熱
害
防

発
散
防
止
装
置

一
酸
化
炭
素
等

及
び
マ
フ
ラ 

-

パ
イ
プ 

ェ
グソ
ース

方
向
指
示
器

灯
火
装
置
及
び
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点検整備方式

点検 整備 項目

点検整備時期

判定基準 備考
運

行
1し
刖

自家用 事業用等 単
位

千
1〇11

6
か
月
每

12
か
月
毎

24
か
月
每

1
か
月
每

3
か
月
每

12
か
月
每

車
枠
及
び
車
体

ドア.ロックの機能 籲 鲁 籲

暖み及び損傷
倉

鲁 鲁

座
席

座席ベルトの状態 籲 籲

前おめ
日いら 
のてれ
運異た 
行常箇 
にが所 

認

当該箇所に異常がない事を確認 籲

そ

の

他

シャシ各部の給油脂状態
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点検整備方式

ギヤ.オイルの交換 40

4ガ〇車の
フロント. 
デフアレン 
シャルのみ

メーカ推奨項目

点検 整備 項 目

制

動

ザタ 
1ン 

パク

保

レーキ液の交換

マスタ.シリンダ，ホイール.シリ 
ンダ及びデイスタ.キヤリパのゴム 
部品の交換

(1)

セ
2

⑴

()内は 
事業用等

()内は 
事業用等

安 ブレーキ.ホースの交換
令
4

⑵

()内は 
事業用等

装

部 倍力装置ゴム部品の交換

置 倍力装置バキューム.ホースの交換

動

力

伝

ラッ
ンシ
スヨ
鎌ン

トランス#ミッション-オイルの
交換

カーボン.ブラシの摩耗 〇

セ
4
⑵

()内は 
事業用等

令
4
⑵

()内は 
事業用等

40

〇 摩耗限界マークまで
迟〇又丁車 
のみ

考備準基定判

期時備整検 1

棚
年
毎

毎の
整備
千

1011

走
行
キ
ロ

腩12

か
月
每

か
月
每

1
か
月
每

用家自

24
か
月
每

12

か
月
每

か
月
每

運
行
前

ンシャル

デフア
レ

達
装
置
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点検整備方式

！ 備 
事業用等

点火プラグの交換

ベルトの緩み及び損傷 〇

エア.クリーナ.エレメントの交換

タイミング‘ベルトの緩み

タイミング.ベルトの交換

スーパチヤージャの油量点検

スーパチヤージャ#ベルトの緩み
及び損傷

〇

オイル.フィルタの交換

エンジン.オイルの交換

フューエル.フイルタの交換

冷却液の交換

フ ユー エル.ホースの交換

判定基準 備 考

ベルトの中央部を約10竑 
の力で押したときのたわ 
み

11〜13腿 

( 3〜7111111)
〔 7〜9诅1〇]

()内はエ 
アコン車を 
示す 

1：〕内は
スーハ。チヤ

ージャ車を 
示す

スーハ。チヤ 
ージャ車の 
み

ベルトの中央部を約1〇は 

の力で押したときのたわ
み 6〜8腿

ス ーノヽ。チヤ

ージャ車の 
み

()内は 
50級オイ
ル使用の場 
合を示す

〕内はス
一-ノ' ラ-ャーー

ジャ車を示 
す

()内は事 
業用等

12
か
月
毎

か
月
毎

〇〇

〇

〇

〇〇

1
か月
毎

〇

検
用家
24
か
月
每

12

か
月
毎

〇〇

〇〇

〇

〇〇

自
1

1

6
か
月
毎

点
1

運
行前目

"

項備整検

期時
時交

麵
年
毎

毎の
整
備
千

1011

走行キロ

10

120

10

10
”

51

〇2

240

^
4

(2)

点点火装
置

 
充
電
発
電
機 
本 
体 
潤滑装
置

 
燃
料装置
冷却装置
保安
部品

~ -

電

気

装

置

原

動

力
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8—3 サービスデータ
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サービスデータ

2^0 - 4^0

フロント
ホイール

ァラメント

卜—^ン ㈧1 ± 3

キヤンバ 1 〇 ±45’

キヤスタ 3° 50,土 ド

リャ
ホイール
アラメント

卜—1"ン ㈧丨± 3

キヤンバ 0° 5〇,±45？

アクスルナツト締付トルク 181^8-⑺

キヤツスルナツト締付トルク
201^8-⑺で締付後、30°以内の 
増締めを行う

ホイールサイズ 12X4.008

ホイールナツト締付トルク 8〜10.01<§-111

ハンドルの遊び 〇〜'〇巾⑴

舵 角

内側 35。30；

外側 33。10^^： 20；

フロントディスク
の厚さ 麵

標準 1801111

限度 15.5關

フロントブレーキ 
パッドの厚さ

標準 9 (71171

限度 1.5麵

ライニング厚さ

標準 4.4酬

限度 1.7画

ドラム内径 180画

フレーキレノて一

操作力 20岵

引き代 7〜9 ノッチ

バッテリ型式（）は
5時間率容量を示す

一般
268171
(丨2も21八11)

386201
(12い28八卜）

寒冷地
38820只.

(12,28八卜）
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8-4 給油脂図

〇. 給油個所名 油 脂 名 備 考
1 ラジェータ 冷却水 スバル純正クーラント
2 エンジン エンジンオイル スバルモータオイル

011〇(3丑級）
@ 4界0 (5ド級）
@スーパー（3ぢ級）
^レッド（30級）
#ゴールド（50級）

@印：推奨オイルを示す

3 X — ノぐ一卞ヤ—レ^"V スーパーチャージャオイル 通常はオイル量点検
4 トランスミツシヨン 慰 トランスミッ 

シヨンオイル
スバルギヤオイル
エクストラー75/80

トランスミッシ 
ヨンフルード

スバル辽〇又丁フルード

5 フロントデファレンシャル フロントデフ 
ァレンシャル 
オイル

スバルギヤオイル
@4^0 75界-80 (0^5)
@乂？-3 75界-80 (ひレ5)
-乂？-80 (0レ4)

@印：推奨オイルを示す

6 ブレーキ ブレーキフル 
-ド

スバル純正ブレーキフルード3

7 トランスミッション 
メーンシャフトスプライン部

グリース 卩又2200クラッチグリース

8 アクスルシャフト 
ベアリング公オイルシール

グリース シエル6459\

9
001

グリース モリレックスN¢>.2またはサンライト
TE2-A

丁 I 5506003
10 ブレーキ ホイール 

シリング
グリース ニグループお乂-之 ピストンブーツ内

パット"' グリース ⑽。グリース パッドとサポートの摺動部 
パッドとシムの接触面

11 ドラムブレーキ
シューとバックプレートの接触面

グリース ブレーキグリース
(ダフコーニング：モリコート7439)

12 ステアリングギヤボックス グリース バリアントグリース]VI 2
13 ギヤチヱンジレバー摺動部 グリース 出光ダフニコロニクスN0.2
14 その他

ペダル摺動部、リヤゲートヒン
ジ、ドアヒンジ、ドアチェッカ、
エンジンフードロック部、フュ 
ーエルフイラリッド

グリース サンライト2号
オートレツクス八 
コパコート

籲

‘丨 丨
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給油脂図
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